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　　　　１




　それは岸きし嶺みね健けん吾ごが出かける準備を整ととのえていたときのことだった。

「しまった、やっちゃったよ」

　積つみ上げられた本の山に足をぶつけてしまい、崩くずしてしまったのだ。

　珍しいことではない。部へ屋やには似たような本の山や塔がいくらでもあり、忙しいときに限ってうっかり崩してしまうのだ。

　あまり時間はないが、崩れたままにしておくと、妹が勝手に入ってきたときに転んでさらなる惨さん事じを招きかねない。岸嶺は急いで本の山を作り直し始めた。

「あれ？　これ……」

　不意に、岸嶺の手が止まった。

　崩れた本の中に、思い出深い本を見つけてしまったからだ。金きん太た郎ろうの絵本である。

「……懐なつかしいな」

　手に取るのはもう十年ぶりになるかもしれない。昔はこの絵本を持ってよく幼稚園へ行った。そして一人ひとりの女の子──みやびちゃんと一いつ緒しよに、何度も読み返したのだ。

「みやびちゃん、か」

　ふと最近の自分の高校生活を振り返る。このところ図と書しよ館かんに通うことはなくなり、本を読む機き会かいは以前と比べてめっきり減ってしまった。読書するにしても、小説などではなくゲームの雑誌や攻略本の方が多くなっているという有あり様さまだ。

　ふと思う。こんな昔の絵本が出てきたのは、ひょっとして今も本をちゃんと読んでいるのかという、みやびちゃんからのメッセージではないのか、と。

　とはいえ、今日きようの岸嶺に、読書している時間はない。

「あっと、もうこんな時間か」

　なぜなら今日は、ジャパン・ゲーム・バトル・チャンピオンシップ──通称ＪＧＢＣと呼ばれるゲーム大会に、仲間と共に参加する日だったからだ。

　岸嶺は慌あわてて本の塔を建て直すと、部屋を飛び出して行くのだった。




　　　　◆




　土ど曜よう日びの秋あき葉は原ばらは相変わらず盛況で、どこも人ばかりだった。

　それはＪＧＢＣの会場であるとあるビルの前も同様だったが、岸嶺がここへ来るのはこれが初めてではない。そのせいか、迷うことなく他ほかの現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの面々と合流することができた。

「とうとうこの日が来たぞ、みんな！」
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　四人が集まるなりそう号令をかけたのは、現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの顧こ問もん、瀬せ名な先生である。今日きようも相変わらずの白衣姿で、場所が場所だけに滑っているコスプレ姿に見えなくもない。

「わたしたちのチーム戦はここから始まるんだな」

　部長の天てん道どうも嬉うれしさを隠かくし切れないようだった。彼女が現代遊戯部を設立して半年。ようやく四人のメンバーが揃そろい、チーム戦に出られるのだ。感かん慨がいもひとしおなのだろう。

「…………」

　感慨深いという点では岸きし嶺みねも例外ではない。

　ここは岸嶺にとってはよくも悪くも思い出の地である。ここへ来ると、自然前回出場したときの自分の未み熟じゆくさが──公衆の面前でみっともなく涙を流したときのことが思い出されてしまい、なんとなく気き恥はずかしくなってくる。

（いや、あのときとは違うんだ）

　今回は覚悟をして、充分な練習を積つんでこの場へやってきたのだ。何より、今日は力強い仲間と共に戦うことができる。何もかもが前回とは違うのだ。

「ちょっと、なにこんなところで気合い入れてんのよ。恥ずかしいからとっとと行くわよ！」

　少々乱らん暴ぼうな口く調ちようで言ったのは杉すぎ鹿しかだ。身長一四〇センチに満たない彼女は、セーラー服を着込んでいても相変わらず小学生ぐらいにしか見えない。だが、彼女は一応れっきとした高校三年生であり、四人目のメンバーでもある。

「確たしかにこうしていても仕方ないな。では行こうか、みんな」

　天てん道どうの号令で、岸きし嶺みねたちはビルの中にある会場へと足を踏み入れた。




　勢い込んで乗り込んだ岸嶺だったが、間もなくその気合いは空回りさせられることとなる。

「あれ？　なんか人少なくないですか？」

　ＪＧＢＣの会場は、前回岸嶺が来たときとほぼ同じである。広大な一フロアをすべて使い、至るところにゲーム機きとテレビモニターが置かれている。にもかかわらず、前回に比べると明らかに人の密度が少なかった。確か前回は千人ぐらいの参加者がいたような記き憶おくがあるが、今日きようはその十分の一程度しか見受けられない。

　岸嶺の疑問に答えたのは、天道だった。

「言わなかったか？　チーム戦は個人戦に比べると参加者が少ないんだ。今日は午後から個人戦らしいから、午後になったら大勢来るだろうが」

「そういえばそんなことを聞いたような……。それにしたってこんなに差が出るものなんですか？」

「確かに初期のＪＧＢＣではチーム戦部門も盛況だったのだがな！」と、瀬せ名な先生。「しかしその後、わずか一、二年でチーム戦の参加者は激げき減げんしていったのだよ！　考えてもみたまえ、チーム戦は最低四人のチームを作らないと参加すらできん！　これがなかなか難むずかしくてな！」

「まあ確かに僕たちもメンバー集めには苦労しましたけど……それってウチの学がく園えんが特殊だったからじゃないんですか？　世間的にはゲームって大流行してるんですし」

「だからって、みんながチーム戦を求めてるわけじゃないわ」と、杉すぎ鹿しか。「ゲームに何を求めるかは人それぞれ違うでしょ？　あたしだってゲームは好きだけど、ＦＰＳ以外はあんまりやらないし」

「そういうことだ」と、相あい槌づちを打った天道の顔は少し残念そうだった。「たとえば、ゲームで何かを達成したいという者もいれば、単なる暇ひまつぶし程度に考えている者もいる。そしてこの両者は、ゲームが好きという点では同じだが、たとえチームを組んでもまずうまくいかないだろう」

「ああ……なんとなく分かります」

　考えてみれば岸嶺の好きな本でさえそうだ。本の中にも、小説だのエッセイだのとジャンルは分かれるし、さらに小説の中にもＳＦやミステリー、ミステリーの中にも古典だの真本格だのとジャンルはいくらでも細分化する。そして同じ小説好き、ミステリー好きであっても、少しジャンルが変わるだけでまったく読まないという人だっている。さらに言えば、本の面おも白しろさは自分だけが分かればいいという人もいれば、他人と面白さを共有したいと考える人だっている。

　ゲームも同じなのだろう。大衆文化と言われるまで発展したからといって、チーム戦というジャンルまでもが流は行やってるわけではないのだ。考えてみれば、チームを組んだ自分たちでさえ、放ほう課か後ごの部活で何のゲームをやるかでいつも論ろん争そうになってるぐらいなのだ。

「そもそも、仮にどうにかチームを組めたとして、それを維い持じするのも大変だ！　四人分のモニターとゲーム機き材ざいを集めるには相当な金がいる、文化振しん興こう券けんだけでは足りん！　しかも機材が揃そろっただけではダメだ、どうしても四人一いつ緒しよに訓練する時間が必要になる！　学生ならばともかく、サラリーマンともなればそれが難むずかしいのだ！」

「な、なるほど。言われてみれば学生が多いですもんね、ここ」

　会場を見回すと、前回出場したときに比べて明らかな差異があった。小・中・高・大と、学生とおぼしき参加者が多い反面、サラリーマンっぽい大人おとなが圧倒的に少ないのだ。前回出場したＪＧＢＣ個人戦では、使用されたゲームがＣＥＲＯレーティングＺの『ギアーズ　オヴ　ウォー』だったため、それに比べれば未成年の学生が多くなるのは道理である。だが大人が少なくなる理由にはならないだろう。

　しかし瀬せ名な先生の説明を聞けばそれも納なつ得とくできる。個人練習なら家にゲームハードが一台あればできるが、チーム戦の練習をするとなれば四人が一堂に会さなければならない。今はネットを介してのマルチプレイも簡かん単たんにできるとはいえ、社会人が四人一緒に練習できる時間を確かく保ほするのは容易ではないのだろう。その点、学生なら授業が終わるのは大体一緒なのだから集まってゲームするのは簡単だ。

「まあ別に社会人が参加し辛づらいってだけならまだいいわよ。問題なのはチーム戦の参加者が年々減ってるってことよ。チームのモチベーションが維い持じできないって理由でね」

「待て、杉すぎ鹿しか」

　と、少し苦にがい顔をしてたしなめに入ったのは天てん道どうである。

「別に今その話までせずともいいのではないか？　まだ岸きし嶺みねに聞かせるには早いと思うんだが」

「そんなことないわ。あたしたちもチームでやっていく以上、話しておくべきでしょ。岸嶺がその程度で自信なくすようなやわなゲーマーじゃ、どのみちいつかつぶれるでしょうし」

　どうにも不ふ穏おん当とうな会話であった。

「……よく分かりませんけど、僕ぼくだったら大丈夫です。同じチームの仲間じゃないですか、何かあるなら話してください」

　岸嶺がそう言うと、天道は少し意外そうな顔をした後で小さく笑った。

「そうか。そうだな、悪かった。わたしもキミをもっと信用すべきだったな」

「うむ、では私が解説しよう！　モチベーションというのは以前から存在する問題でな！　ゲームで勝負する以上、勝つときもあれば負けるときもある！　時には連敗するときだってあるだろう！　問題なのはそれが原因で心が折れるゲーマーもいるということだ！」

「負けた原因が自分のせいだと思い込む、あるいは他人のせいだと責任を押し付け合う。どちらもチームが崩ほう壊かいする典型的な例なんだ」

「ま、難むずかしいわよね。四人の中で一人ひとりでもこのチームじゃ戦えないって考えるヤツが出てきたら、その時点で終わりだし」

「う……」

　三人の話は岸きし嶺みねの胸にグサリと突き刺さった。このチームの中で、自分が一番ゲームが下へ手たという自覚のある岸嶺である。自分が皆の足を引っ張ってチームが崩ほう壊かい──いかにもありそうな話だった。

「まあゲームは抜きにしても、学業の成せい績せき悪化や転校といった理由で一人抜けてしまってもそれまでだからな！　一応補欠枠というのもあるのだが、チームを維い持じし続けるというのは決して簡かん単たんではないのだよ！」

「しかもここに、もう一つ厄やつ介かいな問題がある」

　天てん道どうは静かに言い足した。

「まだ何かあるんですか？」

「そうだ。これが一番の問題だ。いいか、確たしかにチームを維持するのは困こん難なんだ。だが玉ぎよく石せき混こん交こうのチームの中には、様さま々ざまな困難を乗り越え、何年にも亘わたってチームを維持してきたところもある。そういったチームは本当に強いんだ。チーム戦が廃すたれる原因になるほどにな」

「そ、そうなんですか？　強いチームがいるってだけで!?」

「そうだ。素人しろうととベテランが勝負したとして、個人戦なら素人が何かの拍子に勝つこともある。でも素人四人とベテラン四人が勝負すれば、まず素人に勝ち目はないんだ。何をやっても勝てないと思い知らされれば、いよいよ心が折れることがあっても不ふ思し議ぎではないだろう？」

「な、なるほど……」

　たとえば運の要素が絡からむ麻雀マージヤンなどでは、半はん荘ちやんやっただけでは素人がプロに勝つことも珍しくないという。しかしそれを何回も繰くり返せば、まず勝つのはプロらしい。四人で戦うチーム戦とは、運の要素を極力減らす形式でもあるのだ。

「そう青い顔をするな、岸嶺」と、天道。「それが分かっているからこそ運営側も色々と対策を打っているらしいし、今年ことしのＪＧＢＣは始まったばかりでまだまだ新参のチームも多い。わたしたちも毎日集まってちゃんと練習しているんだからな、そうそう無ぶ様ざまな負け方をすることはないだろう」

「はい、確かに」

　今一つ不安ではあったが、今は部活で培つちかってきた自分の腕を信じる他ほかなかった。

　その後、岸嶺たちは前回のＪＧＢＣでそうしたように、受付に向かった。今度は個人戦としてではなく、チームとして登とう録ろくするためである。

　登録には特に何の問題もなく、間もなく岸嶺の手にはチーム戦用のメンバーズカードが手渡される。

「ねえ。この長ったらしいチーム名はどうにかならないの？」

　いささか不満そうだったのは杉すぎ鹿しかである。

　カードに書かれたチーム名は、〈伊い豆ず野の宮みや学がく園えん現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶ〉と、確たしかにいささか長い。

「何を言ってるんだ。部として参加している以上、これ以外の名前なんて有り得ないだろう」

「……あんたならそう言うと思ったわ。ま、いいわ。他ほかの名前考えるのも面めん倒どうだし」

「わたしとしては、むしろチームメンバーの名前の方が気になるな。せっかくのＪＧＢＣなんだ、たとえば《宵闇の魔術師ナイト・マジシヤン》のようにもう少しかっこいい名前で登とう録ろくすべきだと思うんだが」

「い、いや、そこは本名でいいんじゃないですかね？　今から他の名前考えるのも大変ですし」

「それなら心配ない。一応候補を考えておいた。たとえばキミの場合、ゲームをやっているとまるでゲームの中に意い識しきが吸い込まれるようなことがあるだろう？　そこから名前を取って《魂の転生者》、ソウル・トランサーという名前にしてみてはどうだろう？」

「…………」

《魂の転生者ソウル・トランサー》岸きし嶺みね。いくら天てん道どうの提案とはいえ、さすがに受け入れ難がたいセンスであった。

「そうそう、もちろん杉鹿の分も考えてあるぞ。キミの場合はなんといってもＦＰＳが得意であり、その金きん色いろの髪もよく目立っている。そこで《金色の狙そ撃げき主しゆ》と書いてトワイライト・シューターというのはどうだ？」

「…………」

　杉鹿もまた、反応に困ると言いたげにどんよりとした顔になる。

　しかし天道の方はさもいい名前だろうと言いたげに目を輝かがやかせていた。こうなるとなんだか無む下げに断わるのも申もうし訳わけない気持ちになってくる。

「あのー、わ、悪くはないと思うんですけど、さすがに今日きよういきなりそんな名前で呼ばれたらうまく反応できないんじゃないでしょうか」

　極力言葉を選えらんで反はん論ろんする。

「そ、そうよ、岸嶺の言う通りだわ。そういうのはあらかじめ話し合って決めるべきよ」

「むう、言われてみるとそうだな……。しまったな、昨日きのうの部活辺あたりで相そう談だんしておくべきだったか……」

　幸いなことに天道はすぐに納なつ得とくしてくれたため、岸嶺と杉鹿は胸をなでおろすのだった。

『みなさん、お待たせしました！』

　と、そのとき。会場奥にある巨大スクリーン前のステージに、司会らしい元気そうな男が現れた。年ねん齢れいは三〇歳前後ぐらいだろう。ラフな格かつ好こう、ラフな動作で颯さつ爽そうとステージの中央に出てくる。

『どうもどうもー。本日司会を務つとめさせて頂きます、声せい優ゆうの黒くろ岩いわゆたかです！　それではこれより本日のＪＧＢＣ秋あき葉は原ばらチーム戦を開催いたします！』

　以前岸嶺が参加したときほどではなかったが、会場は歓声と拍手に包まれた。岸嶺も場に流されるように手を叩たたく。

『さあ、今日きようプレイして頂くゲームはすでに告知されております！　リニューアルされて帰ってきたセガサターンの名作！　ガーディアンヒーローズ、通称〝ガーヒー〟です！』

　司会の後ろにあったモニターに、ゲームのＰＶらしき動画が映し出された。

　それがどんなゲームかは、数日前の部活のとき、例によって岸きし嶺みねは瀬せ名な先生から講こう義ぎを受けていた。




「ガーディアンヒーローズとはセガとトレジャーが作った２Ｄアクションゲームだ！　対戦モードではすさまじい数の登場キャラが一堂に会し、激はげしい戦いが繰くり広げられることとなる！　まあ言ってみればスマブラシリーズの元祖だな！」

　普ふ段だんは物静かな天てん道どうが突然殺さつ気き立だったのはそのときだった。

「先生、今何か戯たわ言ごとを仰おつしやいませんでしたか？　スマブラに元になったゲームなんてあるわけがありません」

「ああうん、まあ深くは言うまい！　とにかく、セガサターン版ガーヒーは最大六人対戦だったが、リニューアルされたＸｂｏｘ３６０版ガーディアンヒーローズでは最大一二人での対戦が可能なのだ！」

「しかもこのゲームのいいところは」と、なぜか嬉うれしそうに杉すぎ鹿しかが割って入った。「ダウンロード販売専用で、わずか一二〇〇円ぐらいで買えるってことよ。おまけにＸＢＬＡ──ようするにＸｂｏｘ３６０専用のネット販売所でしか買えないわ。分かる？　Ｘｂｏｘ独占なのよＸｂｏｘ独占！」

　普通のゲームなら一本五千円はする。それが四人分ともなれば二万円にもなる。その点、このゲームなら四人分でも五千円足らず、しかもゲームショップに出かける必要もなく購こう入にゆうすることができる。まさにチーム戦にもってこいのゲームというわけだよ──とは瀬名先生の余計な解説だった。




『さて、ではルールを解説しましょう！　本日のチーム戦はこのガーヒーを三チーム入り乱れての一二人チームデスマッチで行います！　ルールはアレンジモードで基本的になんでもアリですがアナログライン移動と飛行は不可、そして使用するキャラはすべてレベル一〇〇固定の完全ランダム、パラメータ配分は等分のみとさせて頂きます！　時間制限は五分、もちろん二チームが全滅すれば残る一チームの勝利となり、二回戦へ進出決定です！　しかし時間切れになった場合は、一二人の中でもっともＨＰの多いキャラの所属するチームが勝利となます！　分かりますね？　つまり味方が三人倒れていようと、ＨＰ満タンのキャラが一人ひとりいればそのチームの勝ちということになります！』

　司会の解説に会場はどよめいた。

「やっぱり一二人対戦なんだ……」

　ガーヒーはコントローラが四つあればゲーム一本で四人同時に遊ぶことができるし、そのままネットへ繫つなげば四人一いつ緒しよにネット対戦へなだれ込み、一二人対戦を楽しむこともできる。

　一二人の大乱戦というのはカオスの一言だ。一画面内に一二人いるだけでも混乱の元だというのに、なおその上に一二人のキャラがそれぞれ嵐あらしを呼んだり雷かみなりを落としたりといった激はげしいアクションを展開するのだ。何をどうやったって無む茶ちや苦く茶ちやにしかならない。

「使用キャラもランダムと言っていたな。予想はしていたが、大変なことになりそうだ」

「しかも全員レベル固定でしょ？　とりあえず市民だけは勘弁してもらいたいところね」

　天てん道どうや杉すぎ鹿しかの口く調ちようもやや重い。

　ガーヒーの特徴の一つは、操そう作さできるキャラが豊富だということだ。ストーリーモードで登場するあらゆるキャラ──主人公クラスの戦士や魔ま法ほう使つかいはもちろん、その辺に出てくる雑ざ魚こ敵、街などで無意味に画面を右往左往する市民、何体か存在するラスボスまで使用できる。

　とはいえ、ラスボスと市民が同じ強さなわけもない。ラスボスクラスのキャラが操作できれば勝率は一気に上がるが、もし市民ともなれば戦況は絶望的になる。キャラのレベルを一～二〇〇の範はん囲いで補正すれば市民でもラスボスと戦えるのだが、今回はそれもないという。

「なあに、全員ランダムなら条件は同じではないか！　それに確かく率りつ的てきに言って、四人いれば全員が弱いキャラになることもあるまいよ！　よしんば弱いキャラになったとしても、ＨＰさえ残っていれば勝てるというルールになっているのだ！　やりようはいくらでもあるだろう！」

　瀬せ名な先生の解説は顧こ問もんらしく前向きなものだった。

『ではさっそく第一回戦第一試合を始めたいと思います！　呼ばれたチームはステージ下の対戦台までお越こしください！』

　ここで一抱えほどの箱はこを持った係員がやってきて、司会者の傍そばで膝ひざを突いた。

　すると司会は箱の中に手を突っ込んでボールを取り出した。どうやらボールにはナンバーが記されているらしい。ああやってランダムに組み合わせを決めるようだった。

『まず一つ目は、参加ナンバー三番！　えーと、〈ブルー・シュトリゴン〉チームですね！　どうぞステージに上がってください！』

　百人を超える参加者の中から何人かが進み出、ステージ下に集まる。そこには四台のゲーム機きと四台のモニターが三列、合計十二台置かれていた。

「け、結構目立つ場所でやるんですね……」

　ステージのすぐ下となれば、対戦台の参加者たちは文字通り衆しゆう人じん環かん視しの状況に置かれる事となる。あんな場所で自分もゲームすることになると考えると、いささか気が重くなってくる。

「そうか、前回キミが参加した個人戦は千人ぐらいいたからな」と、天道。「人数が多ければまず会場内の対戦台で予よ選せんをやって、準決勝ぐらいからステージを使うことになるんだが……今日きようは見ての通り、一五〇人ぐらいしかいないからな」

「はあ、なるほど」

　会場内にはいたるところにゲーム機きとモニターからなる対戦台がある。確たしかに、前回出場した個人戦のときはまずその対戦台で予よ選せんが行われていた。

　しかしガーヒーは一二人対戦である。参加者が一五〇人ほどだとすれば、一二、三戦もすれば一回戦は全部終わる計算だ。それぐらいの回数ならずっとステージを使えるということらしい。

「でも会場にはあんなにたくさん対戦台があるじゃないですか。あれ使わないんですか？」

　岸きし嶺みねの疑問に答えたのは杉すぎ鹿しかだった。

「午後からの個人戦で使うんでしょ。あと、自分たちの出番じゃなきゃ練習してていいことになってるから」

「ああ、そういうことなんだ」

　あらためて岸嶺はステージの上を眺めた。すでに二つのチームがステージ下の対戦台につき、緊きん張ちようの面おも持もちでゲームの開始を待っている。

『では三つ目のチームは……はい、参加ナンバー６番！　えーと、チーム名は……これは部活での参加ですね、伊い豆ず野の宮みや学がく園えん現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶチームです！』

　岸嶺は心しん臓ぞうが高鳴るのを感じていた。一いつ瞬しゆん呼吸が止まったような気さえした。

「いきなり一回戦とはな。まあ下へ手たに待たされるよりマシだ、行こう、みんな」

　さすが生徒会長だけあって人前に出るのは慣なれているのか、いつも通りの口く調ちようで天てん道どうは言った。

　杉鹿、瀬せ名な先生もそれに続く。気の強い杉鹿、我わが道を行くのに躊躇ためらいのない瀬名先生だけあって、二人ふたり共ともに緊張は微み塵じんも見られない。

　例外は岸嶺だけであった。もともと引っ込み思案の性格である。百を超える視し線せんに囲まれて平静ではいられなかった。

　しかも、現代遊戯部チームが対戦台についたとき、会場はわずかにどよめいた。

「見ろよ、女だ」「あいつら、女の子とチーム組んでやがるのか……！」「しかも何だよあれ、超可愛かわいいじゃねえか！」

　そんな声が聞こえてくる。それに、なんとなく周囲の視線も険けわしくなったような気がしてならない。

「堂々としていたまえ、岸嶺君」

　耳元でそう助言したのは瀬名先生だった。

「男どもは君をうらやましいと思っているのだよ。ここは自じ慢まんするつもりでどーんと構えていればいいのだ！」

　瀬名先生は状況を適切に把は握あくしているようで、その助言も適切と言えなくもなかった。しかしそう気持ちを切り替えられるほど岸嶺は器用ではない。

『それでは第一回戦第一戦を始めます。各チームとも準備をお願ねがいします！』

　司会の声で、現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶを含む三チームがそれぞれ準備を始める。使い慣なれたコントローラを取り付け、あるいはオプションで操そう作さ方法を変更。キャラ選せん択たくでランダムを選えらび、チームを設定する。

「…………」

　周囲の環かん境きようは違ってもゲームだけはいつもと何も変わらない。不ふ思し議ぎなもので、コントローラを手に持つと少しだけ気分が落ち着いた。

「さあ、みんな。わたしたちの初うい陣じんだ、全力を出し切るぞ」

「派は手でに行くわよ。あたしがいるのに一回戦敗退とか許さないからね！」

　天てん道どうや杉すぎ鹿しかは本当にいつも通りだった。その態度が、岸きし嶺みねをなお冷静にさせる。これは部活でやっていたことと何ら変わりはないのだと。

　そして全員がキャラ選択を終えたところで、初めて自分の操作キャラが表示される。

　現代遊戯部チームは暫ざん定てい的てきに青チームとなっていた。対するは赤チームと黄き色いろチームである。

「む、わたしは〝不死英雄戦士〟だ」

「あたしは〝ギンジロウ〟だわ。まあまあね」

「しめた！　私は〝天上神〟だ！」

　天道が操作する不死英雄戦士はスケルトンに鎧よろいを着せたようなキャラだ。一見するとモンスターのようだが、ゲーム中では蘇よみがえった伝説の英雄として登場する強いキャラだ。

　杉鹿のギンジロウもストーリーモードで操作できる主要キャラの一人ひとりで、素す早ばやくトリッキーな行動が可能なニンジャキャラである。ちなみにフルネームは〝イブシ・ギンジロウ〟である。瀬せ名な先生の天上神にいたっては巨大なラスボスキャラの一人であり、ようするにかなり有利なパーティー構成だった。

　しかしその中で一人、岸嶺だけは違った。確かく率りつ的てきに言って、四人いれば一人ぐらいはネタキャラになる可能性の方が高いのだ。

「げええええ！　僕ぼく〝ローパー〟ですよ！」

　ローパー。その名前を聞いて、強そうな主人公やラスボスを想像する人はいないだろう。

　その想像は当たっている。ローパーの外見的特長を一言で表すなら、ウネウネと移動ができるイソギンチャクである。大きさも人間の半分ほどで、どう見ても強そうではない。実際、弱い。ガードすらできない。ストーリーモードでは雑ざ魚こ敵てきとして登場するぐらいだ。上級者が使いこなせば強いという説もあるが、好きこのんでローパーを使い込むプレイヤーなどまずいない。もちろん岸嶺もそうだった。

　そういったネタキャラでさえ対戦で使えるというのは、このゲームのウリではある。しかし、それが自分の操作キャラになると運命を呪のろうしかない。

「仕方ない、手元のカードで勝負するしかないのがこのゲームだ。なんとか頑がん張ばってくれ」

「ＨＰさえ多く残ってれば勝ちなんだから、とにかく生き残ればいいのよ。強いキャラよりも逃げ回ってる雑ざ魚こキャラが勝つなんてよくあることよ。弱いキャラをわざわざ攻こう撃げきしにくる敵てきもまずいないでしょうし」

「そ、そうか。分かったよ、なんとかしてみる……」

　ようはＨＰが残ってさえいればいいのだ。戦いは三人に任せ、なんとか逃にげ延のびるしかなかった。

『それではゲームの開始です！　三チームともがんばってください！』

　司会の声を合図に、キャラクター選せん択たく画面からアクションステージへと画面が切り替わる。森を舞ぶ台たいとした戦場だ。

　このゲームはスマブラのような二次元アクションだ。ただし、格ゲーでも餓が狼ろう伝でん説せつなどがそうであるように、ラインという奥行きの概がい念ねんがあるので厳げん密みつに言えば三次元と言えなくもない。ラインは三つあり、たとえば一ライン目にいるときにキックや剣撃を出しても二ライン目の敵には当たらない。これを利用してライン移動を多用することで、簡かん単たんに敵の攻撃を回かい避ひすることもできる。もっとも、画面を埋め尽くすような爆ばく発はつ、あるいはホーミング性能のある魔ま法ほうを使われればライン移動だけでは防げず、ガードなど別の防御手段が必要になってくる。

　ゲーム開始時は、その三ラインに四体ずつ、計一二体のキャラが一堂に会することとなる。主人公クラスの戦士、魔法使い、天使、モンスター、ラスボスまで多種多様だ。

　ただし、画面の中にはどうみても十一人しかいなかった。バグではない。ラスボスクラスのキャラの中には、人間キャラ数体分の大きさがあるものまでいる。それが二ライン目にいた関係で、恐らくは三ライン目にいるであろうキャラの一人ひとりが完全に隠かくれてしまっているのだ。

　一方、岸きし嶺みねの操そう作さするローパーは一ライン目にいたものの、その大きさは普通の人間のさらに半分ほどで、明らかに浮いていた。完全に規定外というか、おまえなんでこんなところに出てきたの、と岸嶺自身問いただしたくなるほどだった。

　もっとも、そういったキャラは岸嶺だけではない。他ほかのキャラの中には、武器など何も持ってないただの市民といったキャラもいた。下には下がいると喜んでも何にもならなかったが。

　そうこうしているうちに、ついにゲームが始まる。

　それはまさにカオスの始まりである。

　なにせ一二人だ。それが所ところ狭せましと画面のあちこちで一斉に殴り合いを始めるのだ。自分のキャラがどこにいるのかを把は握あくするだけでも大変である。

　それゆえ、このゲームで最初に行うことには、いくつかセオリーがある。まず強力な魔法をぶちかますのだ。魔法にはＭＰが必要だが、最初は満タンの状態から始まるため問題はない。そうすれば周囲の敵を薙なぎ払えるし、エフェクトを発生させることで自分の位置も正せい確かくに把は握あくすることができる。

　しかし、すべてのキャラが強力な攻撃を持っているわけではない。弱いキャラたちは別の手段を取らねばならない。防御、ライン移動、二段ジャンプ、ダッシュなどを駆く使しして逃げることだ。ガードを固めれば被弾は避けられるし、画面端はしへ逃げられれば敵てきの猛もう火かを避け、なおかつ挟きよう撃げきを避けられる好ポジションを得ることができる。

　かくして画面は、レーザーや火炎や雷かみなりによって満たされた。その中を素す早ばやく動く戦士たち。そして逃げ遅れた市民やローパーが吹ふっ飛ばされる。

　そんな混こん沌とんとした序じよ盤ばんの攻防が終わると、次の段階へ移行する。

　このゲームではラスボスや雑ざ魚こキャラが一堂に会して戦うことになる。レベルが同じとはいえ、強い攻撃方法を持つラスボスクラスの敵は非常に有利だ。もし一対一で戦うことになれば、大抵のキャラに勝ち目はない。それゆえ、次に行われるのは強そうなキャラに対し、敵味方の垣根を越えて集中攻撃をすることである。

　かくして他ほかの敵チームは、一ひと際きわ巨大なラスボスキャラを操あやつる瀬せ名な先生に殺到してきていた。彼らは事前に何か打ち合わせしていたわけではない。ただ、そうしないと勝てないということを知っているのだ。しかしそうはさせじと杉すぎ鹿しかや天てん道どうが援えん護ごに回る。

　たちまち大乱戦である。こうなると誰だれか特定の相手だけを殴るのは不可能になる。そして、他のチームからすれば、瀬名先生を攻撃するついでに他のキャラのＨＰも削りたいというのが本音だろう。自然、瀬名先生を攻撃しようとした大技が他のキャラを吹っ飛ばすということがちょくちょく発生する。

　これが感情のないＣＰＵの操そう作さするキャラであれば、多少巻き込まれたところで気にせず瀬名先生への攻撃を続けただろう。しかし、今キャラを操作するのはすべて人なのだ。そしてほとんどの人は、殴られたら殴り返さずにはいられない。

　かくして、ついに他のチーム間でも抗争が始まる。こうなると瀬名先生のターンだ。すかさず隙すきを突いて強力な魔ま法ほうが炸さく裂れつ、敵を吹き飛ばす。

　そうしてあらためて瀬名先生の脅きよう威いを思い知ったプレイヤーたちは、一致団結して立ち向かっていくのである。それはまるで人類の歴史の縮しゆく図ずのような戦せん闘とうであった。

「だ、ダメだこれ！」

　一方、岸きし嶺みねはすでに心が折れかけていた。

　一応、ローパーにも攻撃手段はある。

　だがやはり雑魚は雑魚であり、飛び道具の一つもない。遠くから火の玉だのレーザーだのを撃うってくるような敵に対抗する術すべなどなかった。所しよ詮せん雑魚は雑魚というのがこのガーヒーなのだ。

　やむを得ず岸嶺は、ラインの一番奥に密ひそかに移動すると、木の陰にしゃがみこんだ。戦闘終了時にＨＰが多ければそれで勝利となる以上、逃げるのも立派な作戦なのだ──と自分を納なつ得とくさせながら。

　しかもローパーには、しゃがむと体の面めん積せきが半分以下になるという特徴がある。画面の一番奥の茂しげみの陰でしゃがんでいれば、わりと気付かれない。ただでさえ今は大乱戦が行われている真まっ最さい中ちゆうであり、たとえ気付いたとしてもローパー程度をわざわざ攻こう撃げきしにくる敵てきがいるとも思えなかった。

「あ」

　だがそんな折。岸きし嶺みねは気付いた。

　同じようにずっと木の陰に隠かくれてるキャラがいることに。

　市民、それも女性市民である。

「…………」

　ゲーム画面越しではあったが、目が合ったのがなんとなく分かった。

　この場合、取るべき手段は二つである。お互い、見なかったことにしてこのまま隠れ続けるか、あるいは──戦うかだ。

「…………」

　岸嶺が選えらんだのは後者である。無言でローパーを茂しげみから前進させる。

　岸嶺が戦いを挑いどもうとした理由は二つあった。どうせなら自分もゲームに参加したい。そしてもう一つ、こう思ったからだ。

（こいつなら勝てる！）

　対照的に女性市民は自分の不利を悟ったらしく、茂みから出て後ずさった。

　逃さない──とローパーが襲おそいかかる。かくして場外乱らん闘とうは始まった。

　両者ともに強力な魔ま法ほうや必殺技らしいものは使えない。だが優ゆう勢せいだったのはローパーだった。ゲーム中では雑ざ魚こ敵ではあるが、それでも一応モンスターだけあって、コマンド入力が必要な特殊攻撃もある。

　対して市民には殴るぐらいしか攻撃方法がない。弱・中・強と攻撃ボタンは三種類もあるのに、市民はどのボタンを押しても同じ攻撃しか出ないのだ。さらに、彼らには必殺技の類たぐいもない。トレーニングモードで市民を選び、コマンドリストを表示して『なし』と表示されることに失笑するのがこのゲームのお約束でもあるのだ。

　かくして戦いは岸嶺ローパー優勢のまま進んでいった。特にドリル状に変形して突進する攻撃が有効で、女性市民のＨＰはチビチビと減らされていく。

　だがそのとき、市民と同じチームの女剣士〝セレナ・コルセア〟が飛び込んできた。そして彼女は──プレイヤーは男かもしれないが──市民を守るようにローパーの前に立たち塞ふさがった。まさに魔物に襲われている市民を守る戦士という構図である。

（どこのＲＰＧだよ!?）

　心の中で呟つぶやきながら、岸嶺は女剣士に襲い掛かかった。今いま更さら逃げ道はない以上、戦う他ほかなかったのだ。

　ウネウネと触しよく手しゆをなびかせながら、女剣士に飛びかかる。しかし、長剣を自在に操あやつる女剣士に小さな雑魚モンスターがかなう道理はなかった。

　切きり裂さかれる。投げ飛ばされる。連続攻こう撃げきを喰くらう。攻撃魔ま法ほうを叩たたき込まれる。

「所しよ詮せん、ローパーはローパーなのか……！」

　レベル補正のない雑ざ魚こキャラなんて文字通り雑魚でしかない。その悲ひ哀あいを思い知らされながら、岸きし嶺みねはひたすら防戦に徹てつした。

「岸嶺君、無理はするな！」と、瀬せ名な先生。「触しよく手しゆキャラで女剣士に勝てるのは十八禁ゲームか深夜アニメの中だけだからな！」

「わけが分かりません！　だ、誰だれか暇ひまだったら助けてくれませんかね？」

「すまない、こっちも余裕がないんだ。もうちょっと粘ねばってくれ」

「大体助けにいくメリットもないでしょ！　でもあんたがその雑魚キャラで敵を引き付けてくれればこっちも有利に戦えるわ、なんとかしなさい！」

　天てん道どうと杉すぎ鹿しかの命令は血も涙もなかったが理には適かなっていた。数は暴ぼう力りよくなのだ。戦力にならないローパーで敵女剣士をひきつけられれば、その分杉鹿たちの負担は減るということになる。

「……分かりました、なんとかします」

　チーム戦の大原則を思い出す。たとえ自分は負けてもチームが勝てばそれでいいのだ。岸嶺は気分を一新すると女剣士目め掛がけてローパーを突っ込ませた。女剣士をこのライン上に釘くぎ付づけにする。それだけでチームの勝利に繫つながるのだ。

　ローパーには女剣士ほど派は手でな攻撃手段はない。その上、ガードもできない。

　こうなると一方的にボコられるだけだが、それでも時間を稼かせぐとなれば二つほどローパーには手段があった。

　岸嶺はまず大きく二段ジャンプした。もっとも、触手キャラだけにあまり高くは飛べないが。

（とにかく時間が稼げればいいんだ！）

　すかさずＸボタンを押すと、ローパーは奇妙な行動を取った。大きく息を吸い込んで風ふう船せんのように膨ふくらんだのだ。それはまさに、羽はねを広げて敵を威い嚇かくするカマキリのごとくである。

　といっても効果はそれだけである。膨らむだけで何ら効果はない。とはいえ、ふわふわと長く滞空するため相手からすれば攻撃し辛づらいはずだった。

「あ、ダメだ!?」

　しかし滞空時間が長いということは、それだけ動きが遅いということでもある。飛び上がった女剣士にあっさり叩き落される。

「なら、もうこれしかない！　分身だ！」

　それはダミー分身と呼ばれる技だった。ダメージを与えられる類たぐいのものではない。ぴょこっと地面に潜もぐるのと同時に、まるで脱皮するようにローパーそっくりの分身を残していくのである。

　もちろん分身の方を攻撃されてもダメージは受けない。しかもわずかな時間ながら地面の中を通って移動できるので、回かい避ひ行動としての効果もある。

　岸きし嶺みねはダミー分身を連発した。

　ぴょこぴょこと分身を残し、地面に潜もぐって左右に移動するローパー。さすがの女剣士もこれには戸と惑まどうようだった。右に左に剣を振りかざすものの、なかなか当たらない。

　だが、ここへ来てさらに思わぬ事態が起こっていた。逃げ回っていただけの女性市民がここで戦いに参入、攻こう撃げきしてきたのである。

　女性市民の攻撃手段はビンタ攻撃一つであり、その攻撃力も大したことはない。しかしモグラのごとくピョコピョコと飛び出すだけのローパーの動きを止めるには充分だった。そして一発でも殴られ、怯ひるんでしまえばすかさず女剣士の連続攻撃を受けることとなる。

　こうなるといよいよローパーに対抗手段はなかった。

　しかし、時間を稼かせぐだけの効果はあった。

「よし、もうちょっとでそこの魔ま導どう士しを倒せるぞ！」

「分かった、〝カノン〟を集中攻撃する！」

　天てん道どうと瀬せ名な先生の会話が聞こえてくる。見れば敵チームの一人ひとりが倒れる寸前だった。一チーム四人である以上、一人でもメンバーが減れば戦力は二五％軽減することになるのだ。集中攻撃は大事だった。

　こうなると女剣士もローパー相手に時間を浪費し過ぎたことを察したらしい。ラインを移動し、乱戦の中へと戻っていく。

　かくして一番奥のラインにローパーと女性市民が残される。

「今だ！」

　すかさず岸嶺は攻勢に転じた。相手が弱い立場に陥おちいったと見るや、すかさず襲おそい掛かかる触しよく手しゆモンスターという構図は、考えてみると結構ひどかったが、勝利のためにはやむを得なかった。

　ふと戦場を見渡せば、やはり現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの青チームが優ゆう位いに立っていた。キャラがいいだけではなく、天道、瀬名先生、杉すぎ鹿しかの三人はそれぞれ腕も立つらしい。ラスボスクラスのキャラを操あやつる瀬名先生を中心に据すえ、天道、杉鹿の二人ふたりが素す早ばやい動きで敵に波状攻撃を仕掛ける。

　やがて制限時間の五分が過ぎようとしていた。もう結果は誰だれの目にも明らかだった。

『さあ、残り時間十秒を切りました！　優勢なのは青、〈伊い豆ず野の宮みや学がく園えん現代遊戯部〉チームです！　五、四、三……』

　司会のカウントダウンが始まる。もう戦局は動かない。赤チームはすでに二人が倒れ、残る二人も青あお息いき吐と息いきだ。黄き色いろチームは四人とも生存こそしていたものの、全員のライフがすでに半分を割っている。それに対し、天道のライフなどはまだ七割残っていた。数秒でそのライフを激減させる手段はない。

　そしてついに、残り時間がゼロとなる。

『一回戦第一試合終了！　勝ったのは青、二回戦進出は〈伊豆野宮学園現代遊戯部〉チームです！』

　会場は拍手に包まれ、勝利を祝福するように歓声が上がった。歓声が大きいように聞こえるのは、恐らくチームメンバーに美少女が二人ふたりいるからに違いなかった。

「ま、こんなもんね」

「ああ、とりあえず一回戦は突破だな」

　天てん道どうと杉すぎ鹿しかの二人ふたりは、勝って当然と言いたげだった。

「か、勝ったんですね、僕ぼくたち……」

　半信半疑だったのは岸きし嶺みねぐらいのものだった。なにせやっていたことといえば、女性市民を虐いじめたり女剣士から必死に逃げたりしていただけである。勝ったと言われても今一つ実感が湧わかなかった。

「そうだとも、間違いなく我われらの勝ちだ！　実感できないなら相手チームの顔でも見ればいい！」

　確たしかに他ほかのチームメンバーの顔には、さも悔くやしそうな表情が浮かんでいる。自分の勝利は信じられなくとも、彼らの敗北は間違いなかった。

　それに、考えてみれば岸嶺は天道たちのゲームの腕を知っている。自分は敵てきを引きつけるぐらいしか貢こう献けんできた気がしないが、彼女たちの腕を持ってすれば並の相手には負けないだろう。

「さあ、これで次は準々決勝だ。あと三回、どうにか勝ち進むぞ」

　天道の何気ない言葉に岸嶺は驚おどろきを隠かくせなかった。

「え、次ってもう準々決勝なんですか!?　あ、でも一度に三チーム一二人が出場するんだからそれぐらいになりますか」

「午後からは個人戦が控えてるんだから、それまでに全部終わるようになってるのよ。そんなことより、どうするの？　次の出番までかなり時間あるけど、それまで練習でもしとく？」

　杉鹿がそう提案する。

　会場のあちこちには対戦台があり、参加者のうち何人かはステージそっちのけでゲームに興きようじているようだった。

　答えたのは瀬せ名な先生である。

「いや、我々はすでに一戦終えたのだ。今から練習してもたかが知れている！　岸嶺君も含め、チーム戦は我々にとって初めての経けい験けんだ、今は他のチームの対戦を見学して少しでもこの空気に慣なれておくべきであろう！」

「あ、いいんじゃないでしょうか。よく考えたらネット以外で人が対戦するところって見たことありませんし」

　瀬名先生という人は基本的に変人だが、ゲームのことについてはまず間違ったことは言わない。

　このときも同様で、かくして天道たちはしばらく他の試合の観かん戦せんに回ることとなった。

　すぐに一回戦第二試合が始まる。一二人による大乱戦。画面をキャラが、エフェクトが埋め尽くし、市民が吹ふっ飛ばされ狼おおかみが吹っ飛ばされラスボスが吹っ飛ばされ、画面のあちこちで好プレーと珍プレーとが次々に生まれていく。

　ある試合ではラスボスの一人ひとりである〝大地神〟と主人公格のキャラである〝ハーン〟が一対一で戦うハメになった。そして激げき戦せんの末、ハーンが見事に勝利して会場は歓声に包まれた。

　ある試合では凄すさまじい大乱戦となり、決着がつかないままタイムリミットを迎えた。そして明らかになった勝利者は、狼おおかみだった。狼は雑ざ魚こ敵てきの一種で、せいぜい市民より強いといった程度のキャラである。しかし背が低いことを活いかして開始早々茂しげみの中に隠かくれ、そのまま最後まで逃げおおせたのである。そのあまりに意外な展開は、会場に笑い声を溢あふれさせた。

　同好の士だけが同じ場所に集まり、そして同じ楽しみを共有できる。この一体感は、こんな場所でしか味わえないだろう。

（なるほど、ゲーム大会が流は行やってるわけだ）

　少しだけその理由が分かった気がした。

　今日きようは一五〇人ほどの参加者しかいないが、これがもしもっと増えて千人、あるいは一万人にもなったら一体どんな熱ねつ狂きように包まれるのか。そう考えると、多少なりとも今後が楽しみになってくる。

　大会は順じゆん調ちように進み、ついに第二回戦、──すなわち準々決勝が始まった。

　すなわち、岸きし嶺みねたちの出番である。

「よし、行くぞみんな。また勝って準決勝進出だ」

　天てん道どうの号令のもと、四人は再びステージへの階段を上がっていくのだった。
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　かくして、それからもつつがなく大会が進展していった結果。

『さて、ついに終了となりました本日のＪＧＢＣチーム戦！　優勝した〈いちごミルク〉チームにどうぞもう一度大きな拍手を！』

　ステージの上で、〈いちごミルク〉チームの面々が拍手と歓声に応こたえている。可愛かわいらしいチームの名前とは裏腹に、やけにむさくるしい男四人組のチームだった。

　彼らが決勝戦で見せた戦いぶりは、確たしかに称しよう賛さんに値するものである。岸嶺も拍手しつつ、いささか戸と惑まどった口く調ちようで仲間たちに訊たずねた。

「僕たちも一応初出場で四位なんですよね？　これ、結構すごいはずですよね？」

　聞いたところによれば、今日参加したチームは四〇チーム足らずである。その中で岸嶺たちは準決勝敗退──すなわち四位という成せい績せきだった。

「そうだな、悪い数字であるはずがない。参加チーム数からすれば、一割には入ってることになるしな。チーム戦初出場でここまでやれれば上出来だろう」

「でもあの準決勝はないわね。運がなさすぎよ、市民が二人ふたりもいるとか」

　天てん道どうはそれなりに満足しているようが、杉すぎ鹿しかはあまり機き嫌げんがよさそうには見えなかった。

　一回戦はテクニックとチームワークで勝てた。二回戦、すなわち準々決勝もキャラ運がよく、ラスボス、あるいは主人公クラスのキャラばかり選えらべ、快勝できたのだ。ところが準決勝ではその逆で、四人全員が市民と雑ざ魚こ敵てきというチームとなってしまい、圧倒的な敵戦力の前に惨ざん敗ぱいしてしまったのである。

「そうだよね。せめてもうちょっとマシなキャラで戦えてたらなあ」

「はっはっは、いいではないか諸君！　ガーヒーはキャラのネタっぷりを含めて楽しむべきゲームだし、だからこそ今日きようの競きよう技ぎ種目に選ばれたのだろうからな！　運も実力の内ということだよ！」

「そ、そうなんですか？　普通なら運が絡からまないゲームが選ばれそうなものですけど」

「そんなことはない！　考えてもみたまえ、モロに実力差が出てくるＦＰＳ辺あたりでチーム戦をやると初心者チームではまず上級者チームには勝てんからな！　こんな年度の始めに力の差を思い知らされれば若いチームなど早々に崩ほう壊かいしかねん！　ゆえに、今日は運で負けたが次こそは、と思わせるぐらいが丁度いいのだよ！」

「有り得る話ね」と、杉鹿も同意する。「こういうのは悔くやしいって感じる内が花だけど、圧倒的な実力差で敗北したら悔しさを覚えるどころじゃないもの」

「はあ、運営する方も色々考えてるんですね……」

　言われてみれば、優ゆう勝しようしたチーム以外の挑戦者たちの顔には見るからに悔しさがにじみ出ている。

　悔しいと感じる内が花、と杉鹿は言った。それは恐らく正しい。悔しいを通り越して何をやっても勝ち目はない、と思うようになったらそのチームは崩壊するに違いないのだ。だからこそ運の要素も多少取り入れているのだろう。

『では本日のご参加ありがとうございました！　よろしければ午後からの個人戦にもどうぞご参加ください！　それではまたお会いしましょう、さようならー！』

　こうして、第四位という成せい績せきをもって、伊い豆ず野の宮みや学がく園えん現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの初うい陣じんは幕を閉じたのだった。
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「そういえば疑問だったんだけど、なんで日本のゲーム大会って賞しよう品ひんとか出ないの？」

　チーム戦が終わり、これからどうしようかというときに、杉鹿がそんなことを訊たずねた。

「そんなことはない」と、天道。「Ｇポイントというポイントをもらえるぞ。そのポイントを稼かせいだチームが決勝大会に出場できるようになっているんだ」

「それ以外に、ってことよ。アメリカだったら賞金まで出るわよ？」

「そういうのは日本では無理だな！　理由があるのだよ！　日本の法律では、下へ手たに賞しよう金きんを懸かけると賭と博ばく罪ざいに問われかねんのだ！」

「そうなんですか？　でもゴルフ大会とか囲い碁ご大会とか、普通に賞金出てる大会あるじゃないですか」

「あれは一般人を対象としない、特定の資格を持つプロだけが参加できる特殊なイベントだからな！　一般人を保ほ護ごするための法律は適用されんのだよ！」

「まあそうでなくとも未成年者の参加が多いからな、あまり高価な賞品は出せないんだろう」

　天てん道どうの指摘はもっともだった。子供相手のイベントでそう金銭を絡めるようなことはできないのだろう。

「ところで諸君！　せっかく秋あき葉は原ばらまで来たのだ、我われ々われも午後からの個人戦を見学していくというのはどうかね!?」

「もっともな提案だと思いますが……どうせ先生の目当てはアレでしょうに」

　どういうわけか、答える天道の口く調ちようはどこか苦にが々にがしい。

「はっはっは、そう言ってくれるな！　あれは唯ゆい一いつの私の生きがいのようなものだからな！」

「ど、どういうことですか？　先生の目当てって」

「うん？　岸きし嶺みね、覚えてないのか？　前回出場した個人戦のことを」

「え？　何かありましたっけ？　あのときは緊きん張ちようでガッチガチだったんでよく覚えてないんですが……」

「よく分かんないけど、まあこのまま帰るのももったいないわよね。でも、その前にお昼にしましょうよ。もう一時よ？」

「そうか、では一度車を呼んで家に戻るか。あるいは学園に戻って学食でも行くか？」

「え？」

　わざわざ家に戻って食事。あるいはわざわざ学園に戻って学食。

　信じ難がたい提案を耳にして岸嶺は思わず天道の顔を見た。しかし彼女はいつも通り真ま面じ目めな顔をしている。

「部長、わざわざ帰らなくても、そこら辺にいくらでも食事できそうなところありますよ？」

「え？」

　今度は逆に、天道から信じられないと言いたげな目で見られる。

「お、親の同伴もないのに外食だと？　それはどうかと思うが」

　その反応で、彼女が筋金入りのお嬢じようさま学園の生徒だったことを思い出す。見れば、杉鹿もあまり気が進まないようだった。

　あの学校では普通の常じよう識しきが通用しない。彼女たちにとって、外食という敷しき居いはかなり高いのかもしれない。

「やむを得ん、岸きし嶺みね君」

　瀬せ名な先生が岸嶺の肩に手を置く。

「いずれにせよ土日の秋あき葉は原ばらはどこも混み合うし、その中でこの二人ふたりに食事させるのはいささか難むずかしいだろう。格かつ好こうも格好だしな！」

「ああ……。そうですね」

　なにせ制服を着た美少女二人組である。この二人を秋葉原の人ごみの中で歩かせたくはないし、粗野な食事をさせたくもなかった。

「幸い、このイベントスペースには食事するところもある！　金を渡すからどこかで何か買ってきてくれないかね？　ただし、できるだけ質の良さそうなものにしてくれたまえ。伊い豆ず野の宮みや学がく園えんの生徒にコンビニ弁当でも食わせようものなら、冗じよう談だんではなく私が解雇されかねんからな！」

「はあ、大変なんですね、色々と」
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　岸嶺もあまり外食する方ではない。入るとしてもせいぜいハンバーガーショップか牛ぎゆう丼どん屋やくらいのものだ。とはいえ、天てん道どうや杉すぎ鹿しかに牛丼を食べさせるのには抵抗がある。

　幸い、洒落しやれたサンドイッチ屋がビルの中にあったので適当に見み繕つくろい、急ぎ皆のもとへ戻る。

「遅いわよ！　いつまで待たせるの、お腹なか減ったじゃない！」

「ご、ごめんごめん」

　杉鹿たちはイベント会場にある丸テーブルと椅い子す四つを確かく保ほしていた。そこに買ってきたサンドイッチを並べる。

「ふむ。まさかこんな形で外食することになるとは思わなかったぞ。家には連絡しておいたが……しかし、生徒会長たるわたしがこんなことをしていいのだろうか」

　天道は相変わらずそんな心配をしていた。未いまだに戸と惑まどっている様よう子すがありありと見受けられる。

「問題ないと思いますよ。一応瀬名先生の監かん督とくもあるわけですから」

「そ、そうだな。せっかく岸嶺が買ってきてくれたんだしな」

　なんだかんだ言っても、午後一時を回れば腹も減るのだろう。天道は、目の前に置かれたサンドイッチにだいぶ魅み力りよくを感じているようでもあった。

　その戸惑った姿が、まるで待てと命じられた子犬のようで、どこか可愛かわいいらしい。

「ま、問題なのは岸嶺のチョイスね。ちゃんとまともな物買ってきたんでしょうね？」

「ど、どうだろう。一応普通のサンドイッチだけど……」

「あまり厳きびしいことは言ってやるな、杉鹿くん！　味はともかく、秋葉原でこうやって食事するというのもオツなもんだろう！」

　実際、それからの時間は、岸きし嶺みねにとってなかなか希け有うな時間だった。




「なんだかんだで今日きようは四位だったんだ。この勢いのまま来週のチーム戦でもいい成せい績せきを収めたいものだな」

　やはり腹が減っていたのだろう、サンドイッチにぱくつきながら、天てん道どうが言った。

「そういえば、来週のここの大会って何のゲームやるのかしら？　そろそろＦＰＳがドカンと来てもおかしくないと思うけど」

「あ、ＦＰＳとかになる可能性もあるんだよね？　今日きようのチーム戦って結構静かめでしたから、当分こんな感じになるかと思ったんだけど」

「はっはっは、その心配は無用だ！　月末か月始めのＪＧＢＣはもっと派は手でになるし、腕に覚えのあるチームも出てくるだろう！」

「え。月末とかって何か関係あるんですか？」

「当然だとも！　月末といえば給料日があり、文化振しん興こう券けんの配布日があり、そして新作ゲームが出る時期でもある！　特に発売直後のゲームなら、初心者も上級者も関係ないからな！」

「あー、なるほど。宣伝にもなりますもんねえ」

「ゆえに自然と月末か月頭の大会は賑にぎやかになるのだよ！　もっとも、五月など特定の月についてはその限りではないのだがな！」

「え、そうなんですか？　なんで五月だけ……」

「分からないかね!?　世間一般では中間テストがあるからだよ！　その時期に大規模なゲーム大会など開けばどこから苦情が出るか分からんからな」

「中間テスト？　ああそうか、他ほかの学校ではそういうものがあるのか」

　なぜか天道が驚おどろいていた。

「え!?　部長、そこ驚くところなんですか？　あ、ひょっとしてうちの学がく園えんって……？」

「うん、うちの学園には期末考査しかないぞ。テストの前だけ勉強しても仕方ないだろう？　常日ひ頃ごろから高い成績を維い持じするのが伊い豆ず野の宮みや学がく園えんの生徒に課かせられた義務なんだ」

「そ、そうだったんですか……。嬉うれしいようなプレッシャーなような……」

　岸嶺にとって、話の内容はこの際、なんでもよかった。ただ、瀬せ名な先生はともかくとして、二人ふたりの美少女と談だん笑しようしながら一いつ緒しよに食事をすることは、かつて経験したことのない楽しさがあった。

　普ふ段だんの岸嶺なら、こういうときどんな会話を振ふればいいのか分からないが、今ばかりは違う。ゲームという共通の話題があるからだ。皆が楽しめる同じ話題で盛り上がれるというのは、なんとも楽しいものだった。

「あら。段々人が増えてきたわね」

　不意に杉すぎ鹿しかが言った。

　もうすぐ始まる個人戦に参加するためだろう、会場には徐々に人が増えていた。ステージ上の巨大モニターではゲームのＰＶが流れ、対戦台では一分一秒を惜しむようにゲーマーたちがコントローラを操あやつっている。

「ふむ、では昼も食べたことだし、そろそろ私も活動を始めるとするかな！」

　時計とけいがもうすぐ午後二時になろうとしていた頃ころ。瀬せ名な先生が席を立った。

「あれ？　どこか行くんですか？」

「大事な義務があるのでな！　そうだ岸きし嶺みね君、君も是ぜ非ひ一いつ緒しよに来てみないかね!?」

「……え」

　岸嶺は迷った。なにせ瀬名先生の誘さそいである。なんとなく、絶対にロクなことにならないという気がしていた。

　しかもこのとき、明らかに天てん道どうが目で語りかけていた。やめておけ──と言っているのがよく分かる。

「す、すいません、やめときます。ちょっとトイレにも行きたいですから」

「むう、そうかね!?　まあやむを得ん、では今日きようのところは外野から見ているといい！」
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　咄とつ嗟さの言いい訳わけだったとはいえ、トイレに行くと口にしてしまった以上、席を立たずにいられないのが岸嶺健けん吾ごの性格である。とりあえずトイレのありそうな会場の隅すみへと向かう。

（別にトイレなんて行きたくないんだけど……）

　とにかく一分ほど時間を潰つぶせればそれでいい。あまり深く考えず、ウロウロと歩き回る。

　だが、それがよくなかったらしい。

「……あ、あれ？　ここどこだろう？」

　深く考えずぼーっと歩いていたせいだろう。いつの間にか人ひと気けのない見知らぬ通路へと迷い込んでいた。

　いかにも関係者以外立ち入り禁止といった雰囲気がある。明らかにここにいてはいけないような気がして、岸嶺は慌あわてて引き返そうとした。

　しかし、慌てていたのがよくなかった。

　曲がり角の一つを曲がった直後、誰だれかとぶつかってしまったのだ。

「あ」

「きゃっ──」
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　お互い、尻しり餅もちをついて倒れる。と同時に、相手の持っていたバックから中身がこぼれ、ぶつかった衝しよう撃げきで落としたのだろう、眼鏡めがねが床ゆかに転がる。

「…………」

　非礼を詫わびようとするより前に、岸きし嶺みねは言葉を失っていた。

　目の前に倒れていたのが、それほどに可愛かわいい女の子だったからである。

　年ねん齢れいは自分と同じか、少し下ぐらいだろう。小さな唇にすっと造形のいい鼻、白く柔らかそうな頰ほお、肩の辺あたりで切きり揃そろえられたサラサラの髪。そしてついでに、かなり豊かな胸元の膨ふくらみ。

　何より目を引くのは、子供のように愛あい嬌きようのある大きな目だった。お嬢じようさま学がく園えんで知られる伊い豆ず野の宮みや学がく園えんに在ざい籍せきしている以上、可愛い女の子は見み慣なれているつもりだったが、それでもなお目を奪うばわれる。

（なんだろ……）

　よく分からないが、どうも既き視し感かんがあった。

　だが、今は見とれているような場合ではない。

「す、すいません。僕ぼくぼーっとしてて……！」

「い、いえ、わたしも慌あわててましたから。あら？　えーと、眼鏡めがねは……」

　岸嶺は慌てて眼鏡を拾ひろい、少女に差し出した。

「眼鏡めがねってこれですよね？　壊こわれてないといいんですけど……」

「あ、ありがとうございます」

　少女は礼れい儀ぎ正ただしく眼鏡を受け取り、かけ直した。

（あれ？）

　眼鏡をかけた彼女の姿を見て、再び既き視し感かんを抱く。どことなく物静かな彼女の雰囲気と、ついでにいえばその胸元の膨ふくらみに、見覚えがあったのだ。

　しかもそれは岸きし嶺みねだけではない。彼女の方も何か気付いたらしく、小首を傾かしげる。

「あら？　ひょっとして……図と書しよ館かんでよく見かけた……？」

「え？　ああっ！」

　岸嶺の通う伊豆宮学園には大きな図書館がある。そこでいつも一人ひとりで本を読んでいる女子生徒がいたことを思い出す。

　彼女こそまさしくその生徒だった。制服こそ着ていないが、間違いない。

（なんでお嬢じようさま学園の生徒が、こんな秋あき葉は原ばらのイベントに……？）

　当然の疑問を抱くが、彼女の方はそれどころではないようだった。

「あ、ごめんなさい、わたし急いでるんです」

　慌てた様よう子すで、散らかっていた鞄かばんの中身を拾い集める。

「あ……て、手て伝つだうよ」

　あんまり女性の持ち物を見るのもよくないとは思うが、急いでいるという彼女を放ってもおけなかった。

　可愛らしい財布、リップクリームや携帯音楽プレーヤーを拾ひろい集める。そしてもう一つ、

「え……？」

　なぜか、シンデレラの絵本が落ちていた。それも、妙に古ぼけた本だ。

　高校生の彼女が、なぜこんなものを持っているのか。しかもどういうわけか、岸嶺はその絵本に見覚えがあった。

「あっ……」

　絵本を持ち歩いていることが恥はずかしかったのか、彼女は慌あわててその絵本を鞄に入れようとする。

　一方、岸峰はある疑ぎ惑わくを募つのらせていた。眼鏡を外していたときの彼女を見たときから感じていた、妙な既視感。その答えが、今明らかになっていた。

「みやび、ちゃん？」

　岸嶺の口から、自然にその名前がこぼれていた。

　それは幼稚園にいた頃ころ、読書という同じ趣しゆ味みで長い時間を一いつ緒しよに過ごした幼おさな馴な染じみの名前である。

「え──」

　岸きし嶺みねの疑問を裏付けるように、彼女は驚おどろきを隠かくせないでいた。

「じゃ、じゃあやっぱり……けんごくん？」

　彼女に名乗ったことはない。にもかかわらず、自分の名前を知っている。

「本当に？　本当にみやびちゃん……!?」

　信じられなかった。十年前に離はなれ離ばなれになった幼おさな馴な染じみが、今目の前にいるのだ。

「…………」

「…………」

　何と言ったらいいのか分からなかった。偶然だね、とか言えばいいのか、あるいは、綺き麗れいになったね、ぐらいの気の利きいたことを言うべきなのか。

　彼女の方も何も言えないらしく、しばらく沈ちん黙もくが続く。

　だが、不意にはっとしたように彼女は我われに返った。

「ご、ごめんなさい！　本当にもう行かないといけないんです！」

　まるで十二時の鐘かねが鳴ったシンデレラのように。

　彼女は、残っていた荷物を慌てて鞄かばんに詰めると、岸嶺が声をかける間もなく走っていってしまった。

「ほ、本当にみやびちゃん……？」

　一人ひとり取り残された岸峰は、まだ半ば呆ぼう然ぜんとしていた。

　十年。それはあまりに長い時間だった。

　綺麗になったなあと、まず思う。記き憶おくの中の彼女も可愛かわいい女の子だったが、今の彼女は可愛さに加えて大人おとなっぽくもなっていた。

「あ、そうだ。僕ぼくももう戻らないと」

　感かん慨がいにふけったところで、どうなるわけでもない。彼女の方には何か大事な用事があるようだったし、少なくとも同じ学園に通っていることは分かったのだ。彼女と接する機き会かいはまたあるだろう。

　それよりも今は天てん道どうたちのところへ戻るべきだった。面めん倒どう見みのいい天道のことだ、これ以上時間をかけると要いらぬ心配をかけてしまうかもしれない。

「それにしても……」

　と、会場に戻ろうとして、あることに気付く。

「みやびちゃんの用事って、なんだろう？」

　今日きようここで開かれているものといえば、ゲーム大会ぐらいのものである。

　ひょっとして、彼女もそれが目的なのだろうかとも思った。しかし図と書しよ館かんで静かに本を読んでいる彼女が、ゲーム大会に出場するために秋あき葉は原ばらに来るとも思えない。大体、だとしたらなんでこんな人ひと気けのないところで出くわすことになったのか。

　疑問は尽きなかったが、答えなど出てくるわけもない。岸嶺はそれ以上深く考えることをやめ、天てん道どうたちのところへ戻るのだった。
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「ずいぶん遅かったわね、岸きし嶺みね」

　チームのもとへ戻ってきた岸嶺に、杉すぎ鹿しかがそう声をかける。

「ご、ごめん、道に迷っちゃって……。あれ？　それより、瀬せ名な先生は？」

　ふと見回しても、白衣を着た顧こ問もんの姿は見当たらなかった。

「ああ。先生なら──」

　珍しく天道が顔をしかめ、ステージの方を指差す。

「ほら、あそこだ」

「へ？」

　個人戦が始まる直前ということもあってか、イベント会場にいる人の数は一気に増えていた。その数は午前中の比ではなく、千人ぐらいはいるかもしれない。

　さらに、巨大スクリーンが置かれたステージの前には百人ほどの黒山の人だかりができており、どういうわけか瀬名先生もその中にいた。

「なんですかあの人だかり。個人戦が始まるにしても、なんであんなにステージの前に……」

　少なくとも午前に行われたチーム戦の際には、あのような光景はなかった。

「理由があるんだ。千人も集まるようなＪＧＢＣの場合、司会もちょっと有名人になったりするからな。ゲームだけではなく、司会が目当ての参加者も出てくるわけだ」

「ゆ、有名な司会？　それってひょっとして……」

　瀬名先生のあらゆる行動の根源となっているものを思い出す。初めて会ったとき、あの変わり者の先生は何を言ったか。

「ひょっとして、声せい優ゆうですか？」

「そうだ。現役女子高生声優の大おお河かわ伊い佐さ美みが司会をするらしい。それであの人だかりというわけだ」

「……はあ。よく知りませんけど、女子高生で声優やってるなんて凄すごいですね」

　そしてこの直後。スピーカーから案内が響ひびいた。

『お待たせしました！　それではこれよりＪＧＢＣ秋あき葉は原ばら大会個人戦を開始いたします！』

　それは聞き覚えのある声だった。午前中、チーム戦で司会を務つとめていたあの男性と同じ声である。

　だが、午前とは違うところがあった。途と端たんに会場が怒ど号ごうのような歓声で埋め尽くされたのだ。

「いさみーん！　い、いーっ、イアアーッ!!　イアアアアアアアアーッッ！　私だ！　結婚してくれー！」

　ファンの歓声だろう。熱ねつ狂きようしすぎているのか、まったくわけの分からない声が聞こえてきた。

「相変わらずすごい光景よね。ゲームの大会でこんな光景が見られるのって、世界広しといえど日本だけよ、きっと」

　杉すぎ鹿しかがしみじみと指摘する。

「そ、それより今の叫び声って、どこかで聞いたことのある声こわ色いろだったような気がするんだけど」

「ああ、その通りだ」天てん道どうは、沈痛な面おも持もちだった。「瀬せ名な先生だよ、今のは」

『ええええ』

　杉鹿と岸きし嶺みねの呆ぼう然ぜんとした声がハモった。

　人の趣しゆ味み嗜し好こうは自由であるべきで、瀬名先生が誰だれのファンであろうと別に構わない。確たしかにそうは思う。

　しかしながら、多少なりとも尊敬できる立場にいなければならないはずの教師が、人だかりの最さい前ぜん線せんに居座って大声で歓声を上げているその光景は、なんというか見ていて残念な部分があった。

「今いま更さらそう嫌いやそうな顔をするな。キミはこの光景を前回出場したＪＧＢＣでも見ているはずなんだぞ」

「……そ、そうでしたっけ」

　あのときは緊きん張ちようでそれどころではなかったが、確かに言われてみるとステージに向かって声を張り上げる瀬名先生の姿を見かけたような覚えがあった。

　唯ゆい一いつ慰なぐさめられるのは、瀬名先生の奇行ぶりが傑けつ出しゆつして目立っているわけではなかったことだ。周りの群衆の中にも、先生のように声を張り上げて声せい優ゆうの登場を待っている人は大勢いたのだ。

「ねえ。ひょっとして瀬名先生があたしたちの顧こ問もんやってるのって、あれが目当てなわけ？」

「残念だがそうだ。もっとも、もう一つ大きな目標があるらしいが」

「なによそれ。もっと大きな目標って？」

「わたしたちはゲームの世界大会であるＷＧＢＣを目指してるわけだが……。ＷＧＢＣに出場するとなると、その代表選せん手しゆにはレポーターが付いて大会中ずっと密着取材されるそうだ」

「はあ、密着取材。でもそれと先生の趣味にどういう関係が……？」

「そのレポーターというのが、大体声優がやるそうだ。もともと声優とゲームの関係は深くなっているからな。適切といえば適切なんだが」

「……ああ、すごく納なつ得とくしました」

　だから瀬名先生はゲーム部の顧問を引き受け、ＪＧＢＣでも積せつ極きよく的てきに勝ち残ろうとしているのだ。密着取材ともなれば、まあ常じよう識しき的てきな範はん囲い内ないだろうがレポーターと接する時間は増えるだろうから。

（その間に口く説どき落とせるって思ってるんだろうなあ）

　あの先生のことだ、惚ほれ薬ぐすりの一つも自作して飲ませる計画ぐらいあるのかもしれない。

　と、間もなくステージ上に、件くだんの声せい優ゆうだろうか、誰だれかが姿を現した。歓声が一層強くなる。

　だが、現われたのは午前中も司会を務つとめていた男性が一人ひとりだけだった。女子高生声優らしき人物がステージに上がってくる様よう子すはない。

　異変に気付いたのだろう、歓声も止やみ、代わりにいぶかしむ声が上がる。

『はいどーも、皆さん。司会の黒くろ岩いわゆたかです』

　ステージ上に上がった男が、さも楽しそうにしゃべりだした。

『いやー、すいませんみなさん。伊い佐さ美みちゃんの登場を待ちかねてたんでしょうけど、彼女寝坊しちゃったとかで遅刻しちゃいまして。ちょっと遅れて来るそうです』

　えええええというどよめきが上がった。まるで訓練でもされてたんじゃないかと思うほど、見事なまでに一致した反応だった。

『うるせえ！　俺おれがいるんだからそれで満足しろよ！　おまえらだって本当は俺に会いに来たんだろうが！』

　司会わざとらしくキレ始める。すると、勘違いするなと言わんばかりに大きなブーイングが起こる。

　途と端たんにシュンとなる司会。

　だが、会場から「ゆたかちゃん、がんばってー」という声せい援えん（ただし男からの）が聞こえてくると、途端に立ち直って、

『ありがとよ！　でも男の慰なぐさめなんていらねーよ！』

　と笑いを誘さそっていた。

　そして、その直後。

　彼のもとにスタッフらしい人が近寄って耳元で何か呟つぶやいたのだ。

『お。皆さん、お待たせしました。どうやら伊佐美ちゃんの準備もようやく整ととのったようです！』

　会場は、再び歓声に包まれた。気合いを入れ直す瀬せ名な先生の姿も見える。

『というわけであらためてご紹介しましょう！　今日きようのもう一人ひとりの司会役、大おお河かわ伊佐美ちゃんです！　ってかなんで俺、こんな紹介してんだろうね!?　そういうイベントじゃねーからコレ！』

　ステージに、女の子が上がってきた。同時に響ひびき渡る瀬名先生たちの歓声。

『どうも、こんにちはー。遅れちゃってすいません』

　とても綺き麗れいで澄すんだ声が響き渡った。

　なるほど、ファンが多いというのも頷うなずける。小動物のような可愛かわいらしさのある大きな目。それに、遠とお目めでも分かる豊かな胸の膨ふくらみ。アイドルのような、裾すその短い色の派は手でな衣い装しようを着ていることがまた、彼女の可愛らしさを増幅させているようだった。

「え……？」

　たちまち喧けん噪そうに染そまる会場の中で、岸きし嶺みねは一人ひとり言葉を失っていた。

　服装や髪型などに違いこそあったが、あの大きな瞳ひとみの少女に、見覚えがあったのだ。

　トイレへ行くフリをしたときにぶつかった、あの少女。同じ学園に通う生徒でもあることが判明したばかりの、幼おさな馴な染じみ。

　すなわち、

「みやび……ちゃん？」
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　岸きし嶺みねは昔から真ま面じ目めな生徒だった。授業中も余よ所そ見み一つせず教師の言葉に耳を傾け、ノートを取り続けるのが常であった。しかし、その日だけは授業も上うわの空そらだった。教師に注意されなかったのは、ただ席が隅すみの方で目立たなかったからというだけである。

（まさか、本当に、あれがみやびちゃん……!?）

　その疑問はＪＧＢＣ以来尽きることがなかった。みやびちゃん。本名は確たしか『鷹たか三み津つ宮みや美び』である。最後に会ったのは幼稚園のときだが、その頃ころから本ばかり読んでいたおかげか、漢字の形だけはまだなんとなく覚えていた。その幼おさな馴な染じみが同じ高校に通っていて、しかも現役女子高生声せい優ゆうと名乗ってゲーム大会の司会を務つとめていたのだ。

　あの大きな瞳ひとみには面おも影かげがあったし、何よりの証しよう拠こは、イベント会場でぶつかったとき彼女が落としたシンデレラの絵本だ。

　しかし、あらためてじっくり考えると疑問も残るのだ。確か図と書しよ館かんで見たあの少女は、高等部二年生であることを示すピンクのリボンを着けていた。だが記き憶おくにある限り、鷹三津は確か同級生だったような気がするのだ。

（でもまあ、十年前の記憶なんて曖あい昧まいだもんなあ）

　考えてみれば幼稚園の頃も、同じクラスだったわけではない。ただお互いいつも一人ひとりでいたという理由だけで、一いつ緒しよに本を読むようになったのだ。大体、すべてが十年も前の記憶なのだ。どこかに思い違いがあってもおかしくはないし、そもそも年ねん齢れいが一つ違うからといって何か問題が出てくるわけでもない。

　最大の疑問は、なぜ彼女が声優になっていたのかということだろう。少なくとも記憶にある鷹三津は、人前に出ることが苦にが手てだったはずなのだ。その彼女がイベントの司会を務めるなど、およそ信じられない。しかもステージ上での彼女を見るに、時折ポカをすることもあったものの、ゲームの解説を交えてしっかりと司会の役目を果たしていた。

「どうした岸嶺。今日きようはずいぶん不景気なツラしてるじゃねえか」

　一日中上の空で考えことをしていたためだろう、唯ゆい一いつの男子のクラスメイト、日くさ下か部べがそう声をかけてきたのは当然のことだった。

　一人で悩んでいても仕方ない。特に日下部はやたらこの学園の女子に詳しいのだ。何か知っているかもしれなかった。

「ねえ、日下部。この学園って、アイドル……というか、役者みたいな人も通ってるんだよね？」

「ああ、芸能科の話か。結構すげぇらしいぜ。なんてったってこのお嬢じようさま学園の芸能科だからな、アイドルやらモデルやら、相当な綺き麗れいどころが揃そろってるって話だ」

「へえ。じゃあさ、その中に……声せい優ゆうとかもいるのかな？」

「声優？　いてもおかしくはねえだろう、芸能活動には違いないだろうし。なんだ岸きし嶺みね、今度は芸能科の女子に目をつけたのか？」

　と、ここで日くさ下か部べは辺あたりを気にしながら声を潜ひそめた。

「だけどよ、あそこの女子だけはやめといたほうがいいぜ」

「な、何かまずいの？」

「考えてもみろよ、ただでさえ二四時間警けい備び員いんがいるような学園だぜ？　芸能科は特にきついらしくてな、俺おれたち男子が下へ手たにクラスに近づいただけで自習室へ連行されるって話だ。芸能科に入った男子は、まだ一人ひとりもいないらしいしな。未いまだに謎なぞの多い場所さ」

「ふうん、そうなんだ」

　それはつまり、たとえば声優になった幼おさな馴な染じみが在ざい籍せきしていてもおかしくはないという事だった。
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　昼休みになった。

「さー、飯だ飯だ。そういや岸嶺、やっぱり今日きようも来ないのか？」

　日下部の提案は、やはり断わらざるを得なかった。

「あ、うん。気にしないで」

「そうか？　まあ無理にとは言わねえけど、気が変わったらいつでも来ていいんだからな？」

　幼馴染みの一件を除いても、最近の岸嶺にはもう一つ悩みがあった。昼食の弁当をどこで食べるべきかという問題である。

　最近日下部が、他ほかのクラスの転入組の男子たちと集まって昼食を摂とるようになったのだ。この学園の男子は日ひ頃ごろから立場の狭せまい思いをしており、昼休みぐらい男子だけで集まろうとするのは当然の流れだったのだ。

　もちろん岸嶺も転入組男子としてその場に誘さそわれている。しかし、断らざるを得なかった。日下部一人ならともかく、大勢の他の男子と一いつ緒しよに昼飯を食べるなど、何を話せばいいのかと考えるだけで胃が痛くなってくるからである。

　そうなると一人で弁当を食べざるを得ない。実のところ、以前通っていた公立高校では一人で本を読みながら弁当を食べていたし、そのことに何ら抵抗はなかった。

　しかしここは女子率九〇％超のお嬢じようさま学園であり、日下部がいないとなれば教室にいる男子は自分一人となってしまう。岸嶺としてはそれでも構わなかったが、問題は周りの女子たちの方が岸嶺を気にするということだった。

　どうやら教室に男子が一人だけという光景は、女子にとっては奇妙どころか怖いことのように映るらしい。そのせいか昼休みの間、何度となくチラチラと横目で見てくる、あるいは明らかに声を潜ひそめてしゃべっているのだ。いっそ完全にスルーしてくれれば岸きし嶺みねとしても気が楽なのだが、変に気にされるとかえって居い辛づらい。

　かくして、今日きようの岸嶺は弁当を一気に早食いすると、早々に教室を出て図と書しよ館かんへと向かった。たまには読書もいいと思ったし、もう一つ密ひそかな期待もあった。図書館には幼おさな馴な染じみがいる可能性があるからだ。芸能科のクラスには近寄り難がたいということが分かった以上、彼女に会えそうな場所といえば図書館しかない。

「そういえば、ここへ来るのもずいぶん久しぶりなんだなあ」

　中等部と高等部共用のためか、そこらの公共の図書館などよりはるかに大きい円形の図書館。少し前まで──現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶに入部するまで、岸嶺の放ほう課か後ごの居場所は決まってこの図書館だった。

　中へ入る。相変わらず利用者はいないようだった。もちろん、幼馴染みの姿もだ。二階にも上がってみるものの、やはり人の気け配はいはない。

（ダメか……）

　初めて彼女を見かけたときのように、いるとすれば放課後なんだろうかと思いつつ、一階へ戻る。

「あ」

「あ……」

　そこでばったりと再会する。

　この図書館で幾いく度ども見かけ、そして土ど曜よう日び、イベント会場でぶつかってしまった少女に。

　信じられない、という思いがまず浮かんだ。今目の前で驚おどろいたように立ち尽くしている少女は、もちろん可愛かわいいかったが、少々野や暮ぼったい眼鏡めがねのせいか、あるいは図書館という場所のためか、とても大人おとなしそうに見える。大歓声を受けてステージに上がり、華はなやかな動作と軽やかな会話で司会をこなしていたあの少女と同一人物だとはいささか信じ難い。

　だが、少なくとも彼女の大きな瞳ひとみに、幼馴染みの面おも影かげがあることは間違いなかった。

「あ、あの……みやびちゃん、なんだよね？」

　岸嶺の声は自然震ふるえた。異性に自分から声をかけることには、相変わらず慣なれていない。それにこの学園の女子は皆男を苦にが手てとしているのだ。もしこれで人違いだったら恥はずかしいどころではない、変人扱いされて人知れず闇やみに葬ほうむられるところまで有り得るのではないか。

「やっぱり、けんごくん……なんですか？」

　ややあって可愛らしい声で、少女は答える。

「……うん、そうだよ」

　岸嶺が口にできたのは、その小さな肯定の一言だけだった。だが、二人ふたりの間にはそのやりとりだけで充分だった。

「…………」

　と、そこで岸きし嶺みねは言葉を失った。

　今のやりとりで、彼女が鷹たか三み津つ宮みや美びであると、あらためて確かく信しんを抱く。だが、それが分かったからといってどうすればいいのかが分からなかったのだ。

　しかもこのとき、岸嶺がさらにうろたえざるを得ないようなことが起こった。

「ふええええん」

　いきなり少女が泣き始めた。まるで溜たまっていた何かが噴ふき出したように、ぽろぽろ涙を零こぼす。

「ど、どどどうしたの？　ぼ、僕ぼくなにか悪いことしちゃった!?」

「ち、違うの。まさかけんごくんとこんなところで出会えるなんて思ってもみなかったから、その、嬉うれしくって」

　それを聞いて少し安あん堵どする。

「ぼ、僕だってそうだよ。まさかこの学園にみやびちゃんがいたなんて」

　と、ここで岸嶺は再び言葉に詰まった。

　女の子と話をした経けい験けんさえ、さほどあるわけでもないのに、目の前で泣いている女の子にどう接すればいいのかなど分かるわけがなかったのだ。

「と、とりあえず……どこか話ができるところに行こうか？」

　我われながらもうちょっと気の利きいた言葉が言えないものかと情なさけなってくる。

「あ、うん、それなら……けんごくん、こっち」

　相変わらず瞳ひとみを濡ぬらしたままだったが、少し気分を落ち着かせたのか、彼女が先せん導どうして手招きする。

　案内された先は、図と書しよ館かん内ないにある資料室だった。生徒が見ることなどなさそうな堅苦しい分厚い本の詰まった棚たなと、テーブルが一つにパイプ椅い子すが六つほど置かれている。

「ここならちょっとぐらい話をしても大丈夫ですから」

「そ、そうなんだ」

　二人ふたり向き合う形で椅子に座る。間を置いたのが幸いだったのか、鷹三津もだいぶ落ち着いてくれたようだった。

　とはいえ、相変わらずどのような話題を振ふればいいのか分からない。

（ど、どうしよ……。な、何から話したらいいんだろ？）

　十年という歳さい月げつはあまりに長く、二人の間の変化も大きかった。

　あのときは幼稚園児だったみやびちゃんも、今ではすっかり成長して女子高生になっているのだ。特に目を惹ひかれるのは胸のあたりの膨ふくらみで、思わず自分はなんで幼おさな馴な染じみをこんな不純な目で見ているのだろうかと何度も自省しなければならないほどだった。

「さっきはごめんなさい、いきなり泣き出したりして」

　先に口を開いたのは彼女の方だった。

「い、いや、気にしてなんてないよ」

　それは岸きし嶺みねの本音だった。自分と再会できたことに泣いてくれたのだ。嬉うれしくないわけがない。

「でもびっくりしました。けんごくんが同じ学園に通ってたなんて」

「僕も驚おどろいたよ。ほら、秋あき葉は原ばらにシンデレラの絵本を落としたでしょ？　あれで気付いたんだ」

「あ……。覚えててくれたんですね、わたしがあの絵本大好きだったってこと」

「うん、忘れるわけないよ。幼稚園のとき、あれだけ何度も読んだしね」

「そうでしたね。あんまり何回も読んだから、最後の方はけんごくんちょっと退屈そうにしてましたけど」

「そ、そうだっけ？」

　岸嶺が苦笑するように笑うと、鷹たか三み津つもまたつられるように笑った。

　十年が経たってもこうしてまた笑い合えたことが純粋に嬉しい。

「そういえば土曜日にゲーム大会で司会してたのって……みやびちゃんだよね？」

　ずっと抱いていた疑問を投げかける。

　鷹三津は戸と惑まどったようだった。しかし、ウソはつけなかったのか静かに頷うなずく。

「……はい。わたし今、声せい優ゆうのお仕事をしてるんです」

「本当にそうだったんだ。すごいね、高校生で仕事してるなんて」

「わたしなんてまだまだひよっ子ですけどね。でも、せっかく頂けたお仕事ですから。けんごくんなら知ってると思いますけど、わたし小さな頃ころからずっと引ひっ込こみ思じ案あんな性格だったんです。中学になっても、いつも一人ひとりで本ばかり読んでたんですけど、いつまでもそれじゃいけないと思って……変わろうって思ったんです」

「ふうん。シンデレラみたいに？」

「はい、本当にそんな感じでした」

　少し恥はずかしそうに、鷹三津は笑った。思わずドキリとしてしまうほど、その笑え顔がおは可愛かわいかった。

「へえ。でもすごいよ、それであんな大きなイベントの司会を任されてるんだから」

「そう……なのかな？」

　乾いたような、戸惑ったような笑えみが、彼女の顔に浮かんだ。

「そういえば、けんごくんもあの会場に来てたってことは、ゲームとかやってるんですか？」

「うん。この間までは僕も本ばかり読んでたんだけどね。知ってるかな、この学園に現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶってゲームする部活があるでしょ？　この間あそこに入部させられちゃって」

「そうだったんですか。けんごくん、この間までよく図と書しよ館かんにいましたよね？　急に来なくなっちゃったから、ちょっと心配してたんですけど」

「あ、うん。部活の方が忙しくなっちゃって。ゲームなんてやったことなかったんだけど、やってみたら結構面おも白しろくてさ」

「色んなことをやるのはいいことだと思います。声せい優ゆうってゲームのお仕事も増えてますから、わたしもちょっとやってるんですよ」

「へえ、そうなんだ」

　さすが国民的文化と感心しつつ、ちょっと嬉うれしくも思う。最近の経けい験けんで岸きし嶺みねは知っている。同じ趣しゆ味みという切り口があれば、人との会話もだいぶしやすくなるということを。鷹たか三み津つもゲームをしているのなら、そこから色々会話も弾はずむかもしれない。

　不意に、昼休みの終わりを告つげるチャイムが鳴った。

「五時間目、始まっちゃいますね」

　鷹三津の口く調ちようはどこか残念そうだった。もっとも、それは岸嶺も同様である。せっかく再会できた幼おさな馴な染じみなのだ、もう少し話をしていたかった。

　だが、そう残念に思うこともなかった。

「でもまたすぐに会えるよ。同じ学園にいるって分かったんだから」

「そうですね。そうだ、今日きようはお仕事までに少し時間があるんです。放ほう課か後ご……またここで会えませんか？」

　少し恥はずかしそうに、彼女は訊たずねた。

　それは岸嶺にとっては嬉しい提案だった。しかし、放課後は難むずかしかった。

「……ごめん。放課後は部活があって……」

「あ、そうですよね。ごめんなさい、けんごくんにはけんごくんの都つ合ごうがありますよね」

　寂さびしそうに笑う。岸嶺としては申もうし訳わけなかったが、部活を休んで天てん道どうや杉すぎ鹿しかを失望させることもまたできなかった。

「あ、でもみやびちゃんさえよければ、昼休みにまたここに来るよ」

　その一言は彼女の顔を明るくさせる効果があった。

「わたしも昼休みなら大抵ここにいます。じゃあ明日あしたも待ってますね」

　今はそれで充分だった。なにせこうして再会するまでに十年の時間が必要だったのだ。それに比べれば、明日の昼休みを待つぐらいどうということはなかった。
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「どうした岸嶺。なんでそんなに浮かれたツラしてんだ？」

　教室に戻ると、すでに席に付いていた日くさ下か部べがそう声をかけてきた。

「え？　僕そんな顔してる？」

「ああ、午前中とは全然違うじゃねえか。昼休み中になんかあったのか？」

「い、いや、別に？　ただちょっと悩みが解決しただけっていうか……」

「……まあいいけどよ。女子と仲良くなったんなら、ちゃんと言えよ？　人ひと気けのないデート場所ぐらい、いくらでも教えてやっから」

「お、覚えとくよ」

　日くさ下か部べの提案でふと気付く。

　よく考えたら、さっきまで自分は秋あき葉は原ばらでは大歓声で迎えられる人気声せい優ゆうと、図と書しよ館かんの資料室という密室で二人ふたりきりになっていたのだ。冷静に考えると、なんとなく恥はずかしかった。

（いや、僕とみやびちゃんは幼おさな馴な染じみなんだから！　変なことがあるわけがない！）

　こうして岸きし嶺みねは自分でもよく分からない自問自答を繰くり返し、半ば悶もん々もんとしたまま放ほう課か後ごを迎えるのだった。
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　放課後、ホームルームの終わった直後のことである。

「岸嶺！　ほら、さっさと部活行くわよ！」

「えっ──」

　クラスメイトたちが帰り支じ度たくをしているそのとき、ガラリとドアを開け放って入ってきたのは、杉すぎ鹿しかまどかだった。

　途と端たんに教室は女子たちのざわめきによって満たされた。

「な、なになに？　え？　中等部の子？」「違うわ、ほら、去年アメリカから転校してきたっていう……」「今あの人、岸嶺さんを迎えに来たって言いませんでした？」「さすがアメリカ帰りですわ、そんなことができるなんて──」

　この学園における男女の間には、見えない巨大な壁かべがある。女子が男子に話しかけることさえまず有り得ないというのに、杉鹿は自分から男子を迎えに来たというのだ。

　もちろん杉鹿には女子たちの驚おどろきの視し線せんが集中することになったが、彼女に気にした様よう子すはなかった。それどころかズカズカと岸嶺に近寄ると、その腕をぐっと摑つかんだのだ。

「ひっ!?　あ、あの子!?」「男子に触ってる……!?」

　当然のようにまた女子が騒さわぎ出す。

「ほら、さっさとしなさい」

「う、うん、すぐ行くから！」

　そのまま引っ張りだされるように、岸嶺は杉鹿と教室を出るのだった。




「ど、どうしたの、杉鹿。なんでわざわざ迎えに……」

　廊下に出ても、杉鹿の歩みは止まらず岸嶺は引っ張られたままだった。

　手を繫つないでいるわけではない。ただ腕の裾すそを引っ張られているだけだ。しかし他ほかの生徒が見ている中で、杉すぎ鹿しかの小さな手に引っ張られて歩くという構図は、なんとも気き恥はずかしくて仕方なかった。

「別に大したことじゃないわ。あんたこないだのＪＧＢＣからなんかボーっとしてるでしょ？　先週最後の部活じゃあんたが勝ってたし、勝ち逃げされるのって大嫌いだから迎えに来てやったってだけよ」

「大丈夫だよ、別にサボるつもりなんてないから。それより、その、離はなしてくれないかな？　この状態って結構まずいと思うんだけど」

　そう指摘すると、初めて杉鹿も我われに返ったらしい。まず岸きし嶺みねの腕を摑つかんでいた自分の手をまじまじと見つめ、それから周囲の女子生徒たちの視し線せんを集めまくっていることにも気付き、

「そ、それもそうね。ま、あんたが素直に部活出るっていうならそれでいいわ」

　どこか照てれ臭くさそうに手を離すのだった。そういう態度をされると、岸嶺としても余計に恥はずかしくなってしまう。

　なんとなく会話もなくなり、二人ふたりは無言のまま部室へと入った。

「お、来たな、二人とも」

　中にはすでに天てん道どうの姿があった。今日きようも存分にゲームができることが嬉うれしいのか、その顔は子供のように輝かがやいている。

　綺き麗れいだが普ふ段だんは真ま面じ目めな表情を崩くずさない天道だけに、こういう嬉しそうな表情をされると妙に可愛かわいいく感じてしまう。昼休みは幼おさな馴な染じみ、放ほう課か後ごには二人の部活仲間。いつから自分の周りにはこんなに魅み力りよく的てきな女の子の知り合いが増えたのかと、つくづく不ふ思し議ぎになってくる。

「瀬せ名な先生はまだだが、まあいいだろう。では今日の部活を始めるとしよう」

　天道は少々先生を邪険にしつつ、部活の開始を宣言した。

「じゃあ今日こそＦＰＳね。先週はＡＣＴアクシヨン系ばっかりやってたんだから、そろそろＦＰＳでもいいでしょ」

「いいんじゃないでしょうか。ＦＰＳはチーム戦じゃいつ競きよう技ぎ種目になってもおかしくないって聞きますし」

「むぅ。分かった、まあたまには練習しなければならないだろうな。では杉鹿、適当に選えらんでいいぞ」

「そうこなくっちゃ」

　杉鹿はゲームを選び始め、岸嶺はプラズマテレビとゲーム機きに電源を入れて回り、天道はリモコンを使って冷房をＯＮにした。季節はまだ五月半ばだが、それは必要なことだった。

　四台の型落ちのプラズマテレビを同時に起動させると、風通しも悪く狭せまいこの部室はとてつもなく暑くなるのだ。先週、瀬名先生がどうにかエアコンを入れてくれるまでは、この部室はサウナも同然だった。しかも、暑さ対策のために天道と杉鹿が遠えん慮りよなく薄うす着ぎになるため、目のやり場がないやらちょっと嬉しいやらで、岸嶺としては二重の意味で大変だった。

「あ、そうだ。訊ききたいことがあったんですけど、ＪＧＢＣのチーム戦って絶対に四人でしか参加できないんですか？」

　準備の最中、岸きし嶺みねはふとそんな疑問を口にした。

「どういうことよ？　チーム戦が四人で参加するものだってことは知ってるでしょ？」

「いや、ちょっと気になったんだよ。僕たちも今までは何もなかったけど、四人いれば一人ひとりぐらい体たい調ちようを崩くずすことだってあるでしょ？　そういうときって問答無用で参加できなくなるのかなって」

「キミの懸け念ねんはもっともだ。学生ならともかく、社会人ともなれば大会の日に急な仕事が入るなんてこともザラらしいからな。だから一人までだったと思うが補欠枠というのがあったはずだぞ」

「あ、そういえば瀬せ名な先生もそんなこと言ってましたっけ。正式メンバーの誰だれかが出れなくなったら代わりに参加できるとか、そんな感じですか？」

「いや、むしろ五人の中から自由に四人を選えらんで参加できるようになるという感じらしいぞ。まあそれだけ聞くと有利そうだが、五人のチームというのは維い持じするのも意外と難むずかしいらしいが」

「そりゃそうよね。ゲームって四人対戦とか八人対戦とか、四の倍数でやるのが普通だし」

　杉すぎ鹿しかの指摘はもっともだった。五人のチームがあったとして、必然的に一人余ることが多くなるというわけである。そのことがひずみを生む一因ぐらいにはなるのかもしれなかった。

「でも岸嶺、どうしてそんなこと訊きくのよ？　気になるわ、何の前触れもないのにいきなり五人目がどうとか言い出すなんて」

　杉鹿にジト目で訊たずねられる。

「え？　いや、その、深い意味はないんだけど……」

　ゲームをそこそこやるらしい幼おさな馴な染じみと最近再会したから──そう答えるのは簡かん単たんだったが、なぜか憚はばかられてしまった。

「話は聞かせてもらった！」

　と、そのときである。

　ばーんと部室のドアが開き、白衣をまとった顧こ問もんが入ってきたのである。相変わらずドアの外で盗み聞きでもしていたかのようなタイミングだった。

「岸嶺君！　話から察するに、君は新たなゲーマーでも見つけてきたのではあるまいか!?」

「え……」

　さすが瀬名先生というべきか、完全に図ず星ぼしだった。

「やはりそうなのだな!?　天てん道どうくんが言ったように、補欠の一人二人ふたりいても我わが部としてはなんら問題ない！　是ぜ非ひ紹介してくれたまえ！」

「そういうことなら、遠えん慮りよは要いらないぞ」と、天道。「わたしとしても、もう一人ぐらい部員がいてもいいと思っていたところだ。顧こ問もん教師と生徒がチームを組むというのはどうも部活動としてはそぐわないからな、可能なら生徒だけでチームを組めればと思っていたところだ」

「ちょちょちょっと待ちたまえ！　なんで私が蚊か帳やの外に置かれることが前提なのかね!?」

「ま、生徒四人にせいぜい控えの顧問教師ってチームの方が小回りは効ききそうな気はするわね。でも岸きし嶺みね、分かってると思うけどあたしたちの足を引っ張るような奴やつならお断りよ？」

「おいおい！　なぜ私はスルーなのかね君たち！」

「う、うーん。ゲームに興きよう味みがあって、そこそこプレイしてるって話は聞いたけど、どれぐらい上う手まいかは分からないなあ」

「まあこればかりは実際に腕を見てみないと分からないからな。岸嶺、もし本人にその気があるなら連れてくるといい」

「はあ、分かりました。じゃあ明日あしたちょっと聞いてみます」

「……あれ？　私のことは？　なあなあ諸君、私のことは!?　この間のＪＧＢＣ以降、なんだか私に冷たくなってないかね諸君!?」

　瀬せ名な先生の抗こう議ぎを受け流しつつ。

　いつも通り、部活の時間は過ぎていくのだった。
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　翌日の昼休み。

　教室で相変わらず居い心地ごこちの悪い昼食を終えると、岸嶺は昨日きのうと同じように図と書しよ館かんの資料室へと向かった。

「けんごくん……！　よかった、本当にまた来てくれたんですね」

　今日きようも変わらず幼おさな馴な染じみが待ってくれていた。しかもどういうわけか、こんなところで一人ひとり弁当を食べている最中だった。

「あ、ごめん、食事中に」

「気にしないでください、すぐ食べ終わりますから」

「いや、ゆっくり食べてよ。それよりここってご飯食べていいの？」

　そう訊たずねると、鷹たか三み津つは少しバツが悪そうだった。

「あんまりいいことじゃないいと思うんですけど……。司書の先生にお願ねがいして、この資料室を掃除する代わりにちょっと使わせてもらってるんです」

　いい情報を聞いた気がした。本のためにはよくないのだろうが、ここで食事ができれば、少なくとも人の目を気にする必要はなくなる。

「そうなんだ。じゃ、じゃあさ……今度から僕ぼくもここで弁当食べていいかな？　教室は女子だけで居い辛づらくて」

　鷹たか三み津つは少しキョトンとしてから、なぜか慌あわてたように続けた。

「も、もちろん構いません。分かります、わたしもちょっと自分のクラスには居辛くて……。芸能科って華はなやかな子ばかりですから」

「そ、そうなんだ？　とにかくありがとう、助かるよ」

　と、そこまで言っておいてふと我われに帰る。

　今自分は相当大胆な提案をしたのではないか。明日あしたからここで弁当を食べる。それはつまり、明日から毎日鷹三津と二人ふたりっきりでこの小さな部へ屋やで過ごすということでもあるのだ。

「あ、そ、そうだ、ちょっと訊ききたいことがあるんだけど」

　何となく話題を切り替えたくなって、用意していた別の疑問を投げかける。

「はい、なんでしょう？」

「みやびちゃん、ゲームはするって言ってたよね？　結構上う手まかったりするの？」

「えーと、そうですね……。あんまりたくさんやってるわけじゃないですけど、色んなジャンルのゲームを一つ二つはやりこんでます」

　何せゲーム大会の司会を務つとめているのだ。ゲームにも多少は造ぞう詣けいが深くなければならないのだろう。

「じゃ、じゃあさ……。僕ぼくが現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶに入ってるって話はしたよね？　ゲームをするだけの部活なんだけど、もしよかったら……みやびちゃんも入ってみない？」

「え……」

　彼女にとってはかなり意外な提案だったらしい。目を白黒される。

「でもわたし……放ほう課か後ごはよく仕事が入りますから、あまり出られないと思うんですけど」

「全然大丈夫だよ。設備は四人分あるんだけど、今のところ正式な部員は三人しかいないから、あと一人ひとり分余裕があるんだ。普ふ段だんは顧こ問もんの先生が四人目を務めてくれてるんだけど、どうせなら生徒だけでチームを組みたいってみんな言ってたし。それに……ほら」

　その先は少し言うのは気き恥はずかしかったが、勇気を振ふり絞しぼる。

「昼休みだけじゃなくて放課後もみやびちゃんと色々話ができそうだし」

　勇気を出したかいはあったのか、あるいは幸いなことにというべきか、鷹三津は少し嬉うれしそうだった。

「そ、そうですか？　ご迷めい惑わくにならないんでしたらちょっと考えてみたいですけど……」

「う、うん。考えてみてよ。他ほかの部員にも、悪い人はいないと思うし」

「あ、そういえば……他の部員ってどんな人がいるんですか？」

「ええと、天てん道どう部長と、杉すぎ鹿しかって人。二人とも三年だけど、天道部長のことは知ってるんじゃないかな？　生徒会長をやってる──」

「あ、うん、知ってます。あの綺き麗れいな人ですよね？」

「うん、間違いなくその天てん道どうさん。それから、杉すぎ鹿しかっていうのはアメリカから転校してきたって生徒なんだけど」

「……聞いたことはあります。綺麗な金髪の女子が転校してきたって。あ、あの、さっきから気になってるんですけど、なんでその杉鹿って子だけ呼び捨てなんですか？」

「え？　あ、ああ、いや、なんか色々あって。それにほら、同じ部活の仲間だからさん付けはまどろっこしいって話になったりしてさ。と、とにかく今のところ部員はその二人ふたりだけだね」

　なんとなく嫌いやな予感がして、早々に話を終える。

「……じゃあ、女子二人にけんごくん一人ひとりってことなんですか？」

　一いつ瞬しゆんだけ、鷹たか三み津つの質問の意図が分からなかった。

（あ、そうか、他ほかに知らない男子がいたらくつろげないってことか）

　この学園の女子なら、その辺あたりのことが気になるのは当然である。およそ女心というものに縁えんのない岸きし嶺みねがそう考えたのは当然の帰結だった。

「あ、うん。なんか色々あって、男子は僕ぼく一人だから安心していいよ。あとは正式な部員じゃないけど、仁に井い谷たにさんって二年の女子がときどき来たりしてるけど」

「……知ってます。生徒会の書記の人ですよね？　あの可愛かわいい……」

　どういうわけか、鷹三津の雰囲気がすこし刺とげ々とげしくなっているように感じられた。

「けんごくんって、いつもそんな環かん境きようでゲームしてるんですね？」

「うん。女子ばかりでちょっと居い辛づらかったりするけど」

「入部します」

「え？」

　いきなりの即答に、岸嶺はまず戸と惑まどった。

「わたしもゲーム大会の司会っていうお仕事をもらってる以上、もうちょっとゲームに詳しくなりたいって思ってましたから。ちょうど今日きようはオフの日ですから、よかったら早速放ほう課か後ごにでもお願ねがいします」

「そ、そう？　じゃあ今日の放課後……ええと、教室まで行くのは色々大変そうだし、図と書しよ館かんの前で待っててくれるかな？　迎えに行くから」

「分かりました、必ず行きます」

　なぜ彼女が突然その気になってくれたのかは分からなかった。しかし、新たなメンバーが増えるというのなら、現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの一員として純粋に喜ばしいことだった。
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　放課後。

　昨日きのうは教室まで迎えにきた杉すぎ鹿しかだったが、さすがに連日という気にはならなかったのか、今日きようは来なかった。

　岸きし嶺みねとしても、今日はその方がよかった。図と書しよ館かんで鷹たか三み津つと合流し、部室へ向かう。

　そしてこの段階になって、岸嶺はある問題のことを伝え忘れていた事に気付いた。

「しまった、瀬せ名な先生のこと忘れてた……！」

「え？　どうかしましたか？」

「えっと……現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶって僕ぼく以外の部員は全員女子なんだけど、あと一人ひとり顧こ問もんの先生がいるんだ」

「あ、はい、部活なんだから当然ですよね。部の紹介のときに見た覚えがあります。物理の瀬名先生……ですよね？　あのいつも白衣を着てる」

「そうなんだ。実はあの人……すごく声せい優ゆうが好きなんだよ」

「あ……」

　鷹三津はひどく困ったように目を泳がせた。

「そ、そういえば……この間のＪＧＢＣでもそうだったんですけど、イベントでよく白衣を着た背の高い方をよく見かけるんですよね。ステージからだとよく見えないんで分からないんですが、あれっって……」

「……うん。間違いなく瀬名先生だよ」

「……やっぱりそうだったんですか。いつも大きな声援をくれる方なんですけど……」

　瀬名先生といえば、声優と結婚したくていつも婚こん姻いん届とどけを持ち歩いているような人である。そこへ現役女子高生声優などを連れて行けば、どんな事態になるか分かったものではない。

「あ、でも大丈夫だと思いますよ。瀬名先生の授業を受けた事もありますけど何も言われませんでしたし、自じ慢まんにもなりませんけど、コレをしてるときに声優だってバレたことは一度もないですから」

　と、鷹三津はいささか地味な眼鏡めがねを軽く掲げて見せた。

「あ、そうか。じゃあ大丈夫かな？」

　確たしかに、ステージの上にいた華はなやかな大おお河かわ伊い佐さ美みと、今目の前にいる地味な眼鏡の女の子が同一人物だとは、なかなか分かるものではないだろう。それによく考えれば、彼女と瀬名先生は同じ学校に一年以上通ってるのだ。授業、あるいは廊下などですれ違う機き会かいなどいくらでもあったに違いない。気付くならとっくに気付いて猛もうアプローチでもしてるに違いなかった。




　図書館へと寄り道していたためだろう、部室にはすでに他ほかのメンバーが揃そろっていた。

「というわけで連れてきました、入部希望者のみや……鷹三津さんです」

　さすがに他の人の前でみやびちゃんと呼ぶわけにはいかず、慌あわてて言い直す。

「初めまして、二年の鷹三津宮みや美びと申します」

　さすがにもう仕事をしているだけあって人前に出ることには慣なれているのだろう、彼女は綺き麗れいな挨あい拶さつをしてみせた。

「うむ、私がこの部の顧こ問もんを務つとめる瀬せ名なだ！　ようこそ、我わが現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶへ。とにかくまずはこの部へ来てくれたことを歓迎しよう！」

「は、はあ……」

　瀬名先生はいつも通りだった。鷹たか三み津つの言った通り、彼女が有名な声せい優ゆうだとは気付いてないらしい。

　一方、鷹三津の方はこの学園の女生徒らしくやはり男は苦にが手てらしい。明らかに腰が引けている。

　そこにうまくフォローに入ったのは天てん道どうである。

「よく来てくれたな。わたしがこの部の部長、天道しのぶだ。同じゲーマーとして、キミを歓迎しよう」

「はい、よろしくお願ねがいします」

　天道が手を差し出し、握手を交かわす。

「ふーん。ま、なんとなく予想はしてたけど」

　一方で腕組みして唇を尖とがらせ、じろじろと鷹三津を観かん察さつしていたのは杉すぎ鹿しかである。

「ウチみたいな女子ばっかりの学校だもの、連れてくるといったらまあ女子よね」

　よく分からないが、女子を連れてきたことが杉鹿は気に喰くわないようだった。

「え。お、男の方がよかったの？」

「ふん、男なんてもっと論ろん外がいよ。ただあんたに女を連れてくる甲か斐い性しようがあったことが意外ってだけよ。なに？　どういう関係なの、あんたたち」

　どうも不ふ思し議ぎだった。杉鹿の性格がキツめということは知っていたが、それにしては妙な突っかかり方をしてくる。

「べ、別に……ただの幼おさな馴な染じみだよ。たまたま同じ学校に通ってるってことが最近分かったんだ」

「ふん、そう。良かったわね、女の子の知り合いが増えて」

　やはりなぜか杉鹿の機き嫌げんは悪そうだった。

　しかもこのとき、鷹三津もまた杉鹿に聞こえるように言い放ったのだ。

「あの、けんごくん。なんで高等部の部室に小学生が……？」

「え」

　それは杉鹿を前に言ってはいけない禁句の一つである。ピキピキと青筋の立つ音が杉鹿から聞こえてきたような気がした。

　岸きし嶺みねとしては不ふ思し議ぎでしょうがなかった。杉鹿が部にいることは説明していたはずだし、鷹三津も学園内で杉鹿を見かけたことがあると言っていたはずである。なのになぜ今いま更さらそんなことを、しかも杉すぎ鹿しかに聞こえるように言うのか。

「い、いや、杉鹿はこう見えて高三なんだ。ほら、話したろ？　杉鹿ってアメリカから転校してきた子のこと」

「あ、そうだったんですか？　ごめんなさい、とてもそうは見えなくて」

「……へー。言ってくれるじゃない」
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　二人ふたりの間で火花が散っていた。鷹たか三み津つがいつもの鷹三津ではないような気がした。彼女は岸きし嶺みねの記き憶おくにある限り、決してこんな喧けん嘩かっ早ぱやい性格ではなかった。そもそも、なぜ二人がこうも火花を散らすことになったのか、その理由がさっぱり分からない。

「まあそう怒るな、杉鹿」

　と、なだめに入ったのは天てん道どうである。

「事情を知らなければ小学生がいると思っても仕方ないことだからな」

「ちょっと!?　あんたまでそれ言う!?」

「とにかく部活の話をしよう。鷹三津、キミはゲームは好きなんだな？」

　頰ほおを膨ふくらませる杉鹿とは対照的に、天道は嬉うれしそうだった。彼女にとって、この学園でゲーム仲間が増えることが純粋に喜ばしいのだろう。

「ええと、そこそこ……だと思います。お仕事でゲームにかかわることがよくあったりするものですから」

「あ、そうだ、言い忘れてたんですけど彼女は芸能科の生徒で、もう仕事もしてるそうなんです。だから部活動できるとしても、毎日ってわけにはいかないそうです」

「はい、そうなんです。特に金きん曜ようとか土日とか、週末はちょっと動き辛づらい日が多いんですけど……」

「ほう、興きよう味み深ぶかいな！　芸能科でゲームにかかわるとは、一体どんな仕事なのだね!?」

　目を光らせたのは、さすがの嗅きゆう覚かくというべきか、瀬せ名な先生であった。

　このまま追及されるのは明らかによくない。岸きし嶺みねは慌あわてて口を挟はさんだ。

「まあまあ先生、それは彼女のプライベートにかかわることですし。それにゲームって国民的遊ゆう戯ぎなんですから芸能活動とも切れない関係にあるんですよ」

「ふうむ！　なるほど、無ぶ粋すいな質問だったか！」

　本当に声せい優ゆうという単語が出てこなければ特に興味がないらしく、瀬名先生はあっさり引き下がってくれた。

「でもちょっと待ってよ。毎日部活に出れない、土日も仕事じゃチームなんて組めないじゃない」

「まあいいではないか杉すぎ鹿しかくん！　どのみち我わが部の機き材ざいは数に限りがあるのだ！　毎日来なければいけないということもあるまい！」

「ま、先生ならそう言うわよね。生徒が四人になったら真っ先に追い出されるのが先生でしょうし」

「うぐっ！　相変わらずきつい一言を！」

「別に毎日部活に出る義務があるわけじゃないが──」と天てん道どう。「何か一つぐらい得意なゲームでもあれば、チームとしてはありがたいところだ。鷹たか三み津つ、キミは何か得意なゲームジャンルとかはないのか？」

「すいません、あんまり手広くはやってないんですけど……。ただ面おも白しろそうなゲームがあったら結構プレイしてるつもりではあるんですけど」

「ほう、つまりやり込み型のゲーマーということか。そういうことなら控えとしてはむしろ最適かもしれないな。ちなみにどんなゲームをやりこんでるんだ？　メジャーなところでモンハンとかだろうか？」

「えーと、モンハンっていうと……あ、ＰＳＯの後発ゲームのことですね？」

「……え？」「……え？」「……え？」

　天道と杉鹿と、ついでに瀬名先生までもがなぜかキョトンと首を傾かしげた。

「ちょ、ちょっと待って。あんた……鉄てつ拳けんって知ってる？」

　今度は杉鹿が質問を投げかける。

「鉄拳ですか？　はい、知ってますよ、バーチャファイターの後発ゲームですね？」

「で、ではグランドセフトオート３は!?」と瀬名先生。

「あ、シェンムーの後発ゲームですね？」

「じゃ、じゃあレースゲームで好きなものはあるか？」と天てん道どう。

「そうですね、やっぱりデイトナですね」

「で、では日本で一番有名な電子掲示板といえば何かね!?」

「え？　セガ掲のことですか？　もう閉へい鎖さされちゃいましたけど」

　ここでなぜか岸きし嶺みねを除く三人は密みつ談だんするように円陣を組んだ。

「みんな。ひょっとして彼女は……」

「間違いないでしょうね、もう他ほかに考えられないもの」

「とにかく諸君、この会話はやめよう！　とても危険な匂においがする！」

　三人はすぐに居い住ずまいを正した。

「で、では何か他に得意なゲームがあれば教えてくれないか？」

　コホンと咳せき払ばらいしながら、天道が再び訊たずねる。

「そうですね……。対戦モノでしたら、さっき言ったバーチャファイターとかバーチャロンとか、あとガーヒーも。ソニックシリーズなんかも結構やりこみましたけど」

「へえ。結構やってるんだ」

　岸嶺は素直に感心していた。鷹たか三み津つが口にしたゲームの中には、岸嶺がやったことがないものも多い。案外彼女は自分よりゲームが上う手まいんじゃないだろうかとさえ思ったほどだ。

　一方、岸嶺以外の三人は妙に複ふく雑ざつな表情をしていた。何か悟ったような、そんな顔だ。

「そうか、分かった」

　天道が咳払いして何事もなかったように続ける。

「どうやらキミには多少なりとも部員としての資格はあるようだ。我わが現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶはキミの入部を歓迎しよう」

「はい、よろしくお願ねがいします」

　鷹三津は丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎした。

　こうして伊い豆ず野の宮みや学がく園えん現代遊戯部は、貴重といえば貴重な戦力を手にすることになったのだった。
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　私立伊い豆ず野の宮みや学がく園えんは、少数の男子を受け入れ共学となった今でさえ、お嬢じようさま学園として知られている。学園としての質は日本随ずい一いちである反面、生徒には常に高レベルの学力が求められることとなる。

　しかも中間テストがない。これはテストなどなくとも普ふ段だんからしっかり勉強しておくようにという学園の方針であり、自然と生徒たちは授業中ささやき声一つ立てることなく授業に聞き入るようになっていた。

「はぁ……」

　杉すぎ鹿しかまどかもそんな真ま面じ目めな生徒の一人ひとりではあったが、このところの授業は上うわの空そらになりがちだった。

　杉鹿を惑まどわせていたのは、一人の異性の存在だった。

　岸きし嶺みね健けん吾ご。同じ部活仲間で、同じ学年の男子である。

　杉鹿はこの学園の女子によくあるように、悲鳴を上げるほど男を怖がりはしない。気が弱くてはアメリカ暮らしなどできなかったというのもあるが、ゲームで色んな男たちを叩たたきのめしながらボイスチャットしていれば、自然耐性もつくというものだった。

　これまでに相あい対たいしてきた強敵たちに比べれば、容姿はまあ普通としても、なよっとしてへたれ気味な岸嶺などどうでもいい存在のはずだった。しかし、それでも岸嶺は男なのだ。ときどき、ほんのごくまれにだが、妙に頼れるというか心強いと感じてしまうときがある。

　そのせいかどうかは知らないが、このところどうも岸嶺を意い識しきしてしまう。

　別に妙な理由があるわけではない。あんなへたれた初心者ゲーマーを放ってはおけないし、成り行きとはいえチームを組むことになったのだ。こうなった以上は多少でもゲームの腕を上げ、自分の右腕になってもらわなければならない。

（そう。あくまであたしはゲーマーとして岸嶺が気になってるのよ！）

　なんとなく言いい訳わけがましくそう思う。

　そもそも、現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの部長の天てん道どうはゲームが好きというだけだし、顧こ問もんであるはずの瀬せ名な先生は変人であり、とても岸嶺を任せられない。となれば自分がやるしかないではないか。

　それに、決して嫌いやなことではない。今日きようの部活ではどんなことを教えてやろうかしらと、少し楽しみに思うこともあるほどである。

　ところがである。ここにきてその状況に、異変が生じてしまった。

　鷹たか三み津つ宮みや美びとかいう新入部員のせいだ。

　どうやら彼女は岸嶺の幼おさな馴な染じみ。つまり、自分の知らない岸嶺のことをよく知っているということだ。

　それだけでも何となく腹が立つというのに、どういうわけかあの女は岸きし嶺みねにべったりなのだ。まるで自分の居場所が取られたようで気に食わないし、しかも岸嶺も岸嶺で彼女を拒こばもうともしない。

（なによ！　ＦＰＳのコツ教えてやったのはあたしじゃない！）

　育ててきた子犬を取られたようで、妙に腹立たしい。だが一方で、自分の態度についてもちょっと気になってくる。

（……ひょっとして、ちょっと厳きびしすぎたのかしら、あたし。もうちょっとぐらい優やさしくしてあげた方がいいのかしら？）

　かくして授業中だというのに、杉すぎ鹿しかの意い識しきは散さん漫まんになりがちだった。

「杉鹿さん？　手が止まっているようですけど？」

　気がつけば、教師が前に立って見下ろしていた。

「あっ、す、すいません！」

　慌あわてて黒板の文字を書き写す。こういうときでもクスクスという笑い声一つ聞こえないのがこの学園の凄すさまじいところだったが、恥はずかしいことに代わりはなかった。

（もう、なんでこうなるのよ！　全部岸嶺のせいじゃない！　覚えてなさい！）







[image: ＥＰ・３　釣りとゲームと親睦会]
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　翌日の昼休み。岸きし嶺みねは、弁当を片手に図と書しよ館かんへと向かっていた。

　教室で一人ひとり寂さびしく弁当を食べるのはもう過去のことである。今日きようからは図書館の資料室で、しかも幼おさな馴な染じみと二人ふたりっきりで食事ができるのだ。どこか照てれ臭くさい反面、自然と足取りが軽くなる。

「それにしても、まさかみやびちゃんがあんなにゲームがうまかったなんて……」

　昨日きのう、鷹たか三み津つを部員として迎えた後。岸嶺たちはもちろん部活動に勤いそしんだ。

　とりあえず最初にやったガーヒー四人対戦では、あっさりと彼女が勝った。四人で行う乱戦では、出る杭くいは叩たたかれやすく、誰だれか一人が圧勝ということは滅めつ多たにない。にもかかわらず、彼女は圧倒的な実力で勝ち残ってみせたのだ。

　もちろん彼女自身言っていたことだが、上う手まいのはごく一部のゲームだけで、たとえば杉すぎ鹿しかの提案で始めたＦＰＳなどはかなり苦にが手てのようだった。それでも、ゲームによっては天てん道どうでさえ一歩も二歩も劣ることが多かったのだ。

（僕ぼくもうかうかしてられないな）

　それどころか下へ手たをすると彼女の足を引っ張ることにもなりかねない──と、そんなことを考えていたときのことだった。

「あら？　けんごくん？」

　懐なつかしい呼び方に振り返ると、鷹三津がいた。

「あ、みやびちゃん……はまずいか、鷹三津さん？」

「あ、ごめんなさい、校舎の中でけんごくんは良くないですよね。えっと……岸嶺先せん輩ぱい、ですね」

　岸嶺先輩。すでに仮入部員の仁に井い谷たにからそう呼ばれた事はあったが、何度聞いても新しん鮮せんな響ひびきだった。

「それよりどうしたんですか、こんなところで」

　岸嶺は弁当の包みを掲げた。

「ほら、その、今度から図書館で一いつ緒しよに弁当を食べてもいいって言ってくれたから……」

　そう答えると、鷹三津の顔がぱっと明るくなった。まさに花が咲いたようなその笑え顔がおに、思わずドキッとする。

「もちろん構いませんよ。じゃあ一緒に行きましょう」

「う、うん」

　二人並んで校内を歩く。男女が一緒にいるというのは、この学園では極きわめて稀け有うなことだ。そのせいか行いき交かう女子生徒たちの視し線せんが気になって仕方ない。だが鷹三津の方は気にならないらしく、嬉うれしそうに歩いている。

「あれ？　岸きし嶺みねじゃないか」

　話しかけてきたのは同学年の男子の一人ひとりだった。

　岸嶺と同じ転入組の一人で、いつもは日くさ下か部べと一いつ緒しよに昼食を食べているはずの男子である。

「あ。ええと、山やま田だ君……？」

「渡わた辺なべだよ！　そろそろ覚えろよ！」

「ご、ごめんごめん。あれ？　今は日下部たちと一緒じゃないの？」

「いや、飲み物がないから諦あきらめてクソ高い購こう買ばいでも行こうとしてたんだけどよ」

　言いながら渡辺は、岸嶺の横の鷹たか三み津つに目を向けた。

「おい、その子は？　まさかおまえ、これから女子と一緒に昼飯ってわけじゃ……」

　真実を答えるのは簡かん単たんだったが、そんなことをすれば話がややこしくなりかねない。

「い、いや、彼女は同じ部の部員なんだよ。偶然そこで会ったから、ちょっと」

「へえ。しっかしおまえだけは本当に女子と普通に接してるよな。ねえキミ、もしよかったら俺おれたちと一緒に昼飯食べてみない？」

　岸嶺が遮さえぎる間もなく、渡辺はごく自然に、鷹三津に声をかけた。

　この学園の転入組男子には珍しい行為ではない。彼らはきっかけさえあれば女子と仲良くしたがっている。男子と一緒にいる女子を見れば、少しぐらい話しかけたくもなるだろう。

　だが、鷹三津の反応はやはり他ほかの女子たちと一緒だった。

「ひっ……」

　その口から小さな悲鳴が上がり、顔には若じやつ干かんの恐怖を浮かべて半歩後ずさりする。

「……あ、いや、その」

　渡辺がひどく申もうし訳わけなさそうな顔をする。

　断わられるだけならまだいい。しかし、この学園の女子は怯おびえるのだ。そうなると男子としても、何か悪いことをしているような気になってしまい、引き下がるしかなくなるのだ。

「す、すまん、いきなりだったな。じゃ、じゃあ岸嶺、邪じや魔ましたな」

「ああ、うん」

　渡辺は慌あわてて走り去って行った。

「…………」

　他方、鷹三津もまた申し訳なさそうにしょぼんとしている。

「と、とりあえず行こうか、図と書しよ館かん」

　何か言葉をかけるべきではないのかとも思ったが、今はそれぐらいの提案しかできなかった。
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　図と書しよ館かんへ向かい、昨日きのうと同じように資料室に入る。

「結構綺き麗れいだよね、この部へ屋や」

「あ、はい。食事するぐらいですから、できるだけ掃除はしてるんです」

　そんな差さし障さわりのない会話を挟はさみながら、二人ふたりは向き合う形でテーブルに座った。

「それより、さっきのこと、ごめんなさい……。あの人、けんごくんの友人なんですよね？　それなのにあんな……」

「大丈夫だよ、この学がく園えんの男子ならみんな慣なれっこだから。渡わた辺なべだって今いま頃ごろケロっとしてるよ」

「そう……なんですか？　ならいいんですけど……」

　こういうときの沈ちん黙もくは岸きし嶺みねにとっても辛つらかった。幼おさな馴な染じみの鷹たか三み津つなら話したいことも一杯あると思っていたものの、気が沈んでいる彼女にいきなり昔の話をするのも気が引ける。

「そ、そういえばこの学園の女子ってみんなそうだけど、みやびちゃんも男子って苦にが手てなんだ？　イベントの司会とかしてるから、てっきりそんなことないと思ってたんだけど」

「そ、そうですね、あんまり得意じゃないです。男の先生とかはまだいいんですけど。でもそれじゃあお仕事できませんから、イベントのときとかはできるだけ我が慢まんするようにしてるんです」

「が、我慢してたんだ……。まあゲーム大会の司会なら、そう触れ合う機き会かいがあるわけでもないしね」

「そうですね。せいぜい勝った人にインタビューするぐらいですから、割り切ればなんとかなるんですけど……」

　だがそのとき岸嶺は天てん道どうの言葉を思い出していた。

　瀬せ名な先生がなぜＪＧＢＣというゲーム大会に固こ執しつするのかという、その真の理由。

「あれ？　でも世Ｗ界Ｇ大Ｂ会Ｃになると、日本代表の人に密着取材することになってるんじゃなかったっけ？」

「…………」

　どうやらそのことは悩みの種だったらしく、鷹三津は黙だまり込んだ。

「あ、でも大丈夫ですよ。わたしがレポーターになれるって決まったわけじゃありませんから」

「でも……みやびちゃん、人気の声せい優ゆうだって聞いたよ？　この間のＪＧＢＣでも、みんなすごい歓声あげてたし」

「……そうですね。もちろん、チャンスがあるならやっておくべき仕事だとは思ってるんです。事務所のみんなも喜んでくれるでしょうし……。あ、でも大丈夫です。本当にそのときが来たら、我が慢まんしますから。今までもそうでしたし」

　言ってみればＷＧＢＣはゲームのオリンピックである。そこで名前や顔を出すことができれば、彼女にとっては大きな宣伝になるのだろう。

　それに彼女もプロの声せい優ゆうなのだ、いざというときは相手が誰だれであろうと立派に仕事を果たすだろう。しかし、彼女は男に話しかけられるだけで悲鳴を上げたほどなのだ。密着取材ともなれば負担は大きいに決まってる。

「あ、そんなに心配しないでください。日本の代表が必ず男性になるとは限りませんし、まだ時間もあるんです、これから少しずつ慣なれていけばいいんですから」

「そ、そうだね。よく考えたら僕ぼくも男だけど、こうして一いつ緒しよにいるわけだし……」

　と、それで鷹たか三み津つも当たり前の事実に気付いたようだった。

「あ、そういえばそうですね。どうしてでしょう、けんごくんだとなんか全然平気です」

　それは気付くには遅すぎる事実だった。鷹三津に限ったことではない、岸きし嶺みねも同様である。

「そ、そういえば僕も女の子と話すのって得意じゃないんだ。でも、みやびちゃんとなら平気だなあ。やっぱりお互いのことを多少は知ってるからかな？」

「そ、そうなんですかね？　それなら……ちょっと嬉うれしいです」

　少し恥はずかしそうに、鷹三津は言った。

　今目の前にいるのは、幼おさな馴な染じみであると同時に声優として大きな人気を持つアイドル同然の女の子なのだ。冷静に考えれば、そんな女の子とこうして話ができるだけでも結構すごいことなのだ。

　なおその上に、彼女は一緒にいても抵抗がないと言ってくれているのだ。なんとなく嬉しくなってくる。

「あ、そうだ。そういうことならいっそ僕が──」

　男に慣れるための練習相手になろうか、という言葉を飲み込む。

　鷹三津が男に慣れる。それは最終的に鷹三津が他ほかの男と仲良くなるための手て伝つだいをするという事でもあるのだ。

　自分のことながら心の狭せまいことだとは思ったが、こんなに可愛かわいくて、しかもお互い気心の知れている鷹三津が他の男と仲良くしている場面というのは、あまり想像したくなかった。

「けんごくん？　どうかしましたか？」

　突然言いかけた言葉を引っ込めたためだろう、鷹三津が心配そうな顔をする。

「いや、いっそ僕が──そうだ、僕がなるよ。その、日本代表に」

　咄とつ嗟さに口を突いて出たのは、そんな言葉だった。だが口にしてみてから、結構いい考えだと思えた。

「え……？」

「ほら、そうなったら現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶのみんなで日本代表として一緒に世界大会に行けるでしょ？　男は僕と瀬せ名な先生だけだし、そうしたら瀬名先生辺あたりが変なことしても僕が守──いや、制止することもできるだろうし」

　僕が守ってあげる。できればそう言いたかったができなかった。

　あまりにも照てれ臭くさいというのもあったし、自分に誰だれかを守るなんて大それたことができるとも思えなかったのだ。大体、鷹たか三み津つの方が自分のことをどう思っているか分からない。ただの幼おさな馴な染じみでしかない男から守ってあげるなんて言われても、彼女にとっては迷めい惑わくなだけかもしれないのだ。

　しかし、岸きし嶺みねの予想に反して、彼女は嬉うれしそうに笑ったのだ。

「ありがとうございます。そうですね、けんごくんがずっと傍そばにいてくれたら、わたしも心強いです」

　彼女の顔には、とても嬉しそうな笑え顔がおがあった。その笑顔を見れば、彼女の言葉がお世せ辞じなどでないことは明白だった。

「…………」

　心しん臓ぞうのあたりがどくんと高鳴るのを感じる。

「う、うん。約束するよ。一いつ緒しよに行こう、世界大会に」

「はい、お願ねがいします。それにしても、やっぱり昔のままなんですね、けんごくんは……」

　最近、不ふ思し議ぎに思うことがある。なぜこんなに笑顔の可愛かわいい女の子ばかりが周囲にいるのかと。

　そして、あらためて今の状況の危うさに気付く。

　こんな小さな部へ屋やに、幼馴染みの女の子と二人ふたりっきり。

　しかもその女の子は、声せい優ゆうとしてアイドルのごとき人気を持つ美少女であり、この部屋は防音の聞いた図書館の一室なのだ。

　誰だれかが入ってこない限り、ここで何をしたって外には聞こえないだろう。

「…………」

　今いま更さらながらに緊きん張ちようしてくる。そしてこの状況で緊張しているという事実が、なんとなく鷹三津に申もうし訳わけない。

　と、そんなときだった。

　クゥという小さな音がしたのだ。

　それが何の音かは、真まっ赤かになった鷹三津の顔を見れば明白だった。昼休みなのに何も食べずにしゃべりっぱなしだったのだ、腹ぐらい減るのだろう。

「あ、あの、えっと、今のはその──」

　テンパったように言い訳しようとする鷹三津は見ていて面おも白しろかった。

「早くご飯にしよう。昼休み終わっちゃうし」

　弁べん当とう箱ばこを広げる。こういうとき、もうちょっと気の利きいたことが言えればいいのに──とは、もう何度目になるか分からない自省だった。




　　　　２




「岸きし嶺みね、部活行くわよ！」

　放ほう課か後ごのことである。教室を出た岸嶺を待っていたのは、杉すぎ鹿しかだった。

「え。また迎えに来てくれたの？　どうしたの、最近……」

「べっ、別にあんたを待ってたわけじゃないわよ！　えっと、そう、今日きようあたし部室の鍵かぎ持ってくるの忘れたのよ。また部室の前で待ちぼうけなんてしたくないから、あんたと一いつ緒しよに行こうって思っただけよ！」

「そ、そうなの？　でも僕ぼくじゃなくても部長や瀬せ名な先生だって鍵は持ってるんじゃ──」

「い、いいじゃないそんなこと！　とにかく時間がもったいないわ、とっとと部室行くわよ！」

　いずれにせよ、部室へ行くことには変わらない。いささか不可解な気はしたが、黙だまって引っ張られるように部室へ向かう。

「あ、あんた」

「あら、杉鹿先せん輩ぱい」

　その途と中ちゆうでばったり会ったのは鷹たか三み津つだった。

　別におかしいことでもなんでもない。授業が終了したと同時に同じ部室へ向かっているのなら、途中で出会うのはむしろ必然というべきである。

　しかし、なぜか鷹三津は岸嶺の隣となりに杉鹿がいることが妙に気になるようで、

「なんで岸嶺先輩と杉鹿先輩が一緒にいるんですか？」

　珍しく強い口く調ちようで詰きつ問もんされる。

「同じ学年で同じ部活してんのよ、一緒に部活行ったって不ふ思し議ぎでもなんでもないでしょ。あんたこそこんなところで何してんのよ？　仕事が忙しいんじゃなかったの？」

「今日きようはまだ時間があるんです」

「ふーん。あっそう」

　なぜか二人ふたりは睨にらみ合った。

　岸嶺はどこか不ふ穏おんな空気を感じていたものの、その原因となりそうなことがさっぱり分からない。

「ふ、二人ともどうしたの？　早く部室行こうよ」

　結局、そう促うながすことしかできず、三人は奇妙な雰囲気に包まれたまま部室へ向かうのだった。




「お、三人とも来たな！」

　ようやく部室に入ると、すでに天てん道どうや瀬名先生の姿があった。

　さらに今日はそれだけではなく、

「こんにちは、岸きし嶺みね先せん輩ぱい」

「あれ？　仁に井い谷たにさん？」

　二年の仁井谷の姿があった。

　彼女はゲームが苦にが手てのため、ずっとこの部の仮入部員という微妙な立場にいる。そのため、この部室に来るのも掃除をしにきてくれるときぐらいで、未いまだ部の活動に参加しているところを見たことはない。

　だが今日きようの彼女は、少なくとも掃除をしにきてるようには見えなかった。

「ひょっとして今日は仁井谷さんも部活を？」

「ああ、新入部員も入ったからな。紹介を兼かねて今日は参加してもらうよう説得したんだ」

　そう説明する天てん道どうは嬉うれしそうだった。天道はいつも仁井谷にゲームの面おも白しろさを伝えたがっていた。その念ねん願がんが叶かなったことが嬉しいのだろう。

「というわけで紹介しておこう、仁井谷、彼女が新しい部員の鷹たか三み津つだ。同じ二年だから顔を合わせたことはあるかもしれないが」

「あ、仁井谷佐さ奈な恵えです。よろしくお願ねがいします」

「生徒会の方ですよね？　こちらこそよろしくお願いします」

　二人ふたりとも丁てい寧ねいに挨あい拶さつを交かわす。相手が男でさえなければ、彼女たちはごく丁寧な対応ができるのだ。

「さて、かくして今日の我わが部にはすべての部員が揃そろったわけだ！」

　と、ここで瀬せ名な先生が無意味に声を張り上げる。

「そこで天道くんと相そう談だんして、今日の部活は親しん睦ぼく会かいを兼ねて、皆でゲームをすることにした！」

「それいつもの部活と同じじゃない」

「まあそう言うな」と天道。「ようは今日は対戦など気にせず、気楽にプレイできるゲームをしようというわけだ」

「へえ、気楽に。たまにはいいんじゃないでしょうか、そういうのも」

　岸嶺は率直な感想を口にした。現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶでは普ふ段だん、対戦ゲームばかりやっている。しかも全員が一切手を抜かず、全力で勝ちに行くのだ。それはそれでもちろん面おも白しろいのだが、たまには肩の力を抜いてゲームしてみたいとも思うのだ。

「でも、六人でできるゲームなんてありましたっけ？　テレビもＤＳも四台しかありませんし」

「別にＨａｌｏでいいじゃない。あれなら画面分割で対戦できるから、六人でも問題ないし」

「待て杉すぎ鹿しか、さすがにＦＰＳは初心者には辛つらすぎる。それにこんなこともあろうかと、以前から用意していたゲームがある。これだ」

　天道が誇らしげに右手にゲームパッケージを掲げる。一方、左手にも妙な白いプラスチックの部品のようなものを持っていた。

「なんですかそれ」と、鷹たか三み津つがまず訊たずねた。「ゲームと……特殊コントローラか何かですか？　ゲットバスの釣つり型コントローラに似てますけど」

「ほう、大体合ってるな。これはバンダイナムコから発売されたニンテンドーＷｉｉ専用ゲーム、『ファミリーフィッシング』とそして釣り竿ざお型コントローラアタッチメント、通称『さおコン』だ。」

「釣り竿型のアタッチメント？　また奇妙なものを取り出してきたわね……」

「奇妙とはなんだ杉すぎ鹿しか。これぞＷｉｉの特性を活いかした素す晴ばらしいゲームと言うべきだろう」

「え？　ようするに魚を釣るってことですか？　わたし釣りなんてやったことないんですけど……」

　仁に井い谷たにが心配そうに顔を曇くもらせる。

「心配しなくていい、そこは初心者でも遊べるようになってるからな。まあとにかくやってみせよう。ゲーム自体は決して難むずかしくもなんともない。主人公は色んな釣りができるリゾートアイランドへやってきて、思う存分釣りをする。基本的にはそれだけのゲームだ」

　そう言うと天てん道どうはヌンチャク付きＷｉｉリモコンを使ってゲームを起動させた。

　ファミリーフィッシングというタイトル画面が表示され、海に浮かんだ大きな島が映し出される。

「へえ、いかにも南の島って感じですね。音楽も穏おだやかですし」

　少なくともこの世界なら異星人や地底人、あるいはテロリストが攻めてくる事はなさそうだった。

　天道がセーブデータを選せん択たくすると、ゲームが始まった。

　三頭身ほどの可愛かわいらしい女の子のキャラクターが表示され、ベッドから起きる。

「簡かん単たんに流れを説明していこう。といっても難しいことは何もない。一日はホテルの部へ屋やから始まり、日が暮れるまで釣りをしてまたホテルに帰ってくる。それだけだ」

　天道がキャラを操あやつって部屋を出ると、リゾートホテルのロビーのようなところに出た。

「まあ朝は勝手にホテルから始まるし、夜になれば勝手にホテルに戻るからあまり気にすることはない。ちなみに、ロビーでは釣った魚をポイントに変換できるぞ」

「ポイント？　ようするにお金？」

　杉鹿の疑問に、天道は頷うなずいた。

「そうだ、フィッシングポイントといってこのゲームのお金だ。これがあれば新しい釣り竿やエサを買うことができる。それから、このロビーもそうだが、他ほかにもたくさんのＮＰＣがいるだろう？」

「え、えぬぴーしー？」

　聞きなれぬ単語に、岸きし嶺みねは思わず訊きき返していた。

「ノンプレイヤーキャラクターのことですよ」

　意外というべきか、解説してくれたのは鷹たか三み津つだった。その横では解説の手を入れそこなったせいか、残念そうに瀬せ名な先生がパクパクと口を開いている。

「ようするにプレイヤーじゃなくてコンピューターが操そう作さしているキャラのことです」

「へえ、なるほど。だからノンプレイヤーっていうんだ」

「このゲームに出てくるＮＰＣは、依頼をくれるんだ」と、天てん道どうが説明を続ける。「頭上にビックリマークが出てるＮＰＣがいるだろう？　彼らに話しかけると、誰だれかに何かを届けてくれだとか、何かを釣つってきてくれといった依頼を受けられるんだ。クリアすればフィッシングポイントをもらえるぞ」

　説明しつつ、天道はキャラを操作してホテルを出た。

　木々に囲まれた道をしばらく行くと、やがて視界一杯に絶景が広がった。

「あ、綺き麗れいな海ですね」

　仁に井い谷たにが率直な感想を口にする。

　それはまさに南の島の海だ。真まっ白な砂浜に、青く透すき通った海。太陽はさんさんと降り注ぎ、水みな面もをよく見ると魚が泳いでいるのが分かる。

「さて、ここでさおコンの出番だ」

　ここで天道は、さも嬉うれしそうに例の部品のようなものを取り出した。

「まずこの空洞部分にＷｉｉリモコンをはめ込む。そしてコードを巻いてヌンチャクをこっちのリール部分にはめ込めば──」

「あ、なるほど。竿さおとリールになるわけですか」

　さおコンという言葉の意味を理解する。天道の手には、ヌンチャク付きＷｉｉリモコンでできた小さな釣り竿ができあがっていた。Ｗｉｉリモコンの部分が竿に、そしてヌンチャクの部分がぐるぐる回るリールになっている。

「岸嶺、竿じゃないぞ、そこは格かつ好こうよくロッドと呼ぶべきだろう」

「はあ。ロッド……ですか」

　相変わらず天道のこだわりはよく分からなかった。

「操作方法も難むずかしくない。まずメニューを開いてロッドとリールとエサをセットし、次に水場の近くでＡボタンを押すんだ」

　天道が海辺に立ってボタンを押すと、キャラがロッドを構えた。

「あとは実際の釣りと同じだ。ロッドを立て……投げる」

　剣道で大上段に竹刀しないを構えるように、さおコンを振り上げる。そしてやはり剣道の面めんのようにさおコンを振り下ろす。

　天道の動作とシンクロするように、ゲーム内のキャラもロッドを振った。ウキが飛んでいき、ぽちゃりと水面に落ちる。

「ウキ釣りで釣るのは難しくない、基本的に魚が食いつくのを待つだけだからな。あとはウキが動くのを見定めて素す早ばやくロッドを振り上げればいい」

　天てん道どうはそれを実演して見せた。水面に浮かぶウキがぴくんと沈んだ瞬しゆん間かん、さおコンを大きく引き上げる。

『Ｅｘｃｅｌｌｅｎｔ！』

　画面にメッセージが表示され、水面にばしゃばしゃと水しぶきのエフェクトが表示される。どうやら魚がかかったらしい。

「あとはリールを巻くだけだ。しかし魚も暴あばれるからな、ただ引けばいいというわけではないんだ。画面中央にゲージのようなものが表示されているだろう？　これは糸の耐久度というか魚の抵抗値というか、そんなものを表している。ようするに緑みどり色いろのときにリールを巻けばいいんだが、赤あか色いろのときに強引に巻くと糸が切れてしまうから気をつけるように。竿さおの向きも重要だぞ。魚が左に逃げているときは竿を右に、魚が右に逃げているときは竿を左に倒すんだ。そうすれば魚の抵抗を受け流すことができる」

「へえ。その辺はゲットバスと大体一いつ緒しよですね」

　鷹たか三み津つがまた岸きし嶺みねの知らないゲーム名を口にする。やはり彼女も彼女なりにゲームには詳しいらしい。

「まあ釣つりゲーのシステムは完成しているようなものだからな。あと、画面の右下を見てくれ。これは魚との距きよ離りを示している、もうすぐ釣れるぞ」

　確たしかに画面の右下には『５・04メートル』といった表記があり、天道がリールを巻く度たびにその数値が減っていっていた。

　そしていよいよ０になったそのとき、バシャリと水音がしてキャラクターが魚を引っ張り上げる。




『アジ　二一センチ』




　さすがにいきなり大物が釣れるわけではないらしく、キャラクターが釣り上げたのはかなり小さな魚だった。

「まあこんな感じだ。もちろん場所によって釣れる魚は違うし、エサやロッドでも色々変わってくる。そうそう、マルチプレイの方法も説明しておこう。このゲームでのマルチプレイは結構特殊なんだ。１プレイヤーが釣りモードに入ってるときに２コンや３コンでＡボタンを押すだけでいい」

　天道は二つ目のＷｉｉリモコンを手に取りＡボタンを押した。すると『２Ｐ』と書かれたキャラクターがぽんと画面の中に現れる。

「これで他ほかのプレイヤーも参加できるようになるぞ。ロッドとエサは１プレイヤーと同じものを使うことになる。ただ、何人でプレイしても一度に魚を釣れるのは一人ひとりだけだ。誰だれかのロッドに魚がヒットすると他ほかのプレイヤーは応援するしかなくなるんだが……まあその辺は実際にやってみれば分かるだろう」

「ふーん。タイトル画面まで戻らなくてもマルチプレイできるってわけ？　それは便利ね。でも結局四人用のゲームじゃないの、これ？　どうやって六人でやるのよ？」

「ゲームを始めたばかりのセーブデータを二つ用意しておいた。三人ずつ二チームに別れてプレイすればいい」

「じゃあつまり、今日きようは三対三の部活内チーム戦ってわけね？」

「いや、今日は親しん睦ぼく会かいのつもりなんだ、その辺は気にしなくてもいいが……。まあどうしても勝ち負けを決めたいならチーム内で誰だれが一番大物を釣つり上げたかとかで決めればいい」

「ま、そうね。あたしのチームはそうさせてもらうわ」

「ではチームわけをするとしよう！　差し当たり初心者の仁に井い谷たにくんと天てん道どうくんとは同じチームになった方がいいだろう！」

「あ、はい。そうして頂けると助かります」

　おずおずと、仁井谷は言った。

「あの……」

　と、おずおずと手を上げたのは、鷹たか三み津つだった。

「わたしは岸きし嶺みね先せん輩ぱいと同じチームがいいんですけど。あ、えっと、その、知り合いがいる方が気楽ですし」

　岸嶺としては頼られているようで嬉うれしい発言だった。

「ふむ、それももっともだ。いきなり瀬せ名な先生と組ませるのも酷こくというものだし」

「あ!?　なにか言ったかね、天道くん!?」

「じゃ、じゃあしょうがないわね。チームはこうしましょ」

　このときなぜか焦あせったように口を挟はさんだのは杉すぎ鹿しかだった。

「仁井谷と天道が組んで、鷹三津と瀬名先生を一いつ緒しよにしない方がいいんでしょ？　つまりあたしも岸嶺のチームに入らざるを得ないってわけね」

「別に無理にそうする必要はありませんよ」と、なぜか鷹三津が応じる。「わたしは岸嶺君がいてくれるんでしたら瀬名先生と同じチームでも構いませんし」

　なぜか杉鹿と鷹三津の間で火花が散っているように見えた。

「あ、あんたはどうでもいいのよ。でも岸嶺はあたしと組むべきよ。場数を踏むためにも、あんたには本気の勝負をもっとやってもらう必要があるし！」

「え……。あ、うん、いいけど」

　できればもう少し気楽にゲームをしたいのが岸嶺の本音である。しかし、体育の授業で『はい二人ふたり組ぐみ作ってー』と言われるのがトラウマな岸嶺にとって、一緒にチーム組んでと言われるのはむしろ嬉しいことであり、とても断われなかった。

「まあそれなら岸きし嶺みね、杉すぎ鹿しか、鷹たか三み津つの三人で構わないだろう。ではわたしは瀬せ名な先生と仁に井い谷たにと組むとしよう」

　不ふ穏おんな空気を感じ取ったのかは分からなかったが、天てん道どうは議ぎ論ろんをそう締しめくくった。

　かくしてチーム分けは終わり、三人が一組いつしよになってそれぞれゲームの準備を行う。

「よろしくお願ねがいしますね、岸嶺先せん輩ぱい」

「あ、うん、こちらこそ」

　と、鷹三津と話をしていると強引に杉鹿が割って入ってくる。

「ちょっと、なれあってんじゃないわよ！　こっちは誰だれが一番大きいのを釣つるかで競きよう争そうだからね！」

「え、でも鷹三津さんもいるんだし、あんまり激はげしい勝負ってのは──」

　慌あわててたしなめに入るものの、その必要はなかった。鷹三津の方にもまったく引く気け配はいがなかったのだ。

「いえ、わたしは構いません。そうだ、どうせやるんでしたら何か罰ばつゲームでもつけましょうか」

「へえ、面おも白しろいじゃない。じゃあこうしましょ、一位の人は他ほかの二人ふたりに何でも一つ命令できるってのは？」

「す、杉鹿？　どうしたの今日きようは。別にそんなルールなくたって──」

　岸嶺が制止する意味はなかった。

「いいですね、面白そうです。ではそれでいきましょう」

　なぜか鷹三津も乗り気だったのだ。

「なら話は決まりね。ほら岸嶺、何渋しぶい顔してんの。あんたが勝ったら花の女子高生に好きに言うこと聞かせられるのよ、悪いことなんて何もないじゃない」

「あ……」

　それは冷静に考えると確たしかに凄すごいことだった。『じゃあ明日あしたから二人ともブルマで部活してね』などと命令することだってできるのだ。

「い、いやいや無理だから！　僕が勝ったときは何もなしでいいから！」

「何よ、意気地なしね」

「いいじゃないですか、その優やさしいところが岸嶺先輩のいいところなんですから」

「む。あんた、ホントにいちいち岸嶺の肩持つわね？」

「杉鹿先輩こそ、いちいち岸嶺先輩の揚げ足取らないでください」

　なぜかにらみ合う女子部員二人。

「も、もういいじゃないか！　とにかく始めようよ！」

　強引に話を終わらせる。

　一体なぜこの二人はこんなに仲が悪いのか、さっぱり分からなかった。この二人が出会ったのはごく最近である。仲が悪くなるような出来事なんて起こりようもなかったはずなのだ。

　しかし、ここでさらに岸きし嶺みねの想像していなかった状況が現実化することになる。

　三人は一台のプラズマディスプレイの前に座ろうとした。杉すぎ鹿しかと鷹たか三み津つは仲が悪いらしく、当然ながらその二人ふたりが並んで座るということはなかった。

　すると自然に、岸嶺の右に杉鹿、左に鷹三津という位置関係になる。これがまずかった。互いの体が常時触れるような距きよ離りに、それぞれ異なった魅み力りよくを持った美少女が座ることになったのだ。

（こっ、これは……！）

　別にただ二の腕辺あたりが触れ合っているだけである。にもかかわらず、かなり尋じん常じようではない柔らかさを感じる。さらにその上に、右と左からそれぞれシャンプーかあるいは年とし頃ごろの女の子特有のものなのか、とてつもなく甘い香かおりが漂ただよってくるのだ。

「ちょっと岸嶺？　早くゲーム始めなさいよ」

「あ、うん」

　杉鹿に促うながされ、岸嶺はどうにか意い識しきを切り替え、天てん道どうに指示されたセーブデータをロードした。

　先ほど天道がやって見せたときと同じように、ホテルのベッドから一日が始まる。

「さて、どうしよう。とりあえず海で釣つりかな？」

「そうですね、とにかくまずは釣ってみたいですし」

「うん、分かった」

　岸嶺はキャラを操そう作さして海へ向かった。

　ホテルを出て木に囲まれた道を抜けると、画面一杯に白い砂浜と青い空、そしてコバルトブルーの海が広がる。

「何度見ても綺き麗れいだなあ」

　プログラムで作られたとはいえ、こうして部室にこもっていることが残念に思えてくるほどの美しさだった。こんな綺麗な浜辺に、もし杉鹿や鷹三津と一いつ緒しよに行ければどんなに楽しいことかと想像せずにはいられない。

「そうね、Ｘｂｏｘほどじゃないけど頑がん張ばってる方ね」

「そうですね、ドリキャスが本気出したらもっと綺麗ですけどね」

「…………」

　岸嶺は本能的に危険を感じ取り、二人の会話に相あい槌づち一つ打たなかった。

「と、とにかく釣ってみよう。いいよね、ここで」

　岸嶺は海辺に寄ってＡボタンを押した。キャラが釣り竿ざおを取り出し手に持つ。

　同時に杉鹿と鷹三津もボタンを押し、Ｐ２、Ｐ３と書かれたキャラが釣り竿片手に画面に現れた。

　三人が思い思いの場所目め掛がけて釣つり竿ざおを振りかぶり、チャポンとウキが水に浮かぶ。

「あら、杉すぎ鹿しか先せん輩ぱいはえらく控えめなところに投げたんですね」

　岸きし嶺みねと鷹たか三み津つの投げたウキは十五メートルぐらい飛んでいたが、杉鹿のそれは五メートルも飛んでいなかった。

「うっ、うるさいわね、慣なれてないからちょっと力んだだけよ！　いいのよ、ほら、その辺にも魚はいるんだから！」

　どうみてもミスショットならぬミス投とう擲てきだったが、杉鹿は認めなかった。

　とはいえ、海面を見ればキャラたちのすぐ足元にも魚ぎよ影えいは見える。すぐ傍そばの海面を狙ねらうというのもあながち間違いではなさそうだった。

　しばらく三人静かにウキの様よう子すを窺うかがう。だが間もなく、近くの魚影をあえて狙ったという台詞せりふを裏付けるように、杉鹿の持つＷｉｉコン、いやさおコンに異変が生じた。

　ブブブっと震ふるえたのだ。

「来たっ、これが当たりね!?」

　すかさず杉鹿はＷｉｉコンをぐっと振り上げた。

『ＧＲＥＡＴ！』

　画面にそんな表示が現れ、画面が切り替わった。

　岸嶺と鷹三津のキャラは一時的に消え、杉鹿主しゆ観かんの釣りモードに入る。

（ああ、そういえば魚さかなを釣ってる人以外は応援してるしかないって話だっけ）

　画面では、少し奥の方にバシャバシャと水柱が上がっている。どうやら魚が暴あばれているらしい。杉鹿は魚の動きに合わせて竿を左右に倒し、さらにリールとなったヌンチャクをぐるぐる回し続けた。形状こそ違うが、その様さまは本当に釣りをしているようにしか見えない。

　その一方で岸嶺には厄やつ介かいな事態が生じていた。何せ釣りである。ロッドを左右に倒したりリールを回したりと、杉鹿の体は多少なりとも前後左右に揺ゆれ動く。

　その度たびに、杉鹿のものらしいシャンプーのいい香かおりが鼻び腔くうをくすぐってきたり、あるいは杉鹿の柔らかい体との接触面めん積せきが増えたりするのだ。

「あとちょっと……！　よし、釣れたわ！」

　幸いなことに岸嶺にとって複ふく雑ざつな時間はすぐに終わった。浜辺に引き寄せられた魚は、間もなく杉鹿によって釣り上げられたのだ。

　画面に魚の画像が一杯に広がり、データが表示される。

「ハタタテダイ、二二センチ……？　なんかいかにも南の海にいそうな魚だね」

「でも、あんまりおいしそうじゃありませんね」

　鷹三津がそんな感想を述べると、杉鹿は少し怒ったように、

「いいじゃない、別に食べるわけじゃないんだし！　大体釣れなかったあんたたちに文句言う資格なんてないでしょ！」

「わたしたちはまだこれからですよ。さ、岸きし嶺みね君。次行きましょう」

「あ、うん」

「……なんで妙に仲いいのよあんたたち」

　杉すぎ鹿しかがぼそりと呟つぶやいたその言葉は、岸嶺にはよく聞き取れなかった。ただこのとき、椅い子すに座り直すようにしてなぜか杉鹿が体をさらに密着させてきた。

（ち、近い！　近いって！）

　心の中では抗こう議ぎしたいのだが、なんとなく口に出して抗議する気にはなれなかった。

　杉鹿が魚を釣つったので全員の状態がリセットされ、岸嶺たちは再びロッドを構えてウキを投じた。二回目ということもあってそれなりにコツを摑つかんだのか、みんなそれぞれ二〇メートルほどの投とう擲てきに成功する。

　水みな面もに揺ゆれる三つのウキ。しばし岸嶺たちは自分たちのウキの動きに集中し、沈ちん黙もくが続いた。

　やはり綺き麗れいな海には魚がたくさんいるのか、間もなく鷹たか三み津つのさおコンがブルブルと震ふるえだした。

「あ、これが──」

　鷹三津は間かん髪ぱつ容いれずさおコンをぐっと引き上げる。見事魚がかかったようだった。

「えっと、こう……でいいんですね」

　すかさず鷹三津はリール代わりのヌンチャクをぐるぐる回しだした。

「えい、えい」

　やはり、さおコンという特殊なコントローラにまだ慣なれてないためだろう、鷹三津の体は大きく動き、例によって接触面めん積せきが広がり、いよいよ岸嶺は気を逸そらすため素そ数すうでも数えるべきかと本気で検討し始めたほどだった。

　幸いというべきか、鷹三津の釣った魚も大きくはないのか、それほど苦戦することなく釣り上げられる。




『アジ　二一センチ』




「あーら、二一センチ？　惜しかったわね、ちょっとあたしのより小さいわ」

「い、いいんです！　アジは食べられますし！」

　よく分からない対決が二人ふたりの間で始まっていた。

「そ、そんなことより次行こうよ。時間は限られてるんだし」

「そうね。あんただけまだ釣れてないしね」

　杉鹿はいつもの調ちよう子しでからかってくるが、途と端たんに鷹三津は唇を尖とがらせた。

「む。そんな言い方しなくてもいいじゃないですか。わたしたちが先に釣れたのなんて運みたいなものなんですから」

「た、鷹たか三み津つさん。今のは杉すぎ鹿しかなりの励ましなんだよ」

　杉鹿の性格を知っている岸きし嶺みねとしては、そうフォローせずにはいられない。

「そうよ、そうなのよ！　新参のあんたには分からないでしょうけど、あたしと岸嶺はこういう仲なんだから！」

「む……」

　鷹三津と杉鹿は、岸嶺を間に挟はさんでにらみ合った。

[image: ]

（ほ、本当にどうしたんだろ、二人ふたりとも）

　二人の様よう子すがいつもと違うことに戸と惑まどいを隠かくせない。岸嶺は二人のことを多少なりとも知っている。二人とも、昨日きのう今日きよう出会ったばかりの相手に絡からんでいくような性格ではないはずなのだ。岸嶺からすれば何がなんだか分からない。

　と、そんな折。

　ブブブブっと何かが震ふるえるような音がした。

「ちょっと、あんたの竿さおビクビクしてない？」

「あ、今です岸嶺先せん輩ぱい。竿を振り上げてください」

「そ、そこはロッドって言おうよ二人とも！」

　決して説明できない気き恥はずかしさを誤ご魔ま化かしつつ、岸嶺は竿コンをぐいっと引き上げた。どうやらうまくヒットしたらしく、画面が魚を釣つるモードに切り替わる。

　すかさずリールを回す。

（あ、ホントに釣つりしてるっぽい）

　その操そう作さ感かんに思わずちょっと感動する。

「がんばってください、岸きし嶺みね先せん輩ぱい！」

「あんたもゲーマーなら、この程度の魚逃がすんじゃないわよ！」

　鷹たか三み津つはもちろん杉すぎ鹿しかもが珍しく応援してくれるとあっては、逃がすわけにはいかない。

　気合いを入れてリールをぐるぐる回し続ける。

「……あれ？　でもなんか……簡かん単たんだな」

　違和感を覚える。魚の抵抗らしいものが一切ないのだ。先ほど杉鹿たちがアジやハタタテダイを釣り上げたときは、いくら小さな魚だったとはいえ、竿を右に倒したり左に倒したりと、多少のテクニックが必要そうだった。

　しかし今、岸嶺はただぐるぐるリールを回してるだけだった。本当に何も抵抗がない。

　その答えは、釣り上げたときに分かった。

「え……」




『りっぱな流木　四九センチ』




「あはははは！　ちょっと、何よそれ、流木って！」

「す、杉鹿先輩、笑うなんてあんまりです。それに四九センチなんて今日きよう一番の大物じゃないですか」

　大笑いする杉鹿と、それをたしなめようとする鷹三津。だがその鷹三津も笑いを堪こらえているのは明らかだった。

「僕ぼくってオチ担当なの……？」

　岸嶺の心情を代弁するように、画面内で流木を掲げていたキャラもやたらと渋しぶい顔をしていた。




　　　　◆




　それからしばらく岸嶺たちは浜辺で釣りを続けた。

「えー、またアジだわ。ねえ、ひょっとしてここで大物釣るのって無理なんじゃない？」

　何匹めかのアジを釣り上げた頃ころ。杉鹿が、そんなことを言い出した。

「うーん、そうなのかも。大きな魚がこんな浜辺にいるとは思えないし……」

　先ほどから釣れるものといえばアジやハタタテダイといった小魚ばかりである。流木を除けば、三〇センチ以上の魚すらなかなかヒットしたことがなかった。

「そろそろ移動してみましょうか。他ほかにも釣り場があるって話でしたし」

「そうだ、伝え忘れていた」

　と、鷹たか三み津つが移動を提案をしたとき、後ろでゲームをしていた天てん道どうが振り返った。

「そのエリアの地図は取っておいたから、Ｗｉｉリモコンの[image: ]マイナスボタンを押せば表示できるぞ。あと、一度行ったことのある場所は地図から直接移動できるようになるからな」

「[image: ]マイナスボタン……あ、これですね」

　指示された通りにすると、画面に地図が表示された。

　トゥマン・パラダイスビーチ。それが今いる場所らしい。もちろんその浜辺以外にもいくつか釣つりポイントとおぼしき地名が見える。

「そうだ、それからもう一つ」と天道が付け足す。「大きい魚を釣りたいなら、ロッドを買い換えることをオススメするぞ。海辺の西の方にショップがあるんだが、そこでＬサイズのロッドを買うといい。もっとも、ロッドをＬサイズにすればリールやエサもそれぞれＬサイズ用のものを用意する必要があるから、かなりのポイントが必要になるが」

「分かりました、ありがとうございます。……ってことらしいんだけど、どうしよう、僕たち。まずはショップに行ってみる？」

「うーん、どうでしょう」と鷹三津。「早くＬサイズのロッドを買ってみたいですけど、エサ代も含めてどれぐらいポイントが必要になるか分かりませんし」

「今日きようは状況把は握あくでいいでしょ。ショップが西の方にあるなら、今日はまず東の端はしまで行って、ショップは明日あした行きましょ。まずこのゴールデン・クリフってとこに行ってみるわよ」

　杉すぎ鹿しかはマップの一番右端を指差した。

「ほら、『黄おう金ごんの崖がけ』なんて、いかにも大物が釣れそうな感じじゃない」

「でも、崖っていうぐらいですよ？　地図で見ても一番遠いところにありますし、そういうところって一番難むずかしいんじゃないですか？　東ならこの『ビッグキャッチ・ロック』って場所の方が近いですし、まずここで経けい験けんを積つむべきだと思いますけど」

　鷹三津の反はん論ろんを受け、杉鹿が唇を尖とがらせる、

「そんなことないわよ。時間は限られてるんだし、少しでも大物がいそうなところに行くべきだわ。釣れなかったらその後で考えればいいのよ」

「む……」

「む……」

　なぜか杉鹿と鷹三津は岸きし嶺みねを挟はさんでしばしにらみ合った。

　それだけでも岸嶺としてはどうしていいか分からない。しかもその上に、このとき二人ふたりは左右から同時に岸嶺の顔を見上げて言ったのである。

「どっち？」「どっちですか？」

「え……」

　耳元に息がかかりそうな距きよ離りに類たぐい稀まれな美少女二人ふたりの顔があるというのに、嬉うれしい、恥はずかしい、などと思う暇ひまもなかった。何なのこれ、どうしたらいいの、どうしてこうなったの──と様さま々ざまな疑問のみが脳のう裏りを行いき交かう。

　とても誤ご魔ま化かせるような雰囲気ではない。やむなく岸きし嶺みねは判断した。

「じゃ、じゃあ今日きようはとにかくゴールデン・クリフに行ってみようよ。それにそうすれば途と中ちゆうのビッグキャッチ・ロックにも立ち寄れるはずだし、一度行っておけば地図からすぐ移動できるって話だし」

　どちらかというと杉すぎ鹿しかの提案に乗った形だが、中ちゆう途と半はん端ぱと言われれば否定はできなかった。とりあえず岸嶺は二人の視し線せんがこれ以上冷たくなる前に、そそくさとキャラを移動させた。




　　　　◆




　東へ東へとキャラを移動させると、周囲の光景が綺き麗れいな砂浜からごつごつした岩場に変わっていった。

「ここがきっと『ビッグキャッチ・ロック』ってところですね」

「うん、地図に登とう録ろくされたみたい。これでいつでも来れるはずだよ」

　フォローっぽいことを口にしつつ、さらに東へ進む。

　岩に囲まれた道を出ると、やがて大きな崖がけの上に到着する。

「ここがゴールデン・クリフね。へえ、いい光景じゃない」

　杉鹿の言葉通り、崖クリフという言葉から想像できるような険けわしさはなく、緑みどりの草原に包まれた高台のようなところだった。

　少し先へ行けば名前の通り大きな崖があって海が一望できる。ゴールデン・クリフという名前はまさしく的まとを射いており、太陽が海に反射してキラキラと輝かがやく様さまはまさに絶景だった。

「あれ？　なんかビックリマーク出した人がいますよ。話しかけてみましょうよ」

「ああ、依頼人ってやつだね」

　事前に説明は受けていた。ビックリマークは仕事をくれるという。話しかけると、一通り会話が続いた後で次のようなメッセージが表示された。




『トゥマン・パラダイスのサメちょうさ　サメの目げき者をさがせ』




　ようするにこの辺あたりに珍しいサメがいるらしいので調ちよう査さしたいということらしい。

「どうしよう？　やってみようか、これ」

「ようするにその辺のＮＰＣに話を聞いて回れってことですね。それでポイントがもらえるんでしたら、マップを回るついでにやってみればいいんじゃないでしょうか」

「ま、メインはあくまで釣つりよ。とにかくここでも釣ってみましょ、日が暮れるまでもうちょっと時間ありそうだし」

　杉すぎ鹿しかの提案は妥当だった。確たしかにマップの一番端はしまで来て肝かん心じんの釣りをせずに帰るのはもったいない。

　早速崖がけの傍そばに立ち、釣り糸を垂たらす。

　崖の上からでは海面の魚ぎよ影えいがほとんど見えないということもあり、ビーチに比べればかなり釣りにくかったものの、時間と共に段々と釣れていく。




『イワシ　一七センチ』

『オニオコゼ　三〇センチ』




「釣れるには釣れますけど、やっぱり今一つですね」

「やっぱりこの釣り竿じゃ限界なのかなあ」

　と、そうこうしているうちに、空が夕焼けに染そまりつつあった。

「そういえばこのゲームって時間の概がい念ねんがあるって言ってたわね」

「へえ。すごいな、時間が経たつと日も沈んでいくんだ」

　青い海と青い空が夕焼けで染まっていく光景は、ゲームとはいえロマンチックと表現するに相応ふさわしかった。

「釣った魚をポイントにしないといけないんだっけ？　岸きし嶺みね、ホテルに戻るわよ」

「う、うん」

　女の子を二人ふたり連つれてホテルに行く。考えてみると結構すごいシチュエーションだった。

　しかしここで躊ちゆう躇ちよしても無意味に恥はずかしくなるだけである。岸嶺は平静を装よそおいホテルへと戻った。

　ロビーに話しかけ、魚をポイントに変換してもらう。小型の魚ばかりだったとはいえ、数がそれなりにあったりボーナスがもらえたりで、それなりのポイントになったようだった。

「結構ポイント溜たまりましたね。これなら新しい釣り竿ざおも買えるんじゃないでしょうか」

「ま、明日あしたはショップってとこに行ってみましょ。Ｌサイズロッドの値段も知っておくべきでしょうし」

　ポイント変換が終わった頃ころにはゲーム内の時間はすっかり夜になっていた。そのまま自室へと戻る。

　綺き麗れいな部へ屋やだった。南国のリゾートホテルに相応ふさわしい広さがあり、天てん井じようも高い。窓からはもちろん綺麗な海が眺められ、置かれているベッドも大きく、一人ひとりどころか三人ぐらい同時に寝れるだろう。

「…………」

　こういうとき、若い高校生の頭に浮かぶのはしょうもない妄もう想そうばかりである。このベッドなら、杉すぎ鹿しかと鷹たか三み津つと並んで寝ても充分スペースがあるんだろうなあ、などと。

「あ、待ってください。ちょうどいいですからちょっとトイレ行ってきます」

「そうだね、じゃあちょうど一区切りしてるしちょっと休きゆう憩けいしようか」

　鷹三津はトイレに行き、岸きし嶺みねと杉鹿も思い思いに背を伸ばす。

（ふう、よかった、僕ぼくも頭を冷やそう）

　どうも今日きようは色々変な状況が続いている。

　まず鷹三津と杉鹿の関係だ。なぜああも二人ふたりは仲が悪いのか。まあそれはもうどうしようもないにしても、あの女の子二人に挟はさまれた環かん境きようというのはどうにかならないものなのか。

　年とし頃ごろの女の子からはいい匂においがする、というのは物語でよく聞く話だったが、あれは間違いなく事実だ。とにかく左右からいい匂いがして頭がクラクラしてくる。なおその上に、こうして座っていると常時二人の体と触れ合ってしまう状態のため、女の子の柔らかさと暖かさとが一いつ緒しよに伝わってくるのだ。

　なんだか段々頭が変になってくるようだった。

（だ、ダメだ、こんな気持ちでゲームやってたんじゃ色々申もうし訳わけないよ。もっとゲームに集中しないと）

「岸嶺、あんた何ブツブツ一人ひとりごと言ってんの？」

「え？　あ、ごめん、気にしないで」

　どうも口くちに出てしまっていたらしい。恥はずかしくなって、岸嶺は慌あわてて話を切り替えようとした。

「そ、それよりいい機き会かいだから訊ききたいんだけど……杉鹿と鷹たか三み津つさんってなんか仲よくないよね？　な、何でだろ？」

　途と端たんに杉鹿は不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向いた。

「別に、あんたには関係ないでしょ。……いえ違うわね、関係なくはないけど、あたしがあんたに言うことは何もないわよ」

「そ、そうなの？」

　やはり自分にも何か関係のあることらしい。しかし、その理由について詳しく問いただせる雰囲気ではなさそうだった。

「お待たせしました、再開しましょう」

　そうこうしている内に鷹三津が戻り、三人は再び椅い子すに座った。

　だがこのとき、さらなる異変が岸嶺を襲おそった。

「…………」

　なぜかは分からないが、明らかに先ほどより鷹三津と体が触れている部分が大きくなっていたのだ。

「ねえ、ちょっと、あんたたち？　なんでそんなに体寄せ合ってるわけ!?」

「え!?　ぼ、僕ぼくは何も……」

　目ざとく杉すぎ鹿しかにそう指摘され、慌あわてて言いい訳わけしようとするものの、対照的に鷹たか三み津つは平然とした態度を崩くずさなかった。

「できるだけ真まん中なかによった方が画面が見やすいんです。別に杉鹿先せん輩ぱいには関係ないことじゃないですか」

「……あっそう！　それもそうね」

　なぜか杉鹿の返答には妙な迫力があった。

　相変わらず理由はよく分からないが、どうやら彼女はまた怒っているらしかった。

「……！……」

　そして次の瞬しゆん間かん、岸きし嶺みねは息を吞のんだ。

　なぜか杉鹿も体を密着させてきたからだ。

　しかも杉鹿の顔をチラリと見ると、恥はずかしいのか少し顔が赤い。

「ちょっと、杉鹿先輩こそ岸嶺先輩に近すぎませんか？」

　やはり目ざとく鷹三津が指摘してくる。

「Ｗｉｉコンを振りやすい位置に移動しただけよ。できるだけセンサーバーの前にいた方がいいじゃない？　大体、あたしたちが何をしようとあんたには関係ないんじゃないの？」

「…………」

「…………」

　岸嶺を文字通り体で挟はさみ込んで、二人ふたりの少女たちは視し線せんで火花を飛ばし合っていた。

（ダメだ、頭が変になる……！）

　二人がなぜまたこんな争いをしているのかはもういい。そんなことより、杉鹿と鷹三津という美少女二人が、薄うすい制服越しにこうも密着しているのだ。柔らかい感触と暖かさが伝わってくる上に、甘ったるい香かおりが鼻び腔くうをくすぐってくる。気を抜くと頭がどうにかなりそうだった。（そ、そうだ！）

　自分の特技のことを思い出す。天てん道どういわく、《魂の転生者ソウル・トランサー》。意い識しきが高まると、ゲームの中のキャラクターと一体化してしまうという特技だ。

　普ふ段だんなら自分でもそれどうなの、と思わないでもない特技だが、今はその力が欲しかった。もしゲームの世界に没入できれば、少なくとも二人の体の柔らかさと暖かさとその他諸もろ々もろは気にしなくてよくなるかもしれない。

（ここは南国、僕は杉鹿とみやびちゃんを連れて釣つりに来たんだ……）

　自分に暗示をかけるように、心の中でそう呟つぶやく。

「じゃ、じゃあ始めるよ」

　ゲームはホテルの自室に戻った状態で止まっている。岸嶺はキャラをベッドに移動させ、寝させた。と同時に自身も目を閉じる。

（僕ぼくが目を覚ましたら、きっと南国のホテルの中だ。でもって杉すぎ鹿しかとみやびちゃんと大物を釣つりにいくんだ……）

　そしてゲームの中で夜が明けると同時に、岸きし嶺みねもゆっくりと目を開いた。




　　　　◆





　僕は窓の外から入ってくる強い日差しに目を覚ました。

　伸びをしながらベッドから下りる。

（あれ？　ここは[image: ][image: ]？）

　あまりに広くて豪ごう華かな部へ屋やに一いつ瞬しゆん混乱する。しかもその上に、窓の外には美しい海が広がっていた。

（あ、そうだ、僕は釣りに来てたんだっけ）

　とりあえず部屋を出る。

「ちょっと岸嶺、何ぼーっとしてんのよ。さっさと釣りに行くわよ」

　ホテルのロビーには、二人ふたりの釣り仲間が待っていた。杉鹿とみやびちゃんである。二人ともタンクトップにショートパンツと実に南国らしいラフな格かつ好こうだ。

　もっとも、それはつまり華きや奢しやな肩だの白い脚だのが露あらわになるということで、僕としてはいささか視し線せんに困る。特に二人とも同等に胸の膨ふくらみがあるものだから、前からはともかく横から見るとわりと見えてはいけない部分が見えてしまいそうで恐ろしい。

「昨日きのうは東側を見て回ったし、今日きようはショップがある西側に行くのよね？」

「あ、そういえばそういう話だったね」

　杉鹿の提案で、まず砂浜へ出た僕たちは西へと向かった。

「結構人がいますね。話しかけてみましょうよ、サメの情報が聞けるかもしれません」

　鷹たか三み津つの提案はもっともで、僕たちは道みち端ばたの人に片かたっ端ぱしから話しかけていった。

　その甲か斐いはあったらしく、ある女性が次のような話を聞かせてくれたのだ。なんでも獰どう猛もうな魚がいるらしいので、岩場には近づかない方がいいと。

「岩場かあ。そういえば昨日、ゴールデン・クリフに行く途と中ちゆうにあったよね？」

「ビッグキャッチ・ロックのことですね。やっぱりあそこに大物がいるんですよ」

「でも、どうせ今使ってるロッドじゃ釣れるものも釣れないでしょ」

「うん、じゃあとにかくショップに行ってみようか」

　かくして僕たちは当初の目的であるショップを探した。幸い、見つけるのは難むずかしくなかった。浜辺を西へ向かうと桟さん橋ばしが見え、その先に建物があったのだ。

　入ってみるとやはりショップだったようで、中には所ところ狭せましとロッドやリールが並んでいた。

「へえ、Ｌサイズっていっても色々種類があるんだね。やっぱり高いやつの方が釣つりやすいのかな？」

「構わないわ、一番安くてもいいからＬサイズのロッドとリールを買っておきましょ。あとは腕でカバーすればいいのよ」

「[image: ][image: ]さすが杉すぎ鹿しからしいよ」

　僕ぼくは押し切られるようにＬサイズ用のロッドとリールの内、一番安いものを購こう入にゆうした。というより、どのみち質の高いものを買う予算もなかったのだ。

「岸きし嶺みね先せん輩ぱい。あとＬサイズ用のエサも買っておかないと」

「あ、そうだった」

　困ったことにエサの種類というのが実に豊富だった。安いが釣れにくそうなもの、幅広い種類の魚が釣れるが釣れにくいもの、その逆に釣れやすいけど高いもの、値段は手ごろだけど釣れる魚の種類が限定されるもの、などだ。

「どうしよう、なんか一杯エサがあるんだけど、どれを買えばいいかな？」

「なんでもいいから買えるだけ買っとけば？　とにかく魚が釣れればエサ代ぐらいすぐ回収できるでしょうし」

「なるほど[image: ][image: ]」

　高いポイントを支払ってＬサイズの釣り竿ざおを買ってしまった以上、あとは釣って釣りまくるしかない。杉鹿の提案はもっともだった。

「とりあえず色々買ってみたよ。えーと、じゃあ次は[image: ][image: ]岩場に行けばいいんだっけ」

「あ、その前にサメ調ちよう査さの報告にいきませんか？　何か情報がもらえるかもしれません」




「え？　サメ調査の報告？　なんだっけ、それ」

「忘れたの!?　ゴールデン・クリフに行ったとき、そんな依頼を受けたじゃない」

「あー。あったね、思い出したよ」

　かくして僕たちはてってけ海辺を走り、ゴールデン・クリフに移動し、依頼人に調査結果を報告した。




「サメを釣り上げてきてくれないか？」




　依頼は無事終わったものの、続けざまにそんな依頼を提案される。

「やっぱりこうなるんですね。あとはビッグキャッチ・ロックでサメを釣るだけですよ」

「これで今日きようの勝負は決まりそうね。そのサメを最初に釣り上げた人の勝ちってことでいいでしょ」

「あ、そういえばそんな勝負してたっけ[image: ][image: ]」

　どうも記き憶おくがぼんやりしてたが、僕はすぐにそのことを思い出した。勝てば二人ふたりに好きな命令を出せるという、とんでもない勝負だ。

　できれば勝ちたかった。いや、別に何か杉鹿やみやびちゃんに変なことをさせようというわけじゃない。ただどうも二人の仲がよくないらしいので、僕が勝つことでこれ以上二人の仲がこじれるのを避けたいのだ。

　かくして僕たちはビッグキャッチ・ロックに到着した。いわゆる磯いそ辺べというところなのだろう、日本の映画が始まるときなんかによく映し出される岩場のような場所である。

「じゃあ釣つってみようか。Ｌサイズの釣り竿ざおも用意してみたし」

「いいわ、とっととサメ釣って決着つけてやるわ」

「そうはいきません。勝つのはわたしですから」

　かくして僕たち三人は、同時に釣り竿を投じた。




　　　　◆




「[image: ][image: ]なかなか釣れないわね」

　初めてのＬサイズの、しかも安物の釣り竿のせいか、何分経たっても僕たちにはなかなかアタリが来る気け配はいがなかった。

「このエサじゃダメなのかな？　結構種類があったし」

「いえ、ひょっとして投げ込む場所が悪いんじゃないでしょうか。Ｌサイズって言うぐらいですし、もっと遠いところにいるんじゃ」

「あ、それあるかも」

　僕は一度リールを巻き上げた。

「もっと遠くに[image: ][image: ]えい！」

　竿を真まっ直すぐに立て、そして気合いと共に投じる。しかし力みすぎたのがよくなかったらしかった。

「ちょっと、二〇メートルぐらいしか飛んでないわよ？」

「ま、まだあまり慣なれてないからだよ。でも今のでコツ分かったから！」

　言いい訳わけがましく僕はリールを巻き直すと、再びロッドを振る。

　これでまた失敗していたら目も当てられなかったが、幸い今度はうまくいった。ウキははるか三〇メートルは飛び、ちゃぽんと海面に浮かんだのである。

　しばし遠くのウキを睨にらみつける時間が続く。

「なによ、やっぱりダメじゃない」

「いや、待って。来た！」

　ビクンビクンと震ふるえる感覚が手に伝わり、すかさず僕は竿を振り上げた。

　紛まぎれもないアタリだった。海面にバシャバシャと水柱が上がり、僕ぼくはすかさずリールを回す。

「がんばってください先せん輩ぱい、初めての大物ですよ！」

「う、うん。そうしたいのは山々だけど[image: ][image: ]あれ？」

　釣つり竿ざおを操あやつっている僕にはすぐに分かってしまった。なにせ質の悪い釣り竿で大型の魚を釣ろうとしているのだ。相当な苦戦が予想されるところだったが、なぜか抵抗らしいものがまったく感じられないのだ。

「この手て応ごたえのなさ[image: ][image: ]。まさか！」

　その答えは、すぐに明らかになった。




　僕が釣り上げたのは、七六センチもある海かい藻そうだった。




「あはははは！　ここで海藻って岸きし嶺みね、あんたこういうときホントに外さないわね！　ネタ的な意味で！」

「で、でも七六センチって今までで一番大きいですよ。この分ならきっと大物もかかりますって！」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　大笑いする杉すぎ鹿しかに、なんとかフォローしようとするみやびちゃん。そして渋しぶい顔をする僕。

「で、でもこれで一応釣れないわけじゃないってことは証明されたわけだよね」

「釣れるのが海藻や流木じゃダメじゃない。ま、いいわ。ここは岸嶺にならって遠えん距きよ離り狙ねらいにしてみましょ」

　かくして僕たちは再び釣り糸を垂たれた。できるだけ遠くを狙って。

　しかし、相変わらずエサの食いつきは悪かった。しばらく無言の時間が続く。

「あ、来た！」

　不意に声を上げたのは杉鹿だった。うまく針がかかったらしく、魚との戦いが始まっている。

「え、なにこれ!?　すごい引きだわ！」

　どうやら今度こそ大型の魚がかかったようだった。その抵抗は相当なものらしく、杉鹿は何度もリールを回すのを停止して魚の力を受け流さなければならなかった。

　しかしリールを止めれば魚はどんどん沖の方へ逃げてしまう。その度たびに杉鹿は何度もリールを回し直すハメになり、魚との距離はなかなか縮ちぢまらなかった。

　それでも杉鹿はチャンスを逃のがさずリールを巻き続けた。それと共に魚の抵抗も段々と弱まっていき、段々岸辺へと近づいてくる。

「ひょ、ひょっとしてこれがサメなんでしょうか」

「ふっふっふ、悪いわね鷹たか三み津つ。この勝負、あたしの勝ちだわ！　[image: ][image: ]あ、あれ!?」

　残り一メートル、もう釣り上げる寸前というところで一いつ瞬しゆん杉鹿が焦あせった声を上げたのは、接近してきた魚ぎよ影えいがやたらと細長かったためだった。それは僕ぼくが何度も釣つり上げてきた流木によく似ている。

　とはいえ、本当に流木だとしたら、杉すぎ鹿しかもあんなに苦戦しなかったはずである。

　答えはすぐに明らかになった。杉鹿が釣り上げた獲え物ものは、ウツボだったのだ。

「ウツボ[image: ][image: ]!?　なにコレ、細長くて変な魚ね、枝かと思ったわ」

「すごいよ杉鹿、八八センチもある。今のところ一番の大物だよ」

「でも、結局サメじゃありませんでしたね」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　微妙に毒のあるみやびちゃんの一言で、二人ふたりはまた静かに睨にらみ合った。僕は口を挟はさむタイミングを逸いつしてしまい、何も言えない。

「ふん、まだ釣れてないあんたに言われたくないわ」

「まだ始めたばかりなんです、わたしが釣るのはこれからですよ」

「そ、そうだね、頑がん張ばろう、みんな」

　かくして勝負は白はく熱ねつし始め、僕たちは再び釣り糸を垂たらすのだった。




　　　　◆




　しかし、エサが悪いのか場所が悪いのか、あるいはただの偶然か、またしばらく魚がかからなかった。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　みんな自分のウキの動きに注目していることもあって、自然と僕たちの口数は少なくなってしまう。

　ただ、その沈ちん黙もくがひどくもったいないような気がした。杉鹿とみやびちゃんはどうも仲がよくないらしい。そして釣りにはコミュニケーションという目的もあるはずなのだ。父親と息子むすこが釣り糸を垂らし、魚がかかる間に話をして絆きずなを取り戻す、などという展開は小説や映画でよく見かける。

　今こそ二人の仲を取り持つ好こう機きじゃないのか。なんとなくそう思う。しかし、どうやって会話を切り出せばいいか分からなかった。

「そういえば、あんたたち幼おさな馴な染じみだって言ってたわよね？」

　同じようにコミュニケーションを取りたがっていたのかは分からないが、そう切り出したのは杉すぎ鹿しかだった。

「うん、そうだけど」

「それっていつぐらいのことなの？　どこで知り合ったわけ？」

　せっかくの会話のチャンスである。岸きし嶺みねはこの機きを逃のがすまいと口を挟はさんだ。

「よ、幼稚園のときだよ。僕ぼくも鷹たか三み津つさんもそのときから外で遊ぶことが少なくてさ。だから一いつ緒しよに本ばかり読んでたんだ」

「ふーん。そ」

　どういう意図があったかは分からないが、杉鹿は黙だまり込んだ。

「わたしからもちょっと訊ききたいんですけど」

　と、今度はみやびちゃんの方が質問を投げかける。

「杉鹿先せん輩ぱいと岸嶺先輩って、ただのチーム仲間なんですよね？」

「そ、そうよ。それがどうしたのよ？」

　杉鹿の声にはなぜか少し動どう揺ようがあった。

「よかった。じゃあチームの一員ってだけで、それ以上は特に何もないわけですね？　安心しました」

　一体何をどう安心したのか、それにチームの一員以上とは一体どういう意味なのか。気になることは多かったが、なぜか訊くのが恐ろしくてそれ以上なにも口にできない。

「そ、そうよ。あたしと岸嶺はただのチーム仲間よ。でもね、岸嶺はこの間あたしにこう言ったのよ。あたしみたいな可愛かわいい女の子のためなら、喜んで力になりたいってね」

「え？　え？」

　なんとなく僕は全身から冷や汗が噴ふき出すのを感じた。

　確たしかにそんな台詞せりふは言った。しかし、よりにもよってみやびちゃんの前でそのことを明らかにされると、なぜか後ろめたい。

「岸嶺先輩、本当にそんなこと言ったんですか？」

　問い返すみやびちゃんの目には、普ふ段だん見たことがないような鋭するどい光が宿ってるようだった。

「え。あ、ええと、うん、言ったような言わなかったような──ああいや！　うん、言った、言ったよ」

　口を濁にごそうとしたのを慌あわててやめたのは、杉鹿の視し線せんが恐ろしかったためである。

「で、でも！　それならみんなそうだよ！　天てん道どう部長や鷹三津さんにだって、僕なんかで力になれることがあったら喜んで力になるつもりだから！」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　フォローのつもりでそう口にしたものの、返ってきたのは二人ふたりのやたらと冷たい視線だった。

「[image: ][image: ]忘れてたわ。岸きし嶺みねってこういう性格だったわね」

「[image: ][image: ]ええ。昔から全然変わってません。本当に誰だれにでも優やさしいんですよね。誰にでも」

「え？　え？」

　よく分からないが、誰にでも優しいという評価は、決しては悪いものではないに違いないはずなのだ。僕ぼくとしてはそう思うのだが、左右の女の子たちの視し線せんは、なぜか険けわしいままだった。

「ねえ。そろそろ釣つり場ば変えない？　ここじゃどうも食いつき悪いし、釣れたとしてもウツボだし。とてもサメなんて釣れそうにないわ」

「そうですね。岩場でサメが目もく撃げきされたってだけで、ここにいるとは限りませんし。ひょっとしてゴールデン・クリフの方にいるんじゃないでしょうか？　あそこも岩場といえなくもありませんし」

「そうね。Ｌサイズの釣り竿ざおがあるなら、今までに釣れなかった新しい魚も釣れるんでしょうし。岸嶺、ちょっと移動してよ」

「あ、うん、分かったよ」

　なぜかさっきまで仲が悪かったはずの二人ふたりは、明らかに先ほどより少し仲が良くなっているように感じられた。

　むしろ僕の方が少し蚊か帳やの外に置かれているような気さえする。まあとにかく、二人の仲が改善したのであれば無意味に釣り糸を垂たれていた意味もあったというものだ。

「ええと、ゴールデン・クリフか。すぐそこだったね」

　釣り竿をしまい、東へ向かって歩かせる。

「ちょっと。なんで手動で移動してんのよ。マップから移動しなさいよ」

「え？　マップから移動ってどういうこと？　ゲームじゃあるまいし、そんなことできるわけないよ」

　当たり前のことを口にすると、なぜか杉すぎ鹿しかは不ふ思し議ぎそうな目で僕を見た。

「き、気付かなかったわ[image: ][image: ]。いつからあんた、トランス状態になってたのよ？」

「[image: ][image: ]なんのことですか？　トランス状態って」

　僕の疑問を、みやびちゃんが代弁してくれる。

「いいわ、別に支障ないし。じゃあとっとと移動してよ、どうせすぐ隣となりだし」

「あ、うん」

　杉鹿もときどきわけの分からないことをいう。

　かくして僕たちはビッグキャッチ・ロックからゴールデン・クリフに移動することとなった。

　だが、その途と中ちゆうで不意に鷹たか三み津つが声を上げたのだ。

「あれ？　ちょっと待ってください、今左の方に何かありましたよ？」

「え？　何かって？」

「ちょっと戻ってみてください。ほら、その岩のところに穴が」

「あ、ほんとだ」

　かなり見え辛づらいが、岩場の真まん中なかに確たしかに人が通り抜けられるような穴──いや、トンネルがあった。

「え？　なに？　ひょっとして隠かくしエリアとかそういうの？」

　杉すぎ鹿しかの感想は決して間違ってはいないようだった。

　トンネルを抜けた先には、目が覚めるような真っ白な砂浜と、青い海とが僕ぼくたちを待っていたのだ。

「へえ、綺き麗れいな砂浜ですね。ほら、『紅くれないの豚ぶた』に出てくるような」

　アニメに疎うとい僕も、宮みや崎ざきアニメぐらいは知っていた。

　紅の豚に出てくる砂浜といえば一つしかない、コの字型の崖がけに囲まれた白い砂浜だ。そこが実は主人公のアジトで、ヒロインと触れ合うというシーンがある。

「どうみても秘密の釣つり場って感じね。ここで釣りしてみましょ、絶対何か釣れるはずだわ」

　杉鹿の提案に反対する者はおらず、僕たちは真っ白な砂浜を抜け、波なみ際ぎわに立った。

「あ、すごい。そこら中魚だらけですよ」

　海面には無数の魚ぎよ影えいが見えた。中には見たこともないような大きな魚影もある。確かにここなら大物が釣れそうだった。

「そうだ。せっかくだからエサも変えてみようか」

「そうね。さっきの岩場で全然釣れなかったエサを使い続ける理由もないでしょうし。他ほかのエサって何があるの？」

「色々あるよ。さっきまで使ってたのは『ワイドレンジ・ラージ』ってやつだね。なかなかヒットしにくいけど、幅広く魚が釣れるってあったから使ってみたんだけど。あと買ってあるのは、『レッドベイト・ラージ』と『イエローベイト・ラージ』と『ブルーベイト・ラージ』だね」

「赤と黄き色いろと青ってことですか[image: ][image: ]。うーん、こればかりは情報がないと何とも言えませんね」

「ここは一点突破に賭かけるべきよ。岸きし嶺みね、その三色の中から適当に選えらびなさい」

「ええ!?　なんかプレッシャーだなあ」

　何せ三色もわざわざ用意されているのだ。この釣り場に合ったエサ、合わないエサというのも絶対にあるのだろう。

「あ、そうだ。じゃあ『イエローベイト・ラージ』にしてみよう」

「妙に自信ありそうじゃない。なんか理由でもあるの？」

「いや、杉鹿の髪の色が目に入ったから」

「[image: ][image: ]何よそれ。あたしの頭はエサってこと？」

「そ、そうじゃないよ。杉鹿の髪って金きん色いろですごく綺麗じゃないか。だからそれにあやかったってことだよ」

「あ、あんたねえ[image: ][image: ]」

　なぜか杉すぎ鹿しかは口ごもった。その顔は少し怒っているようで、妙に紅こう潮ちようしているように見えた。フォローはしたつもりだったが、やはりエサ扱いはまずかったのかもしれない。

「ときどきするっとそういう言葉が出てくるんですね[image: ][image: ]」

　みやびちゃんでさえ、どこか呆あきれているようにも見えた。

「と、とにかく釣つろうよ！　ほら、もう時間ないし！」

　いたたまれなくなってとにかく釣り糸を投じる。

　二人ふたりがどう思っているかは分からなかったが、とりあえず彼女たちも同じように釣り竿ざおを振った。

「あ、すごい。もう来ました」

　入れ食いだった。いきなりみやびちゃんのウキに反応があったのだ。

　バス釣りの経けい験けんがあるらしいみやびちゃんは見事なタイミングでロッドを引き上げ、魚をヒットさせた。

「な、何これ!?　すごく大きいです！」

　みやびちゃんはかつてない魚との激げき闘とうに巻き込まれたようだった。

　反応からして相当な大物だと分かる。みやびちゃんが少しリールを巻いただけでロッドは折れそうなほどにギシギシと悲鳴を上げた。

「しっかりしなさい、どんどん離はなされてるわよ！」

「そ、そんなこと言われても！」

　魚の抵抗が強い間は無理にリールを巻くわけにはいかない。かといって何もしなければどんどん距きよ離りが離されていく。どうにか抵抗が弱まった間にリールを巻くものの、すぐにまた魚の抵抗が糸と釣り竿に大きな負担をかけるのだ。みやびちゃんも魚の動きに合わせて効果的に釣り竿を操あやつっているのだが、魚との距離は縮ちぢまるどころか四〇メートルぐらいにまで開こうとしていた。これ以上距離が開いては、ウキさえ見えなくなる。

　そうなるとみやびちゃんのリールの巻き方にもどうしても強引さが出てくる。多少魚の抵抗が強くてもどうにかリールを巻こうとするのだが、それがまずかった。

「あ」

　糸が切れたのだ。

「す、すいません。逃げられちゃいました[image: ][image: ]」

「別にあんたが謝あやまるようなことじゃないわ。やっぱりあれがサメなんでしょ。それが分かっただけでも収しゆう穫かくよ」

「わたしも今ので一つコツを摑つかみました。ほら、海面に魚ぎよ影えいが見えるじゃないですか。あの中で一番大きいのがきっとサメです。その近くにウキを投げられれば多た分ぶん釣れますよ」

「あ、あれがそうなんだ？　それが分かればだいぶ楽になるよ」

　これまでＬサイズの釣つり竿ざおにしてから今一つ食いつきが悪かったのは魚ぎよ影えいという要素をほとんど気にしていなかったからかもしれなかった。

「[image: ][image: ]よし、やってみよう」

　この釣り場が相当な穴場なのは確たしかなのだろう、海面を見れば多くの魚影があり、その中にチラホラと大きなものもある。

　Ｌサイズの釣り竿を使っている以上、余計な小魚がかかる可能性はないだろう。となればサメとおぼしき魚影のみを狙ねらえばいいのだ。

「えい！」

　一足先に、杉すぎ鹿しかが釣り竿を振った。

　さすが狙うのは得意らしい。投じられたウキは、海面に浮かぶ大きな魚影の真上に見事に浮いた。

「あ、バカ！　なんで逃げるのよ！」

　しかし、真上に落ちればいいというものでもないようだった。魚影はなぜかエサから遠ざかっていったのだ。

「そうか。魚の進路上に投げないとダメなんだ」

　魚の立場になれば当然だ。いきなり真上に異物が落ちてくれば、食いつくよりも先に怖がって逃げるだろう。

「[image: ][image: ]よし、僕ぼくも」

　あらためて竿を構える。杉鹿やみやびちゃんのお陰で、必要な情報はすべて集まった。

　サメが相当な抵抗をすることは分かっている。となれば、沖の方でヒットさせてもみやびちゃんがそうであったように岸へ引き寄せる前に逃げられてしまうだろう。逆に、多少なりとも浜に近い方でヒットさせれば、サメの抵抗があっても多少余裕が出るはずなのだ。

　僕は浜にもっとも近い大きな魚影に狙いを定めた。

「それ行け！」

　サメの鼻先目め掛がけてウキを投じる。残念なことに狙ったところよりいささか遠くに飛び過ぎてしまった。

　だが、飛び過ぎた分には問題ない。リールを巻いて調ちよう整せいすればいいだけの話だ。

「よし、どうにかなったぞ」

　どうにか魚影の進路上にウキが浮かぶ。

　魚影がウキに近づいてくる。僕は目を閉じた。もうここまで来ればあとは食いつくのを待つだけだ。視覚などなくてもいい。ただサメがエサに食いつき、釣り竿が震ふるえる瞬しゆん間かんさえ感じ取れればそれでいいのだ。

　ピクン。釣り竿が動いた。

「今だ！」

　すかさず僕ぼくはロッドを振り上げた。

　かかった。水面にバシャバシャと水柱が上がる。

　まず魚の抵抗をいなさなければならない。僕は魚が逃げようとする方向と反対側に釣つり竿ざおを傾け、リールを回した。

　しかし、みやびちゃんがそうだったように、魚の抵抗は相当なものだった。リールを少しでも巻けば糸の負担が強くなり、すぐにでも切れてしまいそうだ。

　それでも、できるだけ浜辺近くの魚ぎよ影えいを狙ねらったため、彼ひ我がの距きよ離りは一〇メートルもない。これなら多少強引にでもリールを巻き上げて一気に釣り上げられるかもしれない。

「無理しないでください、糸なんてすぐ切れてしまいますから！」

　しかし、みやびちゃんの声に、僕は反射的にリールを巻く手を止めていた。

　確たしかに相手は大物なのだ。しかも釣り上げたばかりで元気が有り余っている。ここで強引に釣り上げようとすれば、一いつ瞬しゆんで糸など切れてしまうかもしれない。

「うわ、あっという間に距離が[image: ][image: ]！」

　魚の方も必死らしい。僕がリールを回すのを止めた瞬間、凄すごい勢いで沖へ沖へと逃げていく。

　一〇メートルほどだったはずの距離は、いつの間にやら二〇メートルにまで離はなされていた。

「だ、ダメだ、この竿じゃ！」

「バカっ！　ゲーマーが言いい訳わけするのは負けたときだけよ！　負けない限りは意地を見せなさい！」

　杉すぎ鹿しかの声が僕に冷静さを取り戻させてくれた。

　どうにか釣り竿が安定するのを待ち、すかさずリールを回し続ける。しかしまたしても一瞬で竿はへし折れそうなほど悲鳴を上げる。

　やむなくリールを回す手を止める。そうなるともちろん魚も遠くへ逃げていこうとする。

　明らかにリールを回している時間よりも魚が逃げている時間の方が長かった。最初にヒットさせたときには一〇メートルほどだったはずの距離が、今や三〇メートルを超えようとしていた。

「くっ！」

　こうなるといよいよ魚を逃がすまいとリールを巻くタイミングをシビアにせざるを得ない。もう釣り竿はブルブルと悲鳴を上げっぱなしだったが、それでも逃がしてしまうよりはマシなはずだった。

「ダメです、先せん輩ぱい！」

　と、そのときみやびちゃんが取った行動はまったく意外なものだった。

　リールを回している僕の右手に、自身の手を添そえたのだ。

「え！」

　突然の柔らかく暖かな感触に、自然僕の手が止まった。

「焦あせっちゃダメです、それでわたしも逃げられたんですから！　大丈夫です、時間をかければきっと魚も弱ってくるはずです！」

「[image: ][image: ]分かったよ、もうちょっと粘ねばってみる！」

　こうなったら根比べである。三〇メートル、四〇メートル引ひき離はなされようと今はただ釣つり竿ざおの方向を魚の向きとは逆に向け、ただひたすら粘る。

「バカっ、反応が遅いのよ！」

　と、そのときまたしても僕の手に柔らかく暖かな感触が重なった。

　今度はロッドを持つ手に杉すぎ鹿しかの手が添えられていたのだ。そして魚の動きに合わせてぐいっとすばやく倒される。

　さすがＦＰＳで鍛きたえた反射神経というべきか、彼女のリードは迅じん速そくかつ丁てい寧ねいで、魚の抵抗は極限まで抑おさえられ、釣り竿の震ふるえはあっという間になくなっていった。

「今です先せん輩ぱい、回してください！」

「あ、うん！」

　考えてみると凄すごい状況だった。右手にみやびちゃん、左手に杉鹿が、体を密着させて釣りのリードをしてくれるのだ。

　付け加えると、二人ふたりとも胸が大きい方なのだ。それが左右から密着してくるのだから、色々と大変なことになっていた。

　だが少なくともこのときばかりは、男子としての本能よりも釣り師としての情じよう熱ねつが勝まさった。

　二人にここまで手て伝つだってもらった挙あげ句く、この大物を逃のがすわけにはいかない。リールを巻く。ロッドを左右に倒す。そして再びリールを巻く。

「行けるわ！　絶対疲れてきてるわよこいつ！」

「先輩！　もう一息です！」

　明らかに状況は改善していた。やはりこれだけ引っ張りまわされれば、魚も疲れるらしく、一時は四〇メートル近くまで離されていた距きよ離りがだいぶ縮ちぢまっていた。魚が逃げる時間よりもリールを巻く時間の方が長くなっている。

「うおおおおお！」

　魚の最後の抵抗をいなし、僕はラストスパートをかけた。

　彼ひ我がの距離がどんどん縮んでいく。あと一〇メートル、五メートル、三メートル。

　そしてついに距離がゼロになったその瞬しゆん間かん。




　大きく魚が跳はね上がった。水を撒まき散らしながら、陽光をキラキラと反射させながら大きく空へ舞まい上がる。

　僕は、釣った魚を右手に掲げた。グロテスクだが大きな魚を。

「やった、ネコザメだ！　釣れたんだ！」

「おめでとうございます、先せん輩ぱい！　一二五センチもありますよ！」

「ま、よくやったわ。ここまで来て逃がしたんじゃゲーマー失格だもの」

　みやびちゃんはもちろん、杉すぎ鹿しかでさえ多少言葉を選えらびつつも率直に褒ほめてくれた。

「それにしても、ネコなんて可愛かわいらしい名前がついてるわりにはすごくグロテスクな魚ね」

「そ、そうだね」

　その魚は、サメというわりには獰どう猛もうさに欠けていたし、魚としても美お味いしそうでもなく、ネコというわりには可愛くもなかった。

「でもほら、目標としていた魚をみんなの力を合わせて釣つったんだし、魚の形なんてどうでもいいよ」

「[image: ][image: ]あんたって、本当に臭くさそうな台詞せりふをすっと言えるわよね」

「あ、そういえば一番大きな魚を釣った人が勝ちってことでしたね。じゃあこれで岸きし嶺みね先輩の勝ちですよ」

「そうだったわね[image: ][image: ]。変な約束しちゃったわ。ま、勝負は勝負よ、岸嶺。何なりと命令すればいいわ」

「え」

　二人ふたりの可愛い女の子を好きにできる。そんな約束事を思い出して、僕ぼくの胸が一いつ瞬しゆんながら熱あつくなったのは事実だった。

　しかし、想像するならともかく、実行に移すほどの度胸がないのが僕である。

「い、いいよ、そんなこと。二人の手助けがなかったら、とてもあんな大物釣れなかっただろうし」

　こんな秘密の釣り場を見つけたり、長年の経けい験けんからアドバイスをくれたりと、二人の助力がなければあんな大きな魚は決して釣れなかっただろう。

　それに、少なくとも釣りをする前まではどこかぎこちなかった杉鹿と鷹たか三み津つの仲が、多少なりとも改善されたような気がするのだ。それだけでも、今日きようこうして釣り糸を垂たれた価値はあったと思えるのだ。

「ダメよ、そんなの」

　しかし、どういうわけか杉鹿は許してくれなかった。

「あたしたちにとって勝負事は絶対よ。それをなかったことにするなんて、あたしたちをバカにしてるようなもんよ」

「そうですよ。別に遠えん慮りよなんてしないでください、岸嶺先輩の言うことでしたらなんでもしますから」

　なんでもします。そのみやびちゃんの単語が、僕の頭の中でエコーした。なんでも。ということはつまり、なんでもなんだろう。

　これは神聖な勝負であり、それに僕は勝ったんだ。ということはつまり、彼女たちの言うように僕ぼくには命令する権利がある。

　ここは心のままに何か言ってしまうべきではないのか。いやいや、変なことを言って彼女たちの信頼を失うようなことがあれば何にもならない。自じ重ちようすべきなんだろう。

　だがしかし、勝負は勝負である。それは彼女たちも分かっているはずであって、ここで何をしても後に引くようなことは何もないかもしれない。

　僕の心の中で、しばらく天使と悪あく魔まが戦った。

　そして結局勝ったのは──天使の方だった。やっぱり基本的に僕は小心者らしい。

「じゃ、じゃあ[image: ][image: ]そうだ、また今度でいいから、一いつ緒しよに海に行こうよ。あ、いや、別に川でも湖でもいいんだけど。とにかく、みんなと一緒にまた釣つりがしてみたいんだ」

「そんなのでいいわけ？　ま、そうね。日本の夏は蒸むし暑いし、夏になったら付き合ってあげてもいいけど」

「わたしもいいです。ちょっとスケジュールがどうなるか分かりませんけど、是ぜ非ひ一緒に連れて行ってください」

　僕にはその答えで充分だった。

　彼女たちと、いつかまた今日きようのように釣り糸を垂たれることができる。その日を想像すると、今から楽しみだった。
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　ＪＧＢＣというゲーム大会は、日本全国で開かれている。

　ただし、その規模は様さま々ざまだ。大会の主催者は、ゲームメーカーや大規模量販店のような大企業だったりすることもあれば、街中にある小さな玩具おもちや屋やの店主、あるいは一部の好こう事ず家かだったりすることもある。また、どこかのイベント会場を借り切って行われるような大規模なＪＧＢＣもあれば、小さなゲームショップで行われるこぢんまりとしたＪＧＢＣもある。

　そしてＪＧＢＣは、四月から一二月までの期間中、月二回までという制限の中でなら、成せい績せきに関係なく何度でも参加することができる。しかも違うエリアのＪＧＢＣに出るならば──たとえば、関かん東とうエリアから近きん畿きエリアまで遠征するといった事をすれば、月二回までという制限も無視することができる。

　そして好成績を残せればＧポイントと呼ばれるポイントを得ることができる。このポイントは大会の順位と参加している人数に比例して大きくなり、たとえば自分の腕に自信があるのなら、大規模なＪＧＢＣに参加して優ゆう勝しようし、一気に稼かせぐといったこともできる。そして最終的に各エリアでもっとも多くのポイントを稼いだ参加者たちが、年度末に行われるＪＧＢＣ決勝大会に参加することとなるのだ。

　そのようなシステムだからこそ、ＪＧＢＣには公式サイトというものがあり、そこではいつもランキングが公表されている。参加者は自分、あるいは上位陣の順位をいつでも確かく認にんすることができ、また、過去に開催されたＪＧＢＣの上位入にゆう賞しよう者しやについても簡かん単たんに調しらべることができた。

　ときにはそのことが、他ほかのチームに何らかの影えい響きようを与えることもあった。
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　私立駿する河が坂ざか学がく園えんという女子校がある。

　それなりに歴史のある学園で、厳きびしい試し験けんをくぐりぬけて入学を許された女子生徒たちの評判はよく、地元でもお嬢じようさま学園として知られていた。

　その学園にも、ゲームをする部活というものがあった。部員の数は十人足らずと決して大きな部ではなかったが、同好の士たちが日々集まり、ごく普通の部として活動していた。

　部の名前は、電でん子し遊ゆう戯ぎ研けん究きゆう部ぶといった。

「あん、もう！　なんでそのタイミングから昇竜セビ滅に繫つなげられるのよ！」

　電子遊戯研究部の部長は、一いち条じよう美み結ゆという高三の少女だった。長い髪にヘアバンド、意志の強さを感じさせる大きな目が特徴の女子生徒である。やや気が強いところがあり、その一方で責任感に厚く面めん倒どう見みもいいことから下級生にも慕したわれていた。

「さすがは甲か斐いヶが原はらの部長ね。格ゲーで敵に回したくはない相手だわ……」

　五月も半ばに差し掛かったその日。部室内では数人の部員たちが、様さま々ざまなゲーム機きを用いて部活動に勤いそしんでいた。もちろん一いち条じようも例外ではなく、アーケードスティックを膝ひざの上に置いて格ゲーの通信対戦に興きようじていた。ただし対戦相手は野の良らではなく、交流のある高校のゲーム部である。

「部長。ちょっといいですか？」

　彼女に声をかけたのは、眼鏡めがねをかけた女子生徒だった。

　泉いずみ夕ゆう子こ。同じ三年で部の副部長を務つとめており、そのゲームの腕は一条も認めるところだった。

「ん？　どうしたの、泉？」

「これを見てください」

[image: ]

　そう言って彼女は部備え付けのノートパソコンを開いて見せた。

　画面に映っていたのはネットブラウザである。

「ＪＧＢＣの公式サイト？　それならあたしもチェックしてるけど」

「はい。でも、このランキングのことは恐らくご存知ないかと」

　副部長はパソコンを操そう作さして、あるランキングを表示させた。チーム戦部門のランキングである。

「え。これって……！」

　副部長が言わんとしていることを察する。ランキングの中ほどに、あるチーム名を見つけたのだ。『伊い豆ず野の宮みや学がく園えん現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶ』というのがそれである。

　伊豆野宮学園と言えば、お高くとまった金持ちのお嬢じようさまが大勢通っていることで有名な私立校である。一いち条じようが通っている駿する河が坂ざか学がく園えんもお嬢さま学園と呼べるところだったが、腹の立つことに伊豆野宮学園と比べると一つランクが下と言われている。

　しかもその理由が理不尽だった。学園の設備や歴史にそれほど差があるわけではない。しかし伊豆野宮の場合、理事長の方針らしいがとにかく秘密主義なのだ。たとえば生徒関係者以外には、それこそ入学希望者にさえほとんど学園内の情報は与えられないという。一条に言わせれば「ただの引ひき籠こもり学園じゃない」ということになるのだが、公表されている情報が少ないことが世間にとっては逆に神秘的に映るらしく、伊豆野宮の名を高めているらしいのだ。

　その学園の名を冠かんしたチームが、ＪＧＢＣに参加している。

「最近できたチームなのかしら？　それにしても、なんか許し難がたいわね」

「ええ、同感です」

　ゲームが大衆文化と認知されてからかなり時間が経たつ。特にＪＧＢＣが始まってからは、全国の学校にも多くのゲーム部が次々設立されている。しかし、その数が増えている一方で部としての質はなかなか向上することがなく、同好会レベルに留とどまっている学校は少なくないという。

　理由は簡かん単たんだ。五〇歳ぐらいの教師から見ればやはりゲームは遊び、それも金のかかる遊びと認にん識しきされているからだ。それを部活動にするのは不適格だし、ましてや部費でゲームを買うなど言ごん語ご道どう断だん、ということになる。また、ゲームというものは学生にとっては高価な品である。それゆえ一時は全国的にゲーム部の備品盗とう難なんが問題になった事があり、ゲーム部を見る世間の目はさらに冷えこんでしまったという。

　この電でん子し遊ゆう戯ぎ研けん究きゆう部ぶも、設立にあたっては頭の固い教師陣を説得し、どうにか部室と部費を確かく保ほしたりと、先せん輩ぱいたちの相当な労苦があったらしい。一条もその部を受け継ぐ部長として、たとえば「ゲームばかりやっていて成せい績せきが下がった」などと後ろ指を差されることのないよう、部活動のかたわら常に校内トップクラスの成績を収めるなど苦心してきたのだ。

　その神聖なるゲーム部という領域に、ライバルのお金持ちお嬢さま学園がノコノコ出てきてしかもあっさり四位を取ったという。なんとなく腹立たしかった。

「しかも、調しらべてみたところどうやらこれがチーム戦初出場らしいんです」

「なんですって？　できたばかりのゲーム部が、いきなりチーム戦に出てきて四位ってわけ？　ビギナーズラックにもほどがあるわね」

「はい。その上、場所が先週の秋あき葉は原ばら大会ですよ」

「……いよいよ許し難いわね。同じ女子校のゲーム仲間が増えるのはまあいいわ。でも、あたしたちの知らないところで暴あばれていい気になられるのはちょっと、ね」

　電子遊戯研究部は、先週の秋葉原大会には出場できなかった。大した理由はない。ただ副部長の泉いずみが法事だったというだけだ。チーム戦にはメンバー全員の都つ合ごうがつかないと出場できない以上、そういった事情で参加できなくなることは珍しくない。

　しかし、自分たちがたまたま欠場した大会でよその女子校の世間知らずのお嬢じようさまチームがいいところまで行ったと聞かされると、いよいよ癪しやくに障さわる。

「部長。初出場で四位まで行った伊い豆ず野の宮みや学がく園えんのことです、きっと調ちよう子しに乗ってまたすぐ次の大会に出てくるに違いありません」

「分かったわ、泉、皆まで言わないで。珠たま美み、それに白しら滝たきさん、ちょっといいかしら？」

　電でん子し遊ゆう戯ぎ研けん究きゆう部ぶにはＪＧＢＣのチーム戦に出場するためのチームが一つある。十人足らずの部員の中から選せん抜ばつされた実力者たちだ。一いち条じようが呼んだ二人ふたりは、いずれもそのチームメンバーだった。

「呼んだ、お姉ねえちゃん？」

　一人ひとりは一条珠美。二つ下の実の妹である。背が低いせいか、あるいは体の起伏に乏しいせいか、姉と比べて子供っぽく見られるのを気にしている多感な一年生である。

「もう、部室では部長と呼びなさいって言ってるでしょ」

「無理だよー、まだ入部して一月も経たってないんだよ？」

「一月も経ったら充分でしょうが。それより白滝さんは？」

「白滝先せん輩ぱい？　今日きようは来てないよー。ほら、再来週から中間テストじゃない？　白滝先輩、今週から部活休んでお勉強しないとまずいんだってー」

「なんですって!?」

　冷れい徹てつな事実に愕がく然ぜんとする。

　ＪＧＢＣは基本的に月末、あるいは月頭に、大きな会場を借り切っての大規模な大会が開かれやすい。世間一般の給料日が月末であり、ゲームが多く発売されるのもまた月末だからだ。

　だが、五月の末、あるいは七月頭などは例外だ。多くの学校でテストがあるからだ。秋あき葉は原ばらのような特殊な場所ではいつも通り開催されるが、それ以外の場所では開催時刻を遅くしてターゲットをサラリーマンに絞しぼるなど、少々趣おもむきが変わったりする。

「こればかりは仕方ないわね……。でもまあしょうがないわ、学生の本分は勉強だし……。それに、伊豆野宮だってどうせ同じよね」

「いえ、それが違うんです。以前聞いたことがあるんですが、伊豆野宮学がく園えんには中間テストがないそうです。期末考査だけだとか」

「えー、そうなんだ。いいなあ」

　妹の珠美が無邪気にうらやましがる。

「でもそれじゃ……またあたしたちのいないところで大きな顔されるってわけ？」

「いえ、諦あきらめるにはまだ早いですよ。ようは成せい績せきに影えい響きようのないメンバーで出場すればいいんですから。わたしは今からテスト勉強なんてする必要ありませんし、部長もそうですよね？　あと一人ひとりだけならどうにかなりますよ」

「ちょ、ちょっと待ってよ。それわたしも数に入ってるの？　わたしもそろそろ勉強しないとまずいんだけど。高校入ってから最初の中間テストなんだよ？」

「そんなに真ま面じ目めにならなくても大丈夫よ、あたしと泉いずみで勉強教えたげるし」

「えー。嫌いやだよ、お姉ねえちゃんってわたしが問題解けないとすぐ怒るんだもん……」

「あんたにはそれぐらいがちょうどいいのよ。それで泉、あと一人は誰だれか目め星ぼしついてるの？」

「はい。そこそこゲームができて、成せい績せきに影えい響きようのなさそうな人ならいるじゃないですか、そこに」

　泉が顔を向けた先に、一いち条じよう姉妹も自然と視し線せんを向けた。

　そこには、にへらと奇妙な笑い顔を浮かべてＰＳＰに熱ねつ中ちゆうしている若い男の姿があった。

　赤あか山やま卓すぐる先生。年ねん齢れいは二十代後半と、この駿する河が坂ざか学がく園えんでは若い部類に入る教師である。年齢が年齢だけにゲームへの理解があり、それゆえにこの部の顧こ問もんを務つとめてもらっていた。

「え、赤山先生？　そりゃ先生なら成績は関係ないでしょうけど。でも先生に補欠枠使っちゃうの？　もったいなくない？」

「補欠としてなら、むしろ先生の方が動きやすいと思うんです。なんだったら、どうせ伊い豆ず野の宮みやに挨あい拶さつするのが目的なんですから、臨りん時じで新しくチームを作ってしまってもいいかと」

「……それもそうね。分かったわ」

　納なつ得とくした一条は、赤山先生のもとへ向かった。

「先生、ちょっといいですか？」

　そう声をかけると、にへらと頰ほおを緩ゆるめながら画面に向かっていた先生は、慌あわてて表情を引ひき締しめた。

「え？　な、なんだい？」

「実はお願ねがいしたいことがあるんですけど。今度の土ど曜よう日びのチーム戦に出たいんですが、メンバーが足りないんです。なので先生に臨時で入ってもらいたいんですが」

「えー!?　ちょっと待ってくれ、今度の土曜日ってテスト期間が始まる直前じゃないか！　さすがにその時期にゲームの大会なんてまずいだろう」

「大丈夫です、メンバーはわたしや泉ですから。わたしたちの成績は先生の方がご存知でしょう？　ＪＧＢＣに出場したぐらいでテストの点は落としませんから」

「むう。そうは言うけどなあ、生徒だけじゃない、先生だってこの時期は大変なんだぞ、テスト作ったりしないといけないし。せっかくの土曜ぐらい休ませてくれよ」

「お気持ちは分かりますがそこを曲げてお願いします。ただとは言いません、もし手て伝つだってくれたら──」

　一条の目が不ぶ気き味みに光った。

「先生が『ロウきゅーぶ！』のＰＳＰ版にハマってることは黙だまっておいて差し上げます」

　赤あか山やま先生は顔がん面めん蒼そう白はくになった。

「お、おいおい。そんなことが条件になるとでも思ったのか？　『ロウきゅーぶ！』はれっきとしたアドベンチャーゲームだし、別にプレイすることに後ろめたさを感じることなんてないぞ」

「それもそうですね。申もうし訳わけありません、先生の仰おつしやる通りです」

「そ、そうか。分かってくれればいいんだ、うん」

「ではつまり、先生がいつもひなたちゃんにだけ個人コーチしてることを言いふらしても問題ないってことですよね？　他ほかの四人はほっぽらかして、いつもひなたちゃんにだけマンツーマンでコーチして、しかもロリゲージ増やしまくってることを言いふらしても問題ないってことですよね？」

「やります引き受けます出場するからにはがんばろうなみんな！」
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　土ど曜よう日び。岸きし嶺みねたちは、再び秋あき葉は原ばらはＪＧＢＣの会場となるビルの前に集合していた。

　ガーディアンヒーローズＨＤの大会でそこそこの好こう成せい績せきを収められたのがつい一週間前のことである。この流れに乗って、さらなる上位入にゆう賞しようを目指そうとするのは当然だった。

「前回もどうにか四位にはなれたんだ。今日きようはいっそ優ゆう勝しようしてやるつもりでいくぞ、みんな」

「はい、やってやりましょう」

　天てん道どうの掛け声に、岸嶺は強く応じる。

「なによ？　あんたなんか妙に気合い入ってない？」

「え？　べ、別にそんなことないけど」

　杉すぎ鹿しかの指摘は図ず星ぼしだった。今日は確たしかに少し意気込みが違う。今日からはＪＧＢＣというものに対して新たな目標ができたからだった。

　この会場には大事な幼おさな馴な染じみが来ている。ほんの些さ細さいな助力だが、彼女との約束のためにも今日からは無ぶ様ざまな試合をすることはできない。気合いが入るのは当然だった。

　しかし、会場に足を踏み入れた岸嶺は、周囲の様よう子すを見てやや歎たん息そくすることとなる。

「やっぱり前回と比べても、あんまり人が増えてませんね」

　前回のＪＧＢＣチーム戦の出場者は一五〇人ほどだったらしいが、今日はそれに比べても同等かそれ以下のようだった。千人の収容が可能な会場は空白の方がはるかに目立っている。

　その理由を解説してくれたのは瀬せ名な先生だった。

「まあ仕方なかろう！　どこの学校もそろそろテストが控えてるからな！」

「あ、そういえばそんなこと言ってましたね……」

　岸嶺も伊い豆ず野の宮みや学がく園えんに通っていなければ、今いま頃ごろテスト期間に入っているはずだった。そうなれば普通はゲーム大会どころではない。

　実際、今日の大会は前回のときより中高生の数がかなり減っていた。その代わりに大学生、社会人、小学生の割合が増えており、結果的に前回の参加人数とほぼ同じぐらいになっているようだった。

「油ゆ断だんは禁物だぞ」と、天道。「それでもまだ百人以上の参加者がいるんだ。この中で一番になるのは容易ではないぞ」

「はい、そうですね」

　と、岸嶺が気を引ひき締しめ直したときのことだった。

「あなたたち、ちょっといいかしら？」

　見知らぬ人に声をかけられたのだ。しかも意外なことに、その声は女性のものだった。

　振り返った岸嶺たちが見たのは、制服を着た女の子三人組だった。

　恐らく自分たちと同じ高校生ぐらいだろう、一人ひとりは杉すぎ鹿しかに似て気が強そうで、一人は眼鏡めがねがよく似合っていて、一人はリボンの似合う幼さの残る女の子だった。三人組かと思ったが、よく見ると彼女たちの後ろにいささか気の弱そうな若い先生らしい人もいる。

　岸きし嶺みねはなんとなく察した。ゲーム会場にいる制服を着た少女三人と先生一人。つまり彼女たちも、自分たちと同じようにゲームする部活の生徒なんだろうと。

「あなたたちがウワサに聞く伊い豆ず野の宮みや学がく園えんのゲーム部……なのよね？」

「ええ、確たしかにそうですが」

　天道がそつなく丁てい寧ねいに答える。

「あ、よかったわ。なんか色々思ってたのと違うんだもの。男子がいるし、それにそっちの子──」

　気の強そうな見知らぬ少女は、チラチラと伏し目がちに岸嶺を見てから杉鹿に目を向けた。そしてポツリと一言、

「──小学生？」

「あんた殴られたいの!?」

　当然のように杉鹿の怒ど声せいが響ひびき渡る。

「よく分かんないけど覚えときなさい！　あたしの名前は杉鹿まどか、制服は違うけどれっきとした伊豆野宮学園の高校三年生よ！」

「そ、そう……なの？　じゃ、じゃあそっちの男子は？」

「ご存知ないようだが」と、答えたのは天道である。「我わが伊豆野宮は少数ながら男子を受け入れ共学になっている。彼は岸嶺健けん吾ご、れっきとした我が校の生徒だ」

「ど、どうも」

　へこへこと岸嶺は頭を下げた。

「そ、そうだったの!?　信じられないわね、あの鉄てつ壁ぺきのお嬢じようさま学園が共学になってたなんて……」

「さっきから失礼な連中ね、一体なんなのよ？」

　腰に手を当てて杉鹿が問い詰める。

「これは失礼、自己紹介が遅れたわね。あたしの名前は一いち条じよう美み結ゆ。駿する河が坂ざか学がく園えん電でん子し遊ゆう戯ぎ研けん究きゆう部ぶの部長をやってるわ。そちらの部長は……あなたかしら？」

「名乗られた以上は答えよう。わたしは伊豆野宮学園現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶ部長、天道しのぶだ」

　天道はいつにも増して堂々と答えた。

「それで、どうやらわたしたちのことを知っているようだが……何か用だろうか？」

「いえ、別に大した用はないわ。ただ、いつの間にか共学になっていたとはいえ、伊豆野宮と我が駿河坂は名門の女子校同士でしょう？　見ての通りわたしたちもあなたたちと同じゲーム部よ。同じ境遇の生徒として是ぜ非ひご挨あい拶さつを──って思っただけ」

「ほう、そうだったのか」と、天てん道どうは少し嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるめた。「なるほど、同じ立場のゲーム仲間がいるとは実に嬉しい。今後ともよろしく頼む」

「ええ。こちらこそ」

　そこで二人ふたりの会話が終わっていれば、エールの交換というべきか、綺き麗れいにすべてが終わっていただろう。

　しかし、ここで一いち条じようと名乗った少女の態度が変わった。親しげな微笑は一変し、代わりに不敵で冷たい笑えみを浮かべたのだ。

「先週の大会ではかなり活かつ躍やくされたそうね。ただし……それも先週までのことになるでしょうけど」

「……何が言いたいのかしら？　つまり、今日きようはあたしたちは活躍できないとでも？」

　一条が何を言おうとしているのか岸きし嶺みねには分からなかったが、杉すぎ鹿しかには分かったらしい。どこか不満そうに唇を尖とがらせる。

「あら、そんなこと別に言ってないわよ。ただ、先週の大会には、わたしたちは出場していないけど、今日は出場する。それだけはお伝えしておきたくて」

　ようやく岸嶺もそれが露ろ骨こつな挑発だということに気付いた。

　しかしわけが分からない。なぜ初めて会った女子校の生徒に、ケンカをふっかけられなければならないのか。

「へえ、言ってくれるじゃない。あんたたちこそ残念ね、もし先週あたしたちと戦やってれば、今日勝ち目のない勝負を挑いどむ必要なんてなくなったのに」

　こういう挑発合戦は得意らしい杉鹿が一歩も退ひかずに言い返す。二人ふたりの間にバチバチと見えない火花が散ってるようだった。

　場の雰囲気をたたき割ったのは、睨にらみ合う生徒たちの横で名刺交換をしている教師たちだった。

「はじめまして、私わたくし、駿する河が坂ざか学がく園えんで数学教師をやっております赤あか山やまと申します」

「あーこれはご丁てい寧ねいに！　伊い豆ず野の宮みやで物理を教えております瀬せ名なです、よろしく！」

「どうもこの度たびは、うちの生徒たちが不ぶ躾しつけで申もうし訳わけありません」

「とんでもない！　元気そうな生徒たちで何よりじゃないですか！」

「ええもう元気すぎて、顧こ問もんとしてはいつも振り回されてばかりですよ、ははは……」

『ちょっと！　締しまらないからやめてよ！』

　一条と杉鹿の声が、綺麗にハモった。

「ははは、まあいいじゃないか杉鹿」

　なだめるように割って入ったのは天道である。

「一条、と言ったな。いいだろう、その挑戦受け取った。この上は今日のゲームで正々堂々決着をつけようじゃないか」

　岸きし嶺みねでも分かるような露ろ骨こつな挑発を受けたにもかかわらず、天てん道どうの目は子供のようにキラキラと輝かがやいている。

「そ、そうね。じゃあトーナメントで当たるのを楽しみにしてるわ」

　天道の態度に毒気を抜かれたのか、一いち条じようは戸と惑まどったようにそう言って去っていった。

「あの、部長……なんでそんなに嬉うれしそうなんですか」

「うん？　だって面おも白しろそうじゃないか。わたしとしても部活動としてやっている以上、あんなライバルが欲しかったんだ。これはもうあれだぞ、わたしたちが決勝まで勝ち進んだら待っていたのは彼女たちだったとか、そういうパターンになるぞ」

「は、はあ……」

　最近、ちょっとずつ天道の性格が分かってきた岸嶺だった。彼女はわりとベタな展開というものが好きらしい。

　と、そのとき、ステージの方が騒さわがしくなった。

『お待たせいたしました！　これより本日のＪＧＢＣチーム戦を開催いたします！』

　聞き覚えのある可愛かわいらしい声がした。

「おっと、もう時間か！　こうしてはおれん！」

　瀬せ名な先生は顧こ問もんの立場を放り出してステージの前に飛び出していく。

『どうも、秋あき葉は原ばら大会ではしょっちゅう司会を務つとめさせて頂いております、声せい優ゆうの黒くろ岩いわゆたかです。もう見み飽あきたとか言うなよ！　そういうのわりとショックなんだからな！　そして、現役女子高生声優の──』

『どうもー、大おお河かわ伊い佐さ美みです。今日きようは一日よろしくお願ねがいします！』

　手て慣なれた調ちよう子しで挨あい拶さつする男性声優に続いて、ステージに若い女の子が現れる。

　決して派は手でではないが、女子高生声優という肩書きに相応ふさわしいアイドルのような可愛らしい服装に、普ふ段だんよりも整ととのえられた髪形。遠とお目めだと分かりにくいが、間違いなく鷹たか三み津つ宮みや美びだった。

（みやびちゃん、あんなに引ひっ込こみ思じ案あんな子なのになあ）

　それが今や大勢の人の前で堂々と司会をこなしている。

「いさみーん！　ひあああああ！　ひああああ！」

　それも、瀬名先生のようなちょっとどうなの、という男たちに囲まれながら。

　とはいえ、望んでやっている仕事だからとどうにか平静を保っているが、彼女とて無理はしているらしいのだ。もし自分がゲーム大会で勝ち進むことで彼女の力になれるというのなら、喜んで全力を出し切るつもりだった。

『さて、ではそろそろ今日のゲームについてご説明いたしましょう！　ご存知の通り、本日みなさんにプレイして頂くゲームはまだ発表されておりません！』

　男性の司会がそう言うと、鷹三津──いや、大河伊佐美が大きく手を動かし、後ろの大型スクリーンを指し示した。

『ご紹介します。今日きようのゲームは──こちらです！』

　巨大スクリーンに、ゲームの映像が映った。

　やたらと格かつ好こういいＢＧＭをバックに、戦せん闘とう機きが空中戦を繰くり広げるムービーが流れる。

「ふむ、あれは……」

　天てん道どうが呟つぶやく。

『みなさんもうお分かりですね！　そうです、〝エースコンバット　アサルト・ホライゾン〟です！』

　ここで彼女の解説が入る。といってもそのゲームについては岸きし嶺みねもある程度知っていた。

　エースコンバットシリーズ。通称エスコンないしエーコン。シリーズ第一作が生まれたのが一九九五年と、すでに一〇年を超える長い歴史を持ったフライトシューティングゲームだ。プレイヤーは実在する様さま々ざまな戦闘機のパイロットとなり、いくつもの戦場をくぐりぬけていくこととなる。

　基本的にはソロプレイ専用のゲームだが、一部シリーズではマルチプレイ対戦が実装されており、アサルト・ホライゾンでも最大一六機の戦闘機が入り乱れての大空中戦を堪たん能のうすることができる。

『さて、では詳しいルールの説明に入りましょう！』と、黒くろ岩いわゆたかが後を引ひき継つぐ。『アサルト・ホライゾンではデスマッチ、首都攻防戦、ドミネーションの三つのマルチプレイが楽しめますが、予よ選せん一回戦および二回戦はドミネーションモードで行います！』

「ド、ドミネーション？　ってどんなモードでしたっけ？」

　岸嶺が思わずそんな疑問を口にすると、

「え、あんた覚えてないの!?　ＦＰＳじゃよく見かけるモードでしょ!?　ほら、陣地を奪うばい合うやつよ！」

「あ、あれか」

　ドミネーション。杉すぎ鹿しかの説明通り、戦場に設定された陣地を奪い合うモードだ。

　陣地に敵味方いずれかのプレイヤーが侵入すると、占領ゲージとでも呼ぶべきゲージが増えていき、満タンになれば自軍の陣地とすることができる。そして占領している陣地の数に応じて得点が得られ、その得点が規定数に達すると勝利することができる。それが多くのゲームに共通するドミネーションモードのルールだ。

　アサルト・ホライゾンでも同じだ。広い戦場に三つの円柱形の陣地があり、その陣地内に味方ユニットが留とどまっていれば占領することができる。そして相手チームより多くの陣地を長時間確かく保ほできれば勝利となるのだ。

　もっとも、ＦＰＳとエースコンバットでは大きな違いがある。まずＦＰＳならば待ちキヤンパーという戦法が強いため、一度陣地を取った後はひたすら有利な地点に籠こもって敵を迎むかえ撃うてばいい。つまり、地の利を知っている上級者チームなどはかなり有利に戦える。

　しかし、エースコンバットでプレイヤーが操あやつるのは飛ひ行こう機きだ。泳ぎ続けないと死んでしまうマグロのごとく、飛行機は飛び続けなければ墜つい落らくしてしまう。有利な場所に籠こもって待つという戦法は根本的に不可能なのだ。

　それに、陣地を確かく保ほするためには一定の空間に留とどまり続ける必要がある。歩兵ならば簡かん単たんに足を止めることもできるが、航空機なら下へ手たに速度を落とせば失速して墜落してしまいかねない。

　幸いというべきか、ＦＰＳのドミネーションなら占領ゲージが一杯になる前に陣地から出てしまうとゲージがリセットされるが、エースコンバットなら占領中の陣地から出ても占領ゲージが累るい積せきするため、何度も何度も陣地周辺を飛びまわっていればそのうち占領することができる。

　いずれにせよ、ＦＰＳにおけるドミネーションの駆かけ引ひきはほぼ通用しない。エースコンバットならではのテクニックが必要になるのだ。

　大おお河かわ伊い佐さ美みの説明が続く。

『さらに、ゲームは四対四ではなく八対八、つまりランダムに組まれた二チーム対二チームの形式で行われます！　スキル使用はなし、制限時間は一〇分、使用機体は低ランク限定とさせて頂きます！』

『では一〇分間の休きゆう憩けいの後、予よ選せん一回戦を始めます！　また後ほどお会いしましょう！』

　間もなく、司会の二人ふたりはステージから去っていった。

「え。いきなり休憩なんですか？」

「今のうちに作戦を立てておけということだ」と、天てん道どうが答える。「あと、一応練習時間でもある。周りの対戦台で自由に練習していいことになっているんだ」

　その言葉通り、会場の至るところに設置された対戦台では、エースコンバットのゲームが起動しており多くの参加者がプレイしていた。

「競きよう技ぎ種目がいきなり発表されるときにはよくあることよ」と、杉鹿。「いきなり知らないゲームで対戦じゃまともな試合にならないでしょ？　ま、さすがにエスコンクラスのゲームをやったことないなんてチームがあるとは思えないけど」

「そういうことなんだ。あ、そうだ、もう一つ気になるルール言ってたよね？　ランダムに組まれた二チームで戦うって……どういうことだろ？」

「そのまんまよ。あたしたちとどっか余よ所そのチームが一時的に組んで戦うってことでしょ」

「別に珍しい形式ではないぞ！」

　司会の二人が帰ってしまったせいだろう、いつの間にか瀬せ名な先生が戻ってきていた。

「考えてもみたまえ、二チーム対二チームで戦えば通常の二倍の早さで大会が進行する！　会場レンタル代もタダではないからな、チマチマ進めるようなことはできんのだよ！」

「み、身みも蓋ふたもないですね……。でも、その形式じゃあいくら僕たちが健けん闘とうしても、組んだチームが弱かったら勝ち残れない可能性があるってことですよね？」

「それが運営側の狙ねらいなのだろうよ！　つまり弱小チームでも強いチームと組めれば勝てる可能性が出てくるわけだからな！」

「ああ、そういうことですか……」

　ようするにこれもチーム戦を衰退させないための仕組みの一つということらしい。

「でもその話からいくと、弱小チームと組まされた強いチームが嫌いやになって出てこなくなったりするんじゃないですか？」

「なーに、人間というのは存外卑屈にできていてな！　圧倒的な実力差で捻ねじ伏せられれば立ち上がる気力も失うが、下へ手たな味方に足を引っ張られたとか、自分以外のところに負けた理由がはっきりしていれば案外簡かん単たんに立ち直れるものなのだよ！」

　相変わらず瀬せ名な先生の話には嫌な説得力があった。

「まあ今日きように限っては我われ々われが悲ひ観かん的てきになる必要はない」と天てん道どう。「エスコンは個人戦でもよく競きよう技ぎ種目になる有名なタイトルだ。そう下手なプレイヤーはいないだろう」

「どのみちそこを心配しても仕方ないわよ、その程度のハンデぐらい乗り越えられないと優ゆう勝しようなんて不可能なんだし」

「そっか、それもそうだね」

　現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶは世界を目指しているのだ。多少の障害など跳はね除のけてしかるべきだった。

「それよりも諸君、我々も今のうちに作戦でも立てておこうではないか！　デスマッチならともかく、ドミネーションでは事前の打ち合わせが不可欠だからな！」

　瀬名先生の提案はもっともで、四人はひとまず近くのテーブルの一つを占領し、顔を寄せ合った。

　最初に口火を切ったのは杉すぎ鹿しかだった。

「エスコンのドミなら一番重要なのはヘリよ。二機きぐらい出しといてもいいんじゃない？」

　エースコンバットと言えば戦せん闘とう機き同士の空戦がメインであるが、アサルト・ホライゾンにおいては戦闘ヘリで出しゆつ撃げきすることもできる。

　もちろん、現実世界でそうであるように、飛行機相手にヘリでは劣る面は多い。しかしヘリにはいくつかの特徴がある。まず第一に、飛び続けないと失速して墜つい落らくする飛行機と違い、ホバリングができるということだ。ドミネーションは陣地の奪うばい合いがメインであり、陣地を奪うには一定時間同じエリアにい続ける必要がある。つまり、こと陣地の奪いやすさという点ではヘリは最さい新しん鋭えいの戦闘機にさえ勝まさるのだ。

「ヘリは重要だが、二機は多すぎるだろう」と天道。「わたしたちと組むチームも一機はヘリを出してくるはずだ。それを考えればとりあえず一機いればいいと思う。もちろん戦況次第でもう一機出すことはあるだろうが」

「うーん、一理あるわね。じゃあ一機はヘリを出すとして、パイロットは誰だれにするの？」

「それならば考えるまでもない！　ドミのヘリがやることは陣地の確かく保ほおよび防ぼう衛えいだ！　戦闘機などはかなり臨りん機き応おう変へんに動かねばならんが、ヘリならば攻こう撃げきよりひたすら自分の身を守ることが重要になってくる！　となれば適任者は一人ひとりしかおるまい！」

　三人の視し線せんが、自然と岸きし嶺みねに向いた。

「え。ぼ、僕ぼくですか？」

「そうよね。生いき延のびるだけでいいんだから、あんたこそまさに適任じゃない」

「で、でも──」

　なんとなく責任の重大さに弱音を吐はきたくなる。しかし、どうにか堪こらえる。

　確たしかに三人の言っていることは正しい。戦せん闘とう機きに乗って戦場を駆かけ回り、敵てき機とドッグファイトを繰くり広げながら航空優ゆう勢せいを確かく保ほし、拠点を奪うばい、防ぼう衛えいすることに比べれば、ヘリに乗ってただ生き延びることに専念する方が自分には合っているように思えたのだ。

　何より、それでチームに対して充分な貢献ができるのだ。ならば拒否などできるわけがない。

「分かりました、やってみます」

「よく言った、岸嶺。となれば残る問題は、やはりわたしたちと組むことになるチームがどう動くかだな」

「そうね。ドミなんだから立ち回りさえしっかりしてくれればテクニックはどうでもいいわ。もし陣地確保そっちのけでひたすらドッグファイトやるようなバカチームが来たら厄やつ介かいだけど」

「諸君の懸け念ねんはもっともだ！　だが安心したまえ、私に策がある！」

　瀬せ名な先生は白衣のポケットから紙を一枚取り出し次のような図を描かいた。
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「これが何の図か分かるかね、岸嶺君!?」

「はあ、何となく。ドミネーションの大体の位置関係ですよね？　ＡＢＣの大きな黒丸が確保すべき陣地で、１から４の数字が……再さい出しゆつ撃げき地点ですか」

「そうだ！　マップによってもちろん差異はあるが、まあ大きな変化はないからこれで充分だろう！　ちなみに大抵１番付近が味方チームの初期位置となり、２番付近が敵チームの初期位置だ！　図の通り、まずエリアＡはすぐ取れる。敵てきも同様にエリアＢは簡かん単たんに奪だつ取しゆできるわけだ！」

「そうですね」と天てん道どうが頷うなずく。「結局勝利のポイントはエリアＣをいかに確かく保ほするかです」

「そこでこうしよう！　まずスタート直後は、一番近いＡ地点を確保する！　その後、味方のチームがＣ地点を取りに行けば我われらはＡ地点を堅く守り、Ａ地点から動かぬようなら我らはＣ地点を取りに行く！　そしてエリアが二つ取れた後は基本的に臨りん機き応おう変へんだ、ヘリの岸きし嶺みね君は陣地の守備に徹てつしたまえ！　杉すぎ鹿しかくんと天てん道どうくんの二人ふたりは戦せん闘とう機きに乗って制空権の奪取、および敵ヘリの撃げき墜ついを任せる！　私は岸嶺君を援えん護ごしつつ対地攻撃に重きを置くとしよう！」

「ま、そんなところでしょうね。作戦ってわりには臨機応変な部分が大き過ぎる気もするけど！」

「そう言ってくれるな杉鹿くん！　結局は敵や味方チームがどう動くかにかかってくるんだからな！　最初の方針を決めておくだけでもまあ充分だろう！」




　　　　◆




　一方、そのころ。

　駿する河が坂ざか学がく園えん電でん子し遊ゆう戯ぎ研けん究きゆう部ぶチームでは、困った事態が生じていた。

「くっ、参ったわね。まさかアサルト・ホライゾン未プレイのメンバーが二人もいたなんて」

　部長の一いち条じようは、二人のメンバーをため息混じりに見つめた。

「もー、仕方ないじゃないお姉ねえちゃん。わたしが好きなの格ゲーとＦＰＳなんだから」

「そうだぞ。先生なんて無む理り矢や理り付き合わされただけなんだしな」

　妹の珠たま美みと、顧こ問もんの赤あか山やま先生がそれぞれ抗こう議ぎする。

「部長、愚ぐ痴ちっていても仕方ありません」

　と、建設的に言ったのは副部長の泉いずみである。

「ここは早急に皆にアサルトホライゾンのコツを教え込むしかないでしょう。今はそのための時間なんですから」

「確たしかにそうね。分かったわ、みんな、こっちへ」

　四人はあちこちに設置されている対戦台の一つへと向かった。ゲーム開始まで一〇分、今はとにかく練習するしかなかった。

「いい？　さすがに分かってるでしょうけど、エースコンバットは戦闘機のドッグファイトを題材にしたゲームよ」

「ようするに戦闘機のＦＰＳってことでいいんだよね？」

「……間違ってはいないわね。コックピット視点って一人称視点みたいなものだし。まあとにかくやってみせるわ、泉、ちょっとあたしの前飛んで」

「分かりました」

　一いち条じようと泉いずみはそれぞれコントローラを握るとゲームを起動した。

　まず画面に映ったのは、青い空とそして眼がん下かに広がる広大な大地──飛ひ行こう機きから映る光景そのものである。

　そしてさらに画面には高度計、速度計、ロックオンサイトなどが表示されている。それはまさに戦せん闘とう機きのコックピットそのものである。

　やがて画面の中に、飛行機が一機飛来してきた。泉が操あやつっている仮想の敵機である。

「ほら、分かる？　こうやって敵機を画面真まん中なかのロックオンサイトに捉とらえると勝手にロックオンしてくれるから、あとはミサイルを発射すれば追尾して撃げき墜ついしてくれるわ。まあ追尾ミサイルといっても、急きゆう旋せん回かいされたりとかフレア巻かれたりするとすぐ回かい避ひされちゃうんだけど」

「ああ、それぐらいは知ってるよ。貸してくれ、ちょっとやってみよう」

　意外な提案をしたのは赤あか山やま先生だった。

「え？　先生、やったことあるの？」

　コントローラを受け取った赤山先生は、まず高度を下げ、フルスロットルで泉の乗る戦闘機を追い越すと、そのまま半宙返りしながらの一八〇度ロール──いわゆるインメルマンターンを決め、泉の正面に突っ込み、すれ違いざまにミサイルと機関砲を撃うち込んでまんまと撃墜してみせた。

「あ、上う手まいじゃない。先生、本当にこのゲームやったことないの？」

「ふっふっふ、これでも教きよう職しよくに就つく前はかなりのゲーマーだったんだぞ。アサルト・ホライゾンというのはともかく、エスコン１の対戦モードなら結構やりこんだ口なんだぞ」

「エスコン１……？　あのＰＳ１の初期に出たってゲームですよね？」

　泉の指摘に、一条は驚おどろきを隠かくせなかった。

「それって一〇年以上も前なんでしょ!?　そんなときから対戦モードとかあったの？」

「あったとも。当時は画面分割対戦だったし、これほど画面も綺き麗れいじゃなかったけどな。とはいえ、システムそのものは当時からあまり変わってないようだし、先生でもどうにかなるだろう」

「そうでもないんだけど。アサルト・ホライゾンじゃＤＦＭとか増えてるし」

「でぃ、でーえふえむ？　何だそれは？」

「ドッグファイトモードのことよ。泉、先生に解説してくれる？　わたしは珠たま美みの方をどうにかするから」

「分かりました、任せてください」

「ひどい、お姉ねえちゃん！　荷物みたいに言わないでよ！」

「ホントのことだから仕方ないじゃない。あんた、エスコンシリーズ一つもやったことないんでしょ？」

「うん、ないよ」

　あまりにあっさりとした妹の言葉に、一いち条じようは頭を抱えた。

「我われながら育て方を間違ったわ。こんなことならもうちょっと色んなゲームさせとけばよかった」

「ひどーい！　何か一つ二つ得意なゲーム作っときなさいって言ったのお姉ねえちゃんじゃない！」

「分かったわよ、あたしも悪かったわよ。でもどうしようかしら、さすがに初心者にドッグファイトなんてやらせたって操そう縦じゆう誤って墜つい落らくするのが関せきの山やまでしょうし。となると、やっぱり空対地に専念させるしかないか……」

「くーたいち？　何それ、ちゃんと説明してよー」

「はいはい。いい、珠たま美み？　エスコンじゃ大別して二種類の乗り物が出てくるわ。ヘリと飛ひ行こう機きよ。でもあんたはヘリに乗らなくていいからそっちは気にしなくていい。ただ、飛行機にも三つのジャンルがあってね、戦せん闘とう機と攻こう撃げき機、それからマルチロール機っていうんだけど」

「攻撃機？　攻撃機と戦闘機って何が違うの？　あと、マルチロールって何？」

「ようするに戦闘機は敵の飛行機を落とすための機体で、攻撃機は地上を攻撃するための機体よ。マルチロールはその中間ってとこね」

「ふーん、よく分からないけど分かった」

「だから珠美、あんたはアメリカ製地上攻撃機に乗ってひたすら地上攻撃に専念しなさい、いいわね？」

「それはいいけど、ドミネーションって陣地の争そう奪だつ戦せんでしょ？　地上攻撃とかする必要あるの？」

「それがあるのよ。ＦＰＳと違って、アサルト・ホライゾンのドミで陣地を取るとその場所に地対空ミサイルとかが配備されて要よう塞さい化かされるの。それを奪うばい返すにはまず地上ターゲットを破は壊かいして中立化しないといけないのよ。攻撃機は速度も運動性も悪いけど、安定性と頑がん丈じようさは随ずい一いちだし、地上ターゲットなら動かない分初心者でも簡かん単たんに攻撃できるわ。あんたでもそこそこ戦えるはずよ」

「えー。分かったけど、どうせやるなら戦闘機でびゅんびゅん飛んでみたいなあ」

「何言ってるの！　アメリカ製地上攻撃機って言ったら、伝説のドイツ人パイロット、ルーデル先生の魂たましいが受うけ継つがれた神機なのよ！　それに乗れるなんて、泣いて喜んでいいところなんだから！」

「そ、そんなにすごいの？」

「そんなにすごいの！　ほら、あんたもコントローラ握りなさい、時間一杯対地攻撃の練習するわよ！」

「う、うん」

　姉に半ば押し切られるように、珠たま美みは頷うなずくのだった。
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『ではこれより第一回戦第一試合を始めます！』

　鷹たか三み津つこと大おお河かわ伊い佐さ美みの可愛かわいらしい声が響ひびき渡った。

『早速一回戦の組み合わせを決めましょう！　まず私が赤チームとなる二つを選せん出しゆつし、それから黒くろ岩いわさんが白チームを選出します』

『おまえら、俺おれに選えらばれたからって嫌いやそうな顔すんなよ！』

　会場が小さく沸わいた。確たしかに女子高生とおじさんでは、どちらに選出されるのがいいかは自明の理である。

『ではまず赤チームを発表します！』

　鷹三津は係員が持ってきた箱はこに手を突っ込んで、『えいっ』と数字の書かれたボールを取り出した。

『チームナンバー五……ええと、〈ジャン・ルイ〉チームです！　そして〈ジャン・ルイ〉チームが組むのは……ナンバー一二、〈赤い四連星〉チームです！　どうぞステージ下の対戦台までお越こしください！』

　見ればステージのすぐ下にゲーム機きとモニターからなる対戦台が置かれている。その数は四台×四セットの計一六台。

　間もなく白チーム二つの選出も終わり、次々参加者が対戦台に取り付いていく。

『では一回戦第一試合、スタートです！』

　鷹三津の声を合図に、ゲームは始まった。

　ステージ上には一つ大きなモニターがあり、一六人のうち誰だれか一人ひとりが操そう作さする画面が定期的に映し出されていった。そこに司会二人ふたりの解説が入っていくという形式だった。




　第一回戦では、〈ジャン・ルイ〉チームが開始早々に操作を誤り一機墜つい落らくするといった不運に見み舞まわれたものの、その後は粘ねばり強づよい戦いを見せ、見事二つの陣地を守って勝利に導みちびいた。

　勝者と敗者への健けん闘とうを称たたえる歓声に包まれながら四つのチームは退場し、すぐさま二回戦が始まる。

　大会は順じゆん調ちように進み、そして第一回戦三試合目でついに、赤チームとして現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶチームの名が告つげられた。




　　　　◆




「ではすぐにゲームを始めますので、オプション設定を変更する場合は早めにしておいてください！」

　岸きし嶺みねたち四人は四つ並んだ対戦台にそれぞれ取り付き、係員の指示に従って必要な準備を終えていた。あとは司会の開始の合図を待つだけである。

　相変わらず、何度経けい験けんしてもこの瞬しゆん間かんだけは慣なれるものではなかった。エースコンバットが経験済みだったのは幸いだったが、それでも自分は上う手まくやれるのか、味方の足を引っ張らないでいられるのかなど、不安の種がいくつも襲おそってくる。

『それでは、一回戦第三試合……スタート！』

　鷹たか三み津つの声が聞こえると少しだけ落ち着いた。鷹三津も頑がん張ばって司会をやっている。なら一参加者に過ぎない自分がこんなことでいちいち動どう揺ようしてはいられない。

　かくして大空中戦は始まった。

「諸君！　では作戦通り事を進めるとしよう！」

　瀬せ名な先生の号令のもと、岸嶺は予定通り攻こう撃げきヘリで出撃した。このゲームで使えるヘリはロシア製かアメリカ製の二種類だけである。岸嶺が選えらんだのはロシア製だった。アメリカ製のヘリに比べると機き動どう力りよくで劣るが耐久力で優まさる。一六機の大乱戦では多少機動力があっても落とされるときは落とされる。そのため、一秒でも長く生き残れそうな方を選んだのだ。

　まずは一番近くにあるＡ地点に接近するべく高度を下げつつ全速前進。建物の間を縫ぬうように低空飛行することで敵戦せん闘とう機きの捕ほ捉そくから逃のがれ、さらに敵ミサイルの射しや線せんから隠かくれる。

　一方、天てん道どうたちの操そう縦じゆうする戦闘機やマルチロール機は音速に近い速度でぶっ飛んでいく。彼女たちはＡ地点を通過することで占領ゲージを少しずつ稼かせぎつつ、遠えん距きよ離りミサイルで敵との交戦を開始していた。

　岸嶺はその中をただひたすら前進し、戦闘機の三倍以上の時間をかけてようやくＡ地点に到達した。

「早く、早く……！」

　占領ゲージが少しずつ溜たまっていくのを、もどかしく見守り続ける。

　幸いなことに始まってすぐということもあって大した妨害もなく、Ａ地点はすぐに自軍領地とする事ができた。この瞬間、Ａ地点には味方の地対空ミサイルや対空砲が配備され、自軍の拠点となる。敵がこのＡ地点を奪うばうには、まずそれらの地上施設を破は壊かいしなければならなくなるのだ。

　一方、敵も状況は同じだ。ほぼ同じタイミングでＢ地点が敵に占拠されたとのメッセージが入る。

『両チームともそれぞれ拠点を一つずつ確かく保ほしました！　さあ、勝負はこれからです！』

　司会の鷹三津の言う通りだった。残る地点はＣ地点。その奪うばい合いを経へて、いよいよ敵拠点への攻撃が始まるのだ。

「諸君、どうやら味方チームは積せつ極きよく的てきにＡ地点から動こうとしないようだ！」

　瀬せ名な先生の言葉の意味を、岸きし嶺みねは悟った。

「じゃあ作戦通りＣ地点へ向かいます！」

　岸嶺はヘリをＣ地点へ向けた。敵てきも恐らく同じタイミングでＣ地点へ殺到してくるはずだ。間違いなくＣ地点を巡めぐっての死し闘とうとなるだろう。

「む。敵の動きがおかしいぞ」

　そのとき、不意に天てん道どうが声をあげた。

「おかしい、Ｃ地点にもう敵ヘリがいる！」

「ええ!?　そんな、どうやって!?」

　Ａ地点とＢ地点をまず一つずつ確かく保ほし、それからＣ地点の奪うばい合いになるのがこのゲームの序じよ盤ばんの流れである。同じタイミングで動いている以上、これほど早くＣ地点にヘリが到達することなど考えられなかった。

「奴やつらあれをやったのね！　開幕リスポーンよ！」

　開幕リスポーン。それが何かは、司会の鷹たか三み津つが解説してくれていた。

『おっと！　ここで白チーム、なんと自分からリスポーンを選えらぶことでＣ地点の傍そばに出しゆつ撃げき！　いち早くＣ地点の占領を開始しました！』

　確たしかにゲーム中はスタートボタンを押してメニューを開くことで、いつでもリスポーンすることができる。どうやら開幕リスポーンというのはそれを利用した裏技であるらしい。

「こ、これゲーム大会ですよね!?　そんな技使っていいんですか!?」

「別に禁止されてはいないからな！」と瀬名先生。「しかし真のゲーマーなら言われずともそんなことはしないものだ！　その証しよう拠こに、さっきから会場がすごいことになっているだろう！」

　確かに、会場からは一斉にブーイングが飛んでいた。

「あんな禁じ手をやる敵に負けてはいられない、Ｃ地点を奪い返しにいくぞ！」

「制空権は任せて！　岸嶺、続きなさい！」

「りょ、了解！」

　天道と杉すぎ鹿しかのアメリカ製戦せん闘とう機きがアフターバーナーを吹ふかす。あっという間にＣ地点に到達した二機は、激はげしい戦闘を開始した。

　敵拠点となったＣ地点から、激しい対空砲火が上がる。しかし二人ふたりは構うことなくＣ地点に残っていた敵ヘリに襲おそい掛かった。もともとヘリが正面から戦闘機を相手にすれば勝てる道理はない。パイロットが天道や杉鹿とあればなおのことだ。

　機関砲かミサイルかは分からないが、間もなく敵ヘリが撃げき墜ついされ、さらに二人は拠点への攻撃を開始した。

　この時に至って岸嶺のヘリもようやくＣ地点に到達する。Ｃ地点は敵拠点となっており、占領するには地上施設を破は壊かいしなければならない。とはいえ、攻撃ヘリというだけあって、地上攻こう撃げきは戦せん闘とう機きよりもお手の物である。

　まず岸きし嶺みねはヘリの標準装備である無む誘ゆう導どうロケットポッドを連続発射した。

　地上で断続的に爆ばく発はつが起こり、いくつかの地上部隊がそれに巻き込まれる。

　さらに残る敵をヘリ搭とう載さいの機き関かん砲ほうで攻撃する。戦闘機の機関砲はただ前方の目標を攻撃することしかできず、下へ手たに地上攻撃しようとすれば地面に激げき突とつしかねない。しかし、ヘリの機体下部に取り付けられた機関砲は、三六〇度自由に旋せん回かいして攻撃することができる。

　しかもヘリならではの特殊な動作──〝注視〟による攻撃が行える。これは言ってみれば機関砲のロックオンともいうべき攻撃方法で、ターゲットに照準を固定し集中的に機関砲を浴びせる事ができるのだ。戦闘機のような高速移動する敵に当てるのは難むずかしいが、動かない地上施設ならこれで簡かん単たんに破壊することができる。

　かくして岸嶺はロケット弾を連続発射、そのリロードの合間に次々地上部隊を注視、機関砲を撃うち込んで撃破していった。

　もちろん地上部隊からも反撃が来る。対空砲が絶たえ間なく打ち上げられ、地対空ミサイルが弧こを描いて襲おそい来る。

　ミサイルアラートが鳴なり響ひびく。しかし、そう慌あわてる必要はない、

　対空砲は細かい上下左右の移動でかわせるし、ヘリならではのミサイル対処の方法もいくつかある。その一つが、機関砲での迎撃だ。敵ミサイルを注視し、機関砲を叩たたき込むことで直接撃破していく。

「私も援えん護ごしよう！」

　と、そのとき瀬せ名な先生の乗るマルチロール機がやってきて敵地上施設の中央に爆弾を投下していった。その威力は凄すさまじく、ついにＣ地点のターゲットがいなくなる。

　この瞬しゆん間かん、Ｃ地点は中立化され、岸嶺の画面に占領ゲージが表示されるようになった。

「いけます、Ｃ地点の占領を開始します！」

「気をつけろ、戦闘機が多数Ｃ地点に向かってるぞ！」

　天てん道どうが注意を喚かん起きした。

　恐らくＣ地点が中立化されたと聞いて慌てて飛んできたのだろう。

「迎撃するわ、あんたはそこで粘ねばってなさい！」

　岸嶺以外の三人が迎撃に向かう。乱戦が始まるものの、一瞬ですべての敵戦闘機を落とせるわけがない。乱戦をくぐり抜けて敵戦闘機が飛来する。

　再びミサイルアラートが表示された。敵戦闘機が岸嶺のヘリを捉とらえてミサイルを発射したのだ。

　ヘリならミサイルを迎撃することができるが、ミサイルは視界外から撃たれたらしく、咄とつ嗟さに迎撃ができなかった。

　それでも、ヘリにはもう一つだけ特殊な回かい避ひ手段がある。カウンターマニューバである。

　ミサイルアラートが鳴なり響ひびき始めてしばらく経たった後、画面中央に矢印のマークが表示された。それはミサイルがごく近くまで迫ったことを表している。

「くっ！」

　Ｌ１ボタンとＲ１ボタンを同時押しする。カウンターマニューバが発動、岸きし嶺みねの操あやつるヘリはぐるりと宙返りしてミサイルを回かい避ひした。

　さらにカウンターマニューバには攻こう撃げきしてきた敵てつ機きの方を自動的に向くという機能がある。岸嶺は接近してくる敵戦せん闘とう機きを真ま正しよう面めんに捉とらえると、武装をロケット弾から空対空Air-to-Airミサイル──通称ＡＡＭに切り替えた。

　ロックオン、即座に発射。

　真正面からやってくるミサイルにそのまま突進するのは戦闘機と言えど自殺行為である。やむを得ずというべきか、その敵機はミサイル回避のためＣ地点から去っていった。

　しかし、敵は一機ではない。さらにその後ろからやってきた航空機がミサイルを発射、再びミサイルアラートが鳴り響く。

　とはいえ、ミサイルの向かってくる方向さえ把は握あくすることができれば、迎撃は難むずかしくない。

　敵ミサイルを照準に捉え、三〇ミリ機関砲を連射して破は壊かい。

　さらに敵機に向かってＡＡＭを発射、とどめとばかり敵戦闘機の少し先を狙ねらって機関砲の偏へん差さ射撃をくわえる。

『ＨＩＴ』の表示が画面に映った。しかし、やはりヘリで戦闘機を落とすのは難しいらしく、撃げき墜ついするよりも先に猛もうスピードで逃げ去ってしまう。

　だが今は少なくとも追い払えただけでも勝利というべきだった。間もなく、Ｃ地点の占領が完了する。

「ようし、どうにか攻勢をしのいだぞ。このままＡ地点とＣ地点を確かく保ほし続ければわたしたちの勝利だ！」

　天てん道どうの声に、ようやく一息つく。

「どうやらあたしたちの相あい方かたのチームは相当な臆おく病びよう者ものみたいよ。Ａ地点に留とどまったまま動こうとしないもの」

「はっはっはっ、下へ手たに動き回られるよりその方が堅実でいい！　ならば我われ々われは引き続きＣ地点を守るとしよう！」

「了解、じゃあ僕ぼくはこのままＣ地点に居座ります！」

「天道くんはＢ地点にちょっかいをかけて地上施設を削っておいてくれたまえ！　杉すぎ鹿しかくんはＣ地点周辺で迎撃インターセプトを！」

「了解した」「分かったわ！」

　瀬せ名な先生の指示はそれぞれの性格を把は握あくした的確な指示だった。二人ふたりの攻撃は強力で、敵は明らかに翻ほん弄ろうされていた。

　なおその上に、敵てきの二チームは明らかに連携が取れていないようだった。その攻こう撃げきはあまりに散発的で、天てん道どうや杉すぎ鹿しかだけで充分対処できるほどであり、岸きし嶺みねは一時的に手て持もち無ぶ沙さ汰たになるほどだった。

　それでも、膠こう着ちやくが続けばやがて敵の息も合ってくるものらしい。

「む、敵が戦力の逐次投入の愚ぐに気付いたようだぞ！」

　やたらと格かつ好こういい言い回しで、瀬せ名な先生は敵の動きの変化を伝えてきた。

「先生の言う通りだ、Ｂ地点に敵てつ機きが集まってきている」と、天道。

「あ、やっぱり？　道理で攻め方が薄うすくなったと思ったわ。ってことは八機がかりで攻めてくるつもりね」

「な、なるほど」

　一機や二機で拠点を攻めても埒らちが明かない。それゆえ敵は八機全員が集まるのを待って一気に攻こう撃げきしてくるつもりなのだ。

「だとすると攻めてくるのはどっちでしょう、Ａ地点か僕ぼくのいるＣ地点か……」

「決まっている！　Ａ地点は味方チームが四機がかりで守っているのだ！　一方Ｃ地点にい座って守っているのは岸嶺君一人ひとりだからな！」

「え。じゃあ──」

『おおっと！　Ｂ地点に集まっていた白チーム、一気に動き出しました、これは──Ｃ地点です！』

　鷹たか三み津つの解説を聞くまでもなく、答えはレーダーに現れていた。

　八機の赤点が、Ｂ地点から一気にＣ地点に迫ってくるのが見えた。それももの凄すごい速さだ。全員がヘリから戦せん闘とう機に乗り換かえたのだろう、こちらに対応する時間を与えないよう速さで勝負してくる気だ。

「ひえええええ！　だ、誰だれか援えん護ごを！」

　岸嶺が援護を要よう請せいしたのは当然だった。

　しかし、瀬名先生の返答はすげないものだった。

「待ちたまえ、敵のもっとも強い場所に正面からぶつかるなど愚の骨頂だ！　岸嶺君はそのまま防戦したまえ！　私はヘリに乗り換えてリスポーンする、杉鹿くんと天道くんは私と一いつ緒しよに敵のＢ地点を奪うばいに行ってもらおう！」

「なるほど、了解です」

「ま、悪い提案じゃないわね」

「ええええええええ」

　それはつまり、岸嶺を囮おとりにするという作戦だった。

「岸嶺、あっさり死ぬんじゃないわよ！　あんたが一秒でも粘ねばればそれだけ有利になるんだから！」

「わ、分かったよ、やってみる」

　杉すぎ鹿しかの指摘は正しい。敵の全戦力を一機きで釘くぎ付づけにすることができれば、他ほかの戦域での戦局はどうやったって有利になる。

　しかし、八機がかりの攻こう撃げきは凄すさまじかった。

「ひえええええ」

　Ｃ地点には多数の味方地上部隊が展開しており、敵に向かって地対空ミサイルを撃うって援えん護ごしてくれている。しかし接近してきた八機の戦せん闘とう機は、ヘリにはない飛行機のみに使えるミサイル回かい避ひ手段──フレアを撒まき散らしながら次々岸きし嶺みねに攻撃を仕し掛かけてきた。

　四方八方から白い煙をあげてミサイルが迫ってくる。

「ど、どうしよ……」

　ヘリのミサイル回避方法は二つ、機関砲の迎撃かカウンターマニューバだ。しかし凄まじい速さで飛来する何発ものミサイルを迎撃するのは不可能に近い。

　また、どんなミサイルも回避可能なカウンターマニューバだが、いくつか弱点がある。たとえば、カウンターマニューバ中は一切移動ができない。カウンターマニューバ終了直後に攻撃されれば回避は不可能なのだ。

　絶望的な状況だった。しかし、ここで一秒でも長く粘ねばることができれば天てん道どうたちがＢ地点を取ってくれるだろう。

　まずは真まっ先さきに飛んでくるミサイルに適当に目め星ぼしをつけ、どうにか機関砲で撃げき墜ついする。

　こうしてミサイル群の弾着を少しでも同じタイミングにし、さらにギリギリのタイミングでカウンターマニューバを発動、その場でぐるんと宙返りする。

『これはすごい！　Ｃ地点を守っていたブルーチーム、無数に迫るミサイルを見事に回避しました！』

　鷹たか三み津つが感嘆の声を上げる。どうやら今スクリーンに映っているのは岸嶺の操そう作さ画面のようだった。しかし気にしている余裕はない。

　なおも敵戦闘機が迫っていた。ミサイルアラートも鳴なり止やまない。今度は距きよ離りを詰めた上で、ミサイルを撃ち込んできたのだ。

　もはや迎撃している余裕はない。カウンターマニューバを再び発動。

　ぐるりと天地が逆転し、ミサイルを回避する。

「げぇ！」

　しかし、宙返りが終わったとき、岸嶺は思わず悲鳴を上げていた。

　恐れていた通り、カウンターマニューバが終了した瞬しゆん間かんを狙ねらわれたのだ。岸嶺の駆かる戦闘ヘリは、四方八方から機関砲を喰くらって爆ばく散さんした。

「す、すいません！　やられました！」

　断だん腸ちようの思いでそう報告するが、他の仲間たちに動どう揺ようはなかった。

「気にすることはない。おかげでＢ地点を確かく保ほすることができたからな」

　あっさりと天てん道どうは言い放った。

「え。あ、さすがです……」




　敵てきは決して弱いわけではなかった。事実、それから岸きし嶺みねはほとんど敵てつ機きを撃げき墜ついできなかった一方で、何度も撃墜された。

　それでも、こと連携という点では明らかに敵は劣っており、それゆえに戦況を覆くつがえすことはできなかった。何せこの場でいきなり組めと言われてできたチームである。対戦台は隣となり合っているのだから大声を出せば声は届くが、そんなことをすれば敵にも作戦は筒つつ抜ぬけになる。連携が取れないのも仕方ないといえば仕方のないことだった。

　対する現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶチームは、瀬せ名な先生の指揮の下、もう一方の味方チームに合わせた動きを展開していた。そして幸か不幸か、その味方チームは消極的な戦い方ばかりでひたすらＡ地点から動こうとせず、だからこそ現代遊戯部チームは自由に戦場を駆け回ることができた。

　最終的に赤チームが勝利したのは、当然の帰結というべきだった。

『ここで占領スコアゲージが一杯になりました！　ゲーム終了、勝利したのは赤、伊い豆ず野の宮みや現代遊戯部チームとシュトリゴンチームです！』

　鷹たか三み津つがそう宣言すると、会場は拍手で満たされた。それは勝利チームの健けん闘とうを祝ったというよりは、開幕リスポーンという禁じ手紛まがいの裏技を使ったにもかかわらず敗北した白チームへの当てつけというべきだったかもしれない。

「よし、まずは一勝だな」

　鷹三津と天道の声に、岸嶺はようやく張り詰めていた気を解いた。

「か、勝ったんですね、どうにか」

「なによ、実感ないの？　終始優ゆう勢せいだったじゃない、あたしたち」

「だ、だよね？　僕ぼくはずっと落とされてばかりだったから」

「岸嶺はずっとヘリに乗っていたからな。まあその分チームに貢こう献けんできたということだ、胸を張っていい。二回戦もこの調ちよう子しで頼むぞ」

「あ、ありがとうございます！」

　相変わらず天道に褒ほめてもらえることは何よりのご褒ほう美びだった。




　　　　◆




　駒こまを一つ進めた第二回戦──すなわち準々決勝も、伊豆野宮学園現代遊戯部チームの快進撃は続いた。

　天道はそれなりにどのゲームも器用にこなす。杉すぎ鹿しかもＦＰＳ以外のゲームはあまりやらないと明言してるが、一つでも３Ｄのゲームジャンルに習しゆう熟じゆくしているというのは充分に武器になるらしく、見事な立ち回りでチームに貢こう献けんしていた。

　岸きし嶺みねもただヘリに乗って生き残ればいいという単純な任務にうまく適応できたせいか、役割を充分に果たすことができていた。

　そして個々の技量をよくわきまえ、チームをうまく導みちびいたのが瀬せ名な先生であった。

「はっはっは、ドミネーションは定められたエリアさえ確かく保ほできていれば勝てるのだ！　無理な迎げい撃げき戦せんなど必要ない！」

　瀬名先生は天てん道どう、杉すぎ鹿しか、岸嶺の三人に的確な命令を出しつつ、八機きの敵の動きをよく観かん察さつし、その攻勢が散発的ならば守りを固め、その攻勢が大規模であれば無理をせず受け流した。

　ヒラリと敵の突進をかわしていく闘とう牛ぎゆう士しのごときその戦いに、敵は対応できなかった。

　結果的に、司会の鷹たか三み津つは次のようにアナウンスする事となる。




『ここでタイムアップ！　準決勝へ駒こまを進めるのは〈伊い豆ず野の宮みや学がく園えん現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶ〉チームと〈スカイアイ〉チームです！』

「……すごい、また勝ったんですね、僕ぼくたち」

　心なしか嬉うれしそうな鷹三津の声を聞きながら、岸嶺はポツリと呟つぶやいた。

「どうしたのよ。勝ったんだからもっと喜んでいいところでしょ」
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「いや、なんか実感がわかなくて。相手のチームだってみんな熟じゆく練れんのゲーマーなんだよね？　そう簡かん単たんに勝てるわけがないはずだよね？」

「そりゃそうよ。多た分ぶん誰だれも彼もあんたよりゲーマー暦れき長い連中ばっかりでしょ」

「なのに先週のＪＧＢＣから僕ぼくたちってかなりの──といってもまだ四勝ほどだけど、勝ち星を稼かせいでいるわけだよね？　ひょっとして僕が考えているよりこのチームって強いのかな？」

「ふむ、言いたいことは分かったぞ」と、天てん道どうが答える。「もちろん対戦相手に恵まれていたということもあるかもしれないし、競きよう技ぎ種目となったゲームがわたしたちに合っていたからかもしれない。だが運も実力の内だ、これは誇るべき成せい績せきだろう」

「天道くん、一つ抜けているぞ！　私のおかげという要因がな！」

　話に割り込んできたのはもちろん瀬せ名な先生である。

「我われ々われは毎日チーム戦で勝ち抜くことを前提にゲームをやっているのだし、私は君たちの実力をよく知っている！　あとは我々が持つ戦術の内から最良のものを選せん択たくすれば、多少の事ではまず負けないのだよ！」

「……全部否定するつもりはないけど、よくそこまで自じ画が自じ賛さんできるわね？　日本人って謙けん遜そんが美徳じゃなかったの？」

「はっはっは、中には例外もいるということだよ！　さて、そんなことより試合は終わったのだ、今の内に他ほかのチームのやり方を偵察しておこうではないか！」

　のっしのっしと瀬名先生は対戦台から去っていった。

　天道はその後姿を半ば呆あきれて見送っていたが、ややあって言った。

「ふむ。瀬名先生が言うとどうにも台無しだが、あるいは教師がチームの一員というのがうまく働いているのかもしれない」

「え、そうなんですか？　教師だからってゲームには関係なくありません？」

「そうでもない。キミも分かってきたと思うが、マルチ対戦ではチームの戦略というか方針が大事なんだ。考えなしに一人ひとり二人ふたりで散発的に攻めても四人チームには通用しないだろう？　だからチームにはどうしても方針を決めるリーダー的な立場の者がいる方がいい。しかし仲良し四人チームでは誰だれが上に立つかなんて簡単には決められないだろうし、仮にリーダーを選せん出しゆつできてもその方針に必ず唯い々い諾だく々だくと従えるとは限らないだろう？」

「なるほど……」

　どんなにうまいゲーマーでも、一人では四人には勝てない。だからこそチームは四人の連携が肝きもになる。そして連携をうまく発揮するには、全員が同じ方針の下で行動することが絶対条件となる。

　しかし刻々と変わっていく戦況の中で、随ずい時じ適てき確かくに方針を変え、味方に伝えるのは簡単ではない。たとえば劣勢が続いて気が立っているときに、信頼できていないリーダーからああしろこうしろと命じられれば、「うるせえ、俺おれは俺で勝手にやる！」などとチームが崩ほう壊かいする事だってあるだろう。

「その点瀬せ名な先生なら……まあ普ふ段だんは変な人ですけど、一応僕ぼくたちも先生として立てなきゃいけませんし、ことゲームについてはまともなことしか言いませんしね」

「ま、ドミネーションみたいな戦略的要素のあるルールだったら便利なのかも。でも前回のガーヒーのときなんて、決勝戦じゃあっさり負けちゃったんだし、リーダーがいればいいってもんでもないわ」

「それもそうか……。でも、少なくとも今回は瀬名先生が得意そうなルールなんだし、次もうまく勝てそうな気になってきたよ」

　岸きし嶺みねが何気なく言うと、なぜか杉すぎ鹿しかにすごく嫌いやそうな目で見られた。

「……ねえ、あんたがそういう話をするの止やめてくれる？　なんとなくフラグに聞こえて仕方ないんだけど」

「ふ、ふらぐ？　破砕手榴弾フラググレネードのこと？」

「バカっ、なんでＦＰＳ用語が出てくるのよ！　フラグっていうのは……ああもう、なんか解説するとなったら面めん倒どうだわ！　自分で調しらべなさい！」

　よく分からないが杉鹿が怒り出してしまったため、それ以上訊きくことはできなかった。

　だが間もなく岸嶺は、フラグという言葉の意味をなんとなく察することとなる。
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　それは第二回戦の試合がすべて終了したときのことだった。

『さて、これで準々決勝すべての試合が完了しました！』

　司会を務つとめていた男性声せい優ゆうが、何か宣言するかのようにステージの中央に出てくる。

『現時点で勝ち残っているチームは八つ！　この中から決勝戦に進む二つのチームを選せん出しゆつするため、準決勝からルールを変更します！　今までは二チーム対二チームのドミネーションでしたが、準決勝は四チームのデスマッチモードで行われます！』

　参加者たちの中から、どよめきが沸わき起こった。

「なるほど、デスマッチか。そうだな、でなければ決勝に進む二チームに絞しぼれないからな」

　天てん道どうが不ふ敵てきに笑う。

　アサルト・ホライゾンのデスマッチモードとは、まさにエースコンバットの真しん髄ずいともいうべき一六人のバトルロイヤルで行われる。周囲はすべて敵であり、基本的に撃げき墜ついした数によって順位が決まる。

「でも、全員敵じゃあチーム戦の意味がなくなっちゃうんじゃ……」

「黙だまって聞いてなさい、どうせ何か変なルールでも考えてるんでしょ」

　杉すぎ鹿しかの指摘の正しさは、鷹たか三み津つの解説によって証明されることとなる。

『もちろんデスマッチモードではチームが組めません！　そこでチームメンバー四人の撃げき墜つい数すうを総合し、トップとなったチームが決勝戦進出となります！　ただし、味方を撃墜しても撃墜数としてカウントされては公平性が保てません。そこで、被撃墜数──つまり撃墜された回数を撃墜数から引かせて頂きます！』

「あー、そういうことか」

　個人ではなく、一チーム全員分の撃墜数で勝負を決める。つまり極端な話、味方三人の撃墜数がゼロであっても、残る一人ひとりが百機きぐらい撃墜すれば勝ち目はあるというわけだ。逆にチーム全体で百機落としたとしても、誰だれか一人が百回撃墜されれば得点はゼロということになる。

『また、地面に墜落したり、リスポーンすることも被撃墜数としてカウントさせて頂きますのでご注意ください。準決勝の開始は十分後とします、参加されるチームの皆さんは頑がん張ばってくださいね！』

「なるほど、面おも白しろいルールだ」と、天てん道どう。「つまりチームとしての技量だけではなく、個々の技量が重要になってくるわけだ」

「あ……」

　その言葉ではっとなる。新たなルールでは、戦略さえしっかりしていれば勝てるというわけではないのだ。

「ど、どうしましょう？　何かチームならではの戦い方とかないんですかね？　そうエスコンやり込んでるわけじゃないですから、デスマッチはきつそうなんですけど……」

「一応、伝統の戦法があるにはあるのだがな！」

　そう提案する瀬せ名な先生だったが、珍しく歯切れが悪そうだった。

「へえ、どんなのですか？」

「一機が囮おとりになって敵を引きつけ、その敵を他ほかの味方が撃墜するという戦法だよ！　エリハチでサキが解説していただろう!?」

「……ああ、なるほど」

　エリハチというのが何のことかは分からなかったが、戦法についてはなんとなく理解できた。

　そもそも戦せん闘とう機のドッグファイトは、基本的に敵機の後ろを取ってミサイルや機関砲を叩たたき込むものである。一機が囮になってその後ろに取り付いた敵機を落とすというのはありそうな戦法だった。

「でも、一六機の大乱戦でしょ？」と、杉鹿が異を唱える。「始まって十秒も経たたずに撃墜されることだってあるのよ？　そんな連携取る暇ひまなんてなさそうだけど」

「ううむ、残念ながらその通りだ！　まあチャンスがあればやってみるというぐらいだろうな！　いずれにせよデスマッチとなれば重要なのは個人の技量ということになるだろう！」

「うう、やっぱりそうなんですか……。と、とにかく頑張ってみます」

「キミには必殺技の《魂転生ソウル・トランス》があるじゃないか。あの状態のキミなら、どうにか生き残れると思うが」

「で、でも部長、あれって自由にできるわけじゃないんですよ。ある程度意い識しきしてやってることもあるんですけど、基本的には普通にゲームしてるといつの間にかそうなってるというか、何も気付かないというか……」

「そうなのか？　まあやはり必殺技は気力が溜たまらないと発動できないというわけだな」

「どこのスパロボだねそれは！　まあとにかくやってみればいい！　人間、追い込まれれば必要な力が出てくるものだからな！」

「はあ……。とにかく、やってみます」




　　　　◆




　かくして、四人は再び対戦台に並んだ。

「みんな、何かあったら助けを呼ぶんだ。うまくいけばフォローできるかもしれない」

　天てん道どうが言った。確たしかに会場のざわめきはあるものの、少し大きな声を出せば隣となりの味方には聞こえる距きよ離りである。それにドミネーションならともかく、デスマッチなら聞かれて困る会話もそうはないだろう。

　あらためて岸きし嶺みねは画面に集中した。そこには一六人のプレイヤー名──といってもＰＣ１からＰＣ１６という記号的な名前だったが──と、各おの々おのがどの機き体たいを使用するかが表示されている。

　参加者たちが一番多く選せん択たくしている機体は、やはり戦せん闘とう機だった。純粋なドッグファイトが繰くり広げられるデスマッチでマルチロール機や攻こう撃げき機、ヘリを使う意味はない。

『各チーム、準備が整ととのったようです！』

　鷹たか三み津つの声が響ひびき渡った。

『それでは四チーム一六人によるデスマッチ、始まりです！』

　ゲーム内でカウントダウンが始まる。３、２、１……。

　ローディングが入り、戦場へと画面が切り替わる。

「さあ諸君！　狩りの始まりだ！」

　無意味に格かつ好こうをつけて、瀬せ名な先生がお決まりの台詞せりふを口にした。

　デスマッチモードは、一六機の戦闘機が仲良く輪わを描えがいているところから始まる。つまり、初期位置において誰だれかが有利、不利ということはない。

　最初はまず左右に旋せん回かいしてすぐ隣の敵てつ機きを攻撃するのがセオリーである。しかし岸嶺は、開始と同時に機首をグンと上げ、アフターバーナーを灯ともし急上昇した。

　そこら中敵てきだらけとはいえ、その中には味方もいるのだ。それゆえ、まずは高度を取って上から様よう子すを見ようと思ったのだ。それに高度を取っていれば、たとえミサイルを撃うち込まれようが回かい避ひするのはわりと難むずかしくない。

（それにしても、やっぱり戦せん闘とう機きはいいなあ）

　ドミネーションでずっと乗っていたヘリとは段違いの運動性だった。速度は一いつ瞬しゆんで時速千キロ近くまで上がり、高度計のメーターも跳はね上がっていく。

　かなり高度を稼かせいだところで岸きし嶺みねは機首を水平に戻した。そして視し線せんを下に向けて戦闘がどうなっているか確かく認にんしようとする。

　しかし、岸嶺のいる空域もすでに戦場となっていた。

　ミサイルアラートが鳴なり響ひびく。他機にロックオンされ、即座にミサイルを発射されたのだ。

「うわ、もうここにも!?」

　見れば同じように上空に逃げてきたプレイヤーは他ほかにもいた。その敵てきに撃たれたのだ。

　慌あわてて機体を急きゆう旋せん回かいさせる。どうやらミサイルは斜め前方から打ち込まれたらしく、幸いなことに回避は容易だった。ミサイルは真ま正しよう面めんないし真後ろから撃たれなければまず当たらない。

「あ、ごめん岸嶺。今ミサイル撃ったのあたし」

「ちょっと、杉すぎ鹿しか!?」

「この乱戦だから仕方ないでしょ、それに当たらなかったんだからいいじゃない」

「まあそれもそうだけ……ど!?」

　それ以上話をしている暇ひまはなかった。

　すぐに次のドッグファイトに巻き込まれる。画面のあちこちにミサイルの航跡が飛とび交かい、ミサイルアラートはひっきりなしに鳴り続ける。火器管制システムは勝手に敵をロックオンしてミサイルの発射をうながし、画面の左には次々と敵てつ機きを撃げき墜ついしたプレイヤーの名前が表示されていく。

　負けじと岸嶺もミサイルを発射した。しかし乱戦の中で適切なポジションが取れなかったせいか、角度が悪く容易に回避されてしまう。すべてが音速に近い速度で行われているのだ、適切な位置にいる敵を見つけてロックオンするだけでも至し難なんの業わざだった。

　と、そのときたまたま正面の至し近きん距きよ離りに敵機が飛び込んできた。

　ロックオンカーソルがその敵機を自動的にマークし、さらにその機体を囲うように丸いクロスレンジサークルが表示される。

（あ、今だ！）

　クロスレンジサークルが表示されるということは、ＤＦＭドツグフアイト・モードに入れることを意味している。すかさず岸嶺はＬ２ボタンとＲ２ボタンを同時押ししてＤＦＭに入った。

　ＤＦＭ。それは戦闘機とマルチロール機にのみ可能な、アサルト・ホライゾンから採用された新しい戦闘方法だ。

　ＤＦＭに入れば、機体は半自動で敵機を追尾してくれるようになる。もっとも、それはあくまで半自動であり、細かい機体の制御をおろそかにすれば、簡かん単たんに振り切られてしまう。

　ＤＦＭ中は画面中央に攻こう撃げきサークルが表示される。このサークルの中に敵機を捉とらえ続けることができれば、ＤＦＭ中のみ表示される特殊なロックオンゲージが上昇していき、それが最大値まで溜たまれば命中率が格段にアップした高機動ミサイルを発射できるようになるのだ。

「くっ、この！」

　後ろに付かれたことを知り、敵てきが慌あわてて逃げ出そうとする。アフターバーナーを全開にしたかと思えばエアブレーキをかけ、尾び翼よくを慌ただしく上下に動かし、急降下から急上昇に入りつつ右ヨー左ヨーを繰くり返す。もし乗っているのが普通の人間なら体全体にかかるＧで気を失っていることだろう。

　しかし、これはゲーム──もとい、敵は歴れき戦せんのエースパイロットなのだ。その程度の機動で異常を来きたすことはない。

　一方、岸きし嶺みねも必死で追い続ける。ＤＦＭの助けがあってこそではあるが、敵機の後ろに喰くらいついて決して離はなれない。

　そうこうしているうちに、敵機を攻撃サークルに収め続けることに成功したため、高機動ミサイルのロックオンが完了した。

　間かん髪ぱつ容いれず発射する。そのミサイルだけはいかなる機動力をもってしても回かい避ひすることは不可能だ。だが敵機も必死だ。その機体の後ろから、花火のような光が発射された。

　フレアだ。花火のような熱ねつ源げんを発射することでミサイルの追尾機能を狂わせる、航空機が持つ唯ゆい一いつの回かい避ひ手段である。その射出タイミングは完かん璧ぺきで、岸嶺の発射したミサイルは落ちていくフレアを追って視界から消え去ってしまった。

　しかし、フレアの連続発射はできない。岸嶺はフルスロットルで敵機との距きよ離りを詰めた。敵との距離が縮ちぢまるほど追尾は困こん難なんになるが、攻撃サークルは大きくなり、その中に敵機を捉えやすくなるのだ。

　二発目のミサイルを発射。命中、ＨＩＴと画面に表示される。まさに追い詰められた鼠ねずみのように、敵機の動きが激はげしくなる。負けじと喰くらいつき、三度目のミサイル発射。

　もう敵機に逃のがれる術すべはない。翼つばさをもがれた敵機は、断だん末まつ魔ま代わりの爆ばく発はつ音おんを撒まき散らしながら墜つい落らくしていった。

「ふう」

　一つの戦せん闘とうが終わった。今のでもう三分ぐらい経過したようにさえ思えたが、実際のところ敵機を捉えてＤＦＭに入ってから二〇秒と経たっていない。さらに喜ぶ間も、スコアを確かく認にんする間もない。すでに他ほかの敵機に捕ほ捉そくされているのか、ミサイルアラートが鳴り響ひびいているためだ。慌てて岸嶺は機体を横に倒して急きゆう旋せん回かいした。さらに速度を上げて一いつ旦たん乱戦地帯から離脱する。

　だが逃げていては何にもならない。一旦距離を置いた後、再び敵が無数に混在する空域へと突進する。

　一いつ瞬しゆんにして敵てつ機きにロックオンされ、ミサイルアラートが鳴なり響ひびく。だが、いちいち回かい避ひ行動に入っていては攻こう撃げきなどできない。

　レーダーを確かく認にんする。そこには周辺の敵機と、他機が放ったミサイルが表示されている。

　真横から飛んでくるようなミサイルは、真まっ直すぐ飛んでいるだけでもまず回避できる。一方、真正面、もしくは真後ろから飛んでくるミサイルだけは旋回して回避しなければならない。その急きゆう旋せん回かいのタイミングさえ間違わなければ、まずミサイルが命中することはないのだ。

　後は度胸試だめしである。ミサイルアラートが止やむことはない。限界までミサイルを引きつけ、その間に敵機を攻撃し、すぐに回避行動に入る。一つタイミングを間違えれば撃げき墜ついされるだけだ。

「ダメだ、攻撃できない……！」

　一六機入り乱れての大空戦だ。画面の中では物もの凄すごい数の戦せん闘とう機が動き回っている。その中でミサイルを発射して当たりそうな敵──つまり、こちらにケツを向けている敵機を探し出してロックオンするのは至し難なんの業わざだった。苦くるし紛まぎれにたまたま射程内に入った敵機にミサイルを撃うち込んでみるものの、当然のように回避されてしまう。

　それどころか、このとき鳴り止まぬアラームと共に、画面中央に自機と敵機の距きよ離りを表す三角形のマーカーが表示された。

（喰くい付かれた!?）

　それは敵にＤＦＭを仕し掛かけられたことを示していた。

　即座にアフターバーナーを吹ふかして距離を取ろうとする。だが、その程度で振り切れるほどＤＦＭは甘くない。

　こうなると取れる手段は限られる。一つは味方に助けてもらうことだ。ＤＦＭ中の敵機に別の味方機がＤＦＭを仕掛ければ、岸嶺へのＤＦＭは止まる。しかし、音速の大乱戦の中で自分を見つけてもらい、なおかつその背後の敵機にＤＦＭを仕掛けてもらうなどまず不可能である。

　それでも、もう一つだけ対抗する手段はある。

　岸きし嶺みねはスロットル全開のまま左ヨー、上昇下降と複ふく雑ざつな機動を繰くり返した。

　機体がへし折れそうなほどの急きゆう激げきな運動で、後方の敵機から逃げ続ける。こちらもアメリカ製の制空戦闘機だ。最高速に乗ったまま細かい移動を繰り返せば、ロックオンは容易ではないはずなのだ。

　しかし敵も手て強ごわい。激はげしい機動を繰り返す岸嶺をまんまと捉とらえ、ついにミサイルを発射した。

　鳴り響くミサイルアラーム。即座にフレアを射出する。フレアが本当に出ているのか、ミサイルを回避できたのかを確認する時間はない。〇・一秒でも気を逸そらせば、その瞬間に撃墜されるのだ。

　だが、敵はなおも喰らいつき、再びミサイルを放ってきた。もう回避する手段はない。被弾。『ＨｅａｖｙＤａｍａｇｅ』と、機体が危険な状況にあるという警けい告こくが示される。

　それでもスロットル全開でかっ飛ばす。負けじと後方の敵機も距離を詰めようと速度を上げたのだろう、彼ひ我がの距きよ離りを示すマーカーがぐっと近づいた。

「ここだ！」

　地面に激げき突とつする勢いで急降下をかける。

　そしてフルブレーキをかけると同時に、機き首しゆを引き上げ水平に戻す。

　自然、二機が水平に並ぶ。また、距離が縮ちぢまったことにより、敵にとっては射しや撃げきの好機となり、ここぞとばかりに機関砲弾が降り注ぐ。次のミサイルもすぐに飛んでくるだろう。

　一方、岸きし嶺みねの画面上では敵機と自機との距離を表す二つのマーカーが一つに重なり、マニューバサインに切り替わった。

　すかさずＬ１ボタンとＲ１ボタンを同時押しする。

　ＤＦＭを仕し掛かけられたときに唯ゆい一いつ可能な逆転手段──カウンターマニューバが発動。

　機首がぐいっと上がり、機体全体にかかる空気抵抗を利用して急減速する。

　次の瞬しゆん間かん、岸嶺の駆かる戦せん闘とう機は小さなループを描き、敵の後ろへと回り込んでいた。

「まだまだ！」

　攻守が入れ替わったのだ。絶好の攻撃チャンスである。

　今度は敵が逃げ回る。しかし逃のがさない。敵の動きをよく見て右に左に旋せん回かいを、ヨーを繰くり返し、敵機を中央に捉とらえ続ける。

　ロックオン。ミサイル発射。さらに機関砲を全力で撃うち込む。

　まだ油ゆ断だんはできない。敵の翼つばさがもがれるのを確かく認にんできるまで、なおも喰くらいつく。と、敵機が速度を落とした。ダメージ覚悟で距離を詰め、カウンターマニューバを狙ねらっているのだろう。

　岸嶺はその勝負に乗った。距離が詰まればカウンターマニューバをかまされる危険があるが、こちらの機関砲も当たりやすくなり、高機動ミサイルのロックオン速度も上がるのだ。

　二機の戦闘機が水平状態で速度を落とす。岸嶺はミサイル発射ボタンに手をかけ、敵機もまたカウンターマニューバを行おうとする。

　その瞬間だった。




　遠距離から飛んできた二発のミサイルに、二機の戦闘機はまとめて撃げき墜ついされた。




「ああ!?　しまった、速度を落とした一瞬の隙すきに……！」

　水平状態で速度を落としていた二機は、他ほかの敵から見れば格かつ好こうの獲え物ものだったのだろう。ミサイルアラートを見落としていた自分の責任だった。

「あ、すまん岸嶺君！　今の私だ！」

　あっけからんと、瀬せ名な先生が言ってのけた。

「えええええええ！　またですか!?」

「はっはっは、漁ぎよ夫ふの利りを得たつもりだったのだがな！　まあいい、岸嶺君、丁度良い。私は北東方面にいる！　幸い周囲に敵てき影えいがなくてな、手が空あいているなら援えん護ごしにきてくれたまえ！」

「は、はあ……」

　人のことを撃げき墜ついしておいて援護してくれもないだろうと思ったが、あの乱戦で敵味方を識しき別べつしろというのも無理な話である。結局のところミサイルアラートに気付かなかった自分が悪いのだ。

　このゲームでは、リスポーン位置は四つあり、そのどれかを随ずい時じ選んで出撃することができる。岸きし嶺みねは瀬せ名な先生の提案に従い、マップの北東方面を選えらんで再出撃リスポーンした。

　すぐ近くにポツンと一機だけ戦せん闘とう機きが飛んでいる。瀬名先生だった。

「さて、私が敵機を攻撃する！　君は私を攻撃しにきた敵を撃墜してくれたまえ！」

「はあ、それはいいですけど、こんな遠えん距きよ離りからどうやって攻撃するつもりですか？」

「こうするのだよ！」

　瀬名先生の戦闘機が、乱戦空域目め掛がけてミサイルを発射した。それも四発同時にだ。

　そして発射と同時に機首反転、大きくＵターンする。そしてミサイルの再さい装そう塡てんが済んだのを見計らい機首反転、再び乱戦空域目掛けて四発のミサイルを同時発射する。

「え、まさか……」

　瀬名先生がどういう戦い方をしているかがようやく分かった。瀬名先生は遠距離からひたすら４ＡＡＭを発射しているのだ。

　４ＡＡＭ。ミサイルと機関砲とは別に搭とう載さいすることができる特殊兵装の一つだ。遠距離から四つのターゲットを同時にロックオンして攻撃できる空対空Air-to-Airミサイルである。

「な、なんてえげつない……」

　岸嶺がそうだったように、敵とのドッグファイトの最中、数キロの距離を隔てて飛んでくるミサイルに注意を向けることはまず不可能だ。四発のミサイルがすべて命中するわけではないが、それでもときどきミサイルが命中する。そしてときどき敵機を撃墜する。

　それはまさに、『下へ手たな鉄砲数撃うちゃ当たる』だった。味方を巻き込むこともあるだろうが、それでも撃墜で＋１、被撃墜で-１とプラマイゼロとなるだけである。その上運さえよければ、自身は何ら反撃を受けることなく敵機を撃墜できるのだ。撃墜数のみが得点となる現在のルールでは、むしろ有用な戦い方と言えた。怖いのはいつ観かん客きやく席せきからブーイングが飛んでくるか不安になるということぐらいである。

　と、他ほかの敵機たちも瀬名先生の戦い方に気付いたようで、ポツポツと周囲に敵機が現れるようになった。恐らく瀬名先生に撃墜された敵たちが、瀬名先生の傍そばを選んでリスポーンしてきているのだろう。

　強力に見える４ＡＡＭだが、欠点もある。一度に敵四機をロックオンできる位置を確かく保ほし、さらにロックオンが終了するまでにはかなり時間がかかることだ。その間に他機から攻撃を受ければ、発射を断念して回かい避ひに専念せざるを得ない。

　瀬せ名な先生はまさにその隙すきを突かれたようだった。

「いかん、ロックオン警けい報ほうだ！　うお、ミサイルアラートも!?　ああまずい、ＤＦＭをかまされたぞ！」

　エースコンバットならではの展開の速さである。瀬名先生は予想通り急接近してきた敵てつ機きに攻こう撃げきを受けていた。

「岸きし嶺みね君、援えん護ごを！　ＤＦＭ中の敵にＤＦＭをかませば私のＤＦＭは解除されるはずだ！」

「何言ってるんだか分かりませんがなんとなく分かりました！」

　ＤＦＭを仕し掛かけられた瀬名先生は、ダメージ覚悟で速度を緩ゆるめた。もちろんミサイルを撃うち込まれるが、一発程度で落ちることはないし、もう一発はフレアでかわすことができる。その間に岸嶺が敵機の後ろに取り付き、ＤＦＭを仕掛けた。結果的に一機を囮おとりにしてその一機に喰くらいついた敵機を攻撃するという戦法を実行することに成功したのだ。

　かくして瀬名先生は逃げおおせ、岸嶺はＤＦＭで一機撃げき墜ついすることに成功した。

「よし、よくやった！　このままの体勢を維い持じするぞ、君は上空から私を援護してくれたまえ！」

「はあ、やってみます」

　実際のところ、瀬名先生の戦術は実に効果的だった。乱戦空域の外から遠えん距きよ離りミサイルを撃ち込む一方、敵機が食いついてくれば自みずから囮となって直ちよく掩えんの味方に撃墜させる。一六機の乱戦では囮作戦の実行など不可能だと思えたが、状況を的てき確かくに判断することでそれを可能にしていた。

　やがて一方的に攻撃されることを嫌った敵機が殺到してきたため、岸嶺一機では防ぎきれず、とうとう撃墜されてしまったものの、

「はっはっは、ちょうど特４殊Ａ兵Ａ装Ｍを撃ち尽くしていたところだ！　おかげでいい補給になったぞ！」

　と瀬名先生は動じなかった。

　岸嶺もあまり撃墜数こそ稼かせげなかったものの、乱戦に巻き込まれずに済んだ分、被撃墜数が増えることもなかった。

『ここでタイムアップ！　試合終了です！』

　そしてついに鷹たか三み津つがそう宣言し、ゲームが終了する。

（ひょっとして、結構うまく戦えたのかな？）

　そんな気がしてならない。自分の成せい績せきは今一つだろう。しかしその分、瀬名先生は順じゆん調ちように撃墜数を稼いだはずだった。それに、天てん道どうと杉すぎ鹿しかの二人ふたりならヘマを踏むわけがない。

　間もなく画面に試合結果が表示された。もっとも多くの敵機を撃墜した機から順にランキングが表示される。

「あ、やっぱり」

　一位と二位は残念ながら他ほかのチームだった。ただ幸いというべきか、一位二位はそれぞれ別のチームである。一方、三位は天てん道どう、四位は杉すぎ鹿しか、五位は瀬せ名な先生だった。ちなみに岸きし嶺みねは一四位と、下から数えた方が早い。

「うーん、やっぱり順位は低いなあ……。まあよく考えたら三機撃墜しただけだもんなあ」

「はっはっは、その分君は一回しか撃墜されてないではないか！　差し引き二ポイントというわけだ！」

「そうよ、そんなこと言ったらあたし一二キルの一〇デスよ!?　ポイントの上じゃあんたと一いつ緒しよってことになるじゃない！」

「え？　そういう事になるの？」

「いや、そうともいえないぞ」と、天道。「杉鹿は敵機を多く撃墜してる分、他のチームの被撃墜数を増やしてるわけだからな」

「あ、そっか。撃墜したら実質二ポイント分ぐらいになるのね」

　つくづく面おも白しろいルールだと思えた。逃げ回っているだけでもチームにそれなりの貢こう献けんができる一方で、リスクを背負ってダイナミックに戦い、敵機を多く撃墜できればより多くの貢献ができるというわけである。

『さあ、集計結果が出たようです！　準決勝第一試合、まず四位のチームから発表しましょう！　では伊い佐さ美みちゃん、お願ねがいします！」

『ではまず四位から！　四位は〈ジャン・ルイ〉チームで撃墜数三六、被撃墜数が四〇でした！』

　なぜか観かん客きやくが騒さわいだ。「撃墜された数が多すぎるだろ」「チーム名が死亡フラグだったんだなやっぱり」

『続いて第三位は〈青あお色いろ中隊〉チーム！　撃墜数は二六、被撃墜数は二八です！　さて、ではいよいよ二位と、そして決勝進出となる一位を発表します！　まず第二位は──』

　岸嶺の体は強こわ張ばった。二位ではダメなのだ。つまり、次に呼ばれるチーム名が伊い豆ず野の宮みや学がく園えん現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶでは負けなのだ。

『〈スカイアイ〉チーム！　撃墜数は三四、被撃墜数も同じく三四でした！　決勝進出は〈伊豆野宮学園現代遊戯部〉チーム！　撃墜数三三、被撃墜数二七でした！』

『いやー、現代遊戯部チームは撃墜数こそ三位でしたが、被撃墜数が一位だったんですね！　決勝進出、おめでとうございます』

　おお、と会場を歓声が満たした。

　会場から絶たえ間ない拍手が鳴り響ひびいたのは、戦いぶりへの賛さん辞じというよりは女子のいるチームが勝ったことを嬉うれしがってるようにも思える。

「ま、当然の結果ね」

「うむ、これぞチームの勝利だ」

　岸きし嶺みねがどうにか勝ったことにほっとしている一方、二人ふたりの女子はこうなるのが当然と言いたげな態度である。その辺あたりはつくづく尊敬する。

　かくして四人は胸を張ってステージ下の対戦台から観かん客きやく席せきに戻ろうとした。

「ふ、どうにかまだ生き残ってるようね、あなたたち」

　と、そのとき声をかけてきた少女がいた。今日きよう、ＪＧＢＣが始まる前に話しかけてきた駿する河が坂ざか学がく園えんの女子高生たちである。

「む、おまえたちは電でん子し遊ゆう戯ぎ研けん究きゆう部ぶ！　そうか、今のセリフから察するに、そちらもまだまだ敗退してはいないようだな」

　応対する天てん道どうは、言葉遣づかいのわりにはどこか嬉うれしそうだった。

「当たり前よ。ま、今までわたしたちと当たらなかったのは幸いね。決勝戦で待ってなさい、すぐにわたしたちも決勝進出を決めてやるから」

「面おも白しろい。では待っているぞ、決勝戦でな」

　と、そのとき。二人の会話を見ていた杉すぎ鹿しかが、岸嶺の耳元で呟つぶやいた。

「ねえ。なんで天道ってあんなに嬉しそうにしてるわけ？」

「ほら、ライバルチームみたいなのが出てきて嬉しいんじゃない？」

「あー、なるほど」

　当の天道は、腕組みしながら「やはりこうなったか……」と微笑を浮かべて呟いていた。

　競きよう技ぎにライバルが出てくるのはあらゆる物語のお約束である。岸嶺や杉鹿も部活内ではライバルかもしれないが、チームとしては仲間である。してみるとチームとしてのライバルが出てきたことがさぞ嬉しいのだろう。ましてそれが同じ高校生のゲーム部とあれば。
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　一方、一いち条じようたち電子遊技研究部の面々は、準決勝を戦うため対戦台に着いていた。

（正直、よくここまで来られたわ……）

　一条は内心でため息を吐ついた。

　先ほどは天道の前で見み栄えをはったものの、正直なところここまで来れたのが半ば奇跡だった。

　特に、初心者二人を抱えたまま高い戦略性が求められるドミネーションで戦うのは非常に厳きびしかった。勝てたのは敵二チームが開始早々Ｃ地点を取りにいってしまったため、がら空あきになったＡＢ地点が簡かん単たんに取れたといった幸運が相次いだためである。

　しかも幸運は二回戦も続いた。参加チーム数の関係で、二回戦は不戦勝だったのだ。

　かくしてどうにか準決勝に進出できたのである。あとはこの一戦さえ勝ちのこればどうにか決勝へ進むことができるのだ。

「いい、珠たま美み、それに先生。二人ふたりとも空戦なんてまだ無理でしょうから、とにかく撃げき墜ついされないようにしなさい。そうすれば後はあたしと泉いずみでどうにかするから」

「ええー！　デスマッチってすごく面おも白しろそうだから楽しみにしてたのにー」

「一いち条じよう、先生だって多少は戦えるんだぞ。これでもエスコン１はかなりやり込んだんだからな」

「……今日きようだけはカンベンして二人とも。部活のときいくらでも付き合ってあげるから」

　妹と顧こ問もんをどうにか納なつ得とくさせ、コントローラを握り、隣となりの副部長に目を向ける。

「頼みはあんただけよ、泉。どうにかあの二人の分までキル数を稼かせいで」

　泉は眼鏡めがねっ子こに相応ふさわしいクールさを崩くずさなかった。

「やれるだけはやってみます。ですがデスマッチが一番得意なのは部長でしょう。部長こそ頑がん張ばってください」

「ええ、そうね」

　先ほど現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶに決勝戦で会いましょうと啖たん呵かを切ったばかりなのだ。ここで負けて敗戦なんてことになれば、恥はずかしいにもほどがある。

「よし、見せてやるわ、わたしの腕を」
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　岸きし嶺みねたちは、大型スクリーンで繰くり広げられる大空戦に見入っていた。

「やっぱり強いんですねあの人たち」

　スコア上でトップを行っているのはあの一条という電でん子し遊ゆう戯ぎ研けん究きゆう部ぶ部長だった。

　その戦いぶりは、ダイナミックで派は手で派は手でしい。ヘリが敵を〝注視〟できるように、戦せん闘とう機きも一応敵てきを〝注視〟することができる。彼女はその〝注視〟を存分に活用していた。

　もっとも、戦闘機の〝注視〟は文字通り敵機の方にカメラを向けて位置確かく認にんができるだけの効果しかなく、ヘリのように機関砲を叩たたき込んだりはできない。

　しかし彼女は、一番近くの敵を〝注視〟し、その機動を読むことで狼おおかみのように喰くらい付き、ＤＦＭを仕し掛かけ、決して逃すことなく撃墜していった。もちろん敵からもＤＦＭを受けることがあるが、むしろ反撃のいい機会がやってきたと言わんばかりにカウンターマニューバを決め、返かえり討うちにしていく。それは超正統派の撃墜スタイルだった。

「ふむ！　彼女たちも囮おとり作戦をやっているな！　なかなか上う手まいものだ！」

　瀬せ名な先生の指摘通り、どうやら他ほかのメンバーの内、二人ほどがほとんど反撃もせず逃げに徹てつしているようだった。悪い戦いではない。撃墜さえされなければ敵にポイントを与える事はない。そして岸きし嶺みねが瀬せ名な先生に対してそうしたように、他ほかの味方が囮おとりに食いついた敵てきを攻こう撃げきするというのは有効な戦法なのだ。

　とはいえ、他の三チームも決して負けていない。それぞれのチームが大乱戦の中でもどうにか工く夫ふうを凝こらし、撃げき墜つい数すうを増やし被撃墜数を減らそうとする。

　それでも最終的に逃げ切ったのは、駿する河が坂ざか学がく園えん電でん子し遊ゆう戯ぎ研けん究きゆう部ぶチームだった。

『第一位は、駿河坂学園電子遊戯研究部チームです！　撃墜数二三、被撃墜数はなんと一〇！　撃墜数は最下位ながら、被撃墜数がぶっちぎりのトップでした！』

　会場は再び大きく沸わいた。それは例によって、勝者の健けん闘とうを称たたえているというよりは、女の子の多いチームが勝ったことを喜んでいるようでもあった。
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『さあ、これでついに決勝へ進出する二チームが出で揃そろいました！』

　鷹たか三み津つの声が会場に響ひびき渡った。

『もちろん決勝ではルールが変更になります！　ご説明しましょう、決勝戦は四人対四人による首都攻防戦モードで行います！』

　会場は大きく沸いた。

「やっぱりそう来るだろな」

「ま、ドミネーションにデスマッチと来たら、最後はそれよね」

　天てん道どうや杉すぎ鹿しかに驚おどろいた様よう子すはない。今回ばかりは岸嶺も同様だった。

　アサルト・ホライゾンのマルチ対戦には、三つのモードがある。ドミネーションとデスマッチ、そして首都攻防戦だ。

　首都攻防戦も、ルールは難むずかしくない。敵味方それぞれに司令部ヘツドクオーター──ＨＱがあり、その耐久度がゼロになった側が負けとなる。それだけだ。

　ただし、ＨＱは地上施設だが、本体およびその周辺施設は一切ロックオンができない。通常爆ばく弾だんや機き関かん砲ほうを用いた目視攻撃ならダメージは与えられるものの、司令部周辺には数多くの対空火器が設定されているため、ギリギリまでの接近を強しいられる目視攻撃には大きな危険が伴う。

　ＨＱをロックオンできるようにするには、マップ中央に出現するＮＰＣの地上施設やヘリを破は壊かいしなければならない。それらの目標には赤字で〝ＴＧＴターゲツト〟と記されていることから、通称赤ＴＧＴと呼ばれている。この撃墜は敵味方共有というわけではなく、敵味方それぞれ別に攻撃すべき赤ＴＧＴが設定されている。そして敵よりも先に赤ＴＧＴを破壊できれば、敵ＨＱをロックオンできるようになり、またＡＳＭエアストライク・モードという特殊な攻撃モードに入れるようになる。

　ＡＳＭ。ＤＦＭが戦せん闘とう機の特技だとすれば、ＡＳＭは攻撃機の特技だ。ＡＳＭに入れば速度を極限まで落として飛行し、さらにミサイルや特殊兵装のリロード速度が上がるという特徴がある。

　速度を落とせばもちろん他た機きからの攻こう撃げきを受けやすくなるが、その代わり地上施設へ攻撃を仕し掛かけられる時間は圧倒的に長くなる。さらにリロード速度も上がることから、対地攻撃の火力は飛ひ躍やく的てきに増すことになるのだ。
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　決勝は一〇分後に行われるというアナウンスがあり、岸きし嶺みねたちは先ほどと同じくテーブルの一つを占拠して顔を突き合わせていた。

「さて諸君！　首都攻防戦は八対八の一六人でプレイした場合、対空戦を完全に捨て、攻撃機で出撃してゴリ押しというのがセオリーだ！　しかしこれが四対四となると話は別だ、味方機が一機落とされれば戦力が二五％ダウンすることになる！　その上、攻撃機ではＤＦＭが仕掛けられん。敵戦せん闘とう機にＤＦＭを仕掛けられたが最後、撃げき墜ついされるのを待つしかなくなるわけだ！」

「分かりました。じゃあ戦闘機と攻撃機をまじえて出撃って感じですかね？」

　岸嶺が問いかけると、天てん道どうは頷うなずいた。

「そうだな。首都攻防戦ではヘリは遅すぎるから攻撃には向いてない。かといって攻撃機四機だけでは敵が戦闘機を二機も出してくれば阻止される可能性があるだろう。あの一いち条じようの戦いぶりは、準決勝でも見ただろう？」

「あれは敵ながら凄すごかったわね。一機で獅し子し奮ふん迅じんだったもの」

「そこで提案なのだが──機体構成はいっそこうしよう、全員でマルチロール機に乗り、特殊兵装に対地武器を装備するのだ！　マルチロール機は対地ＡＳＭ、対空ＤＦＭどちらも可能な機体だからな、これで臨りん機き応おう変へんに戦うのだ！」

「そうね。準決勝での戦いぶりを見た限り、あのチームには一人ひとり二人ふたり上う手まいのがいるみたいだけど、残り二人はそれほどでもなかったわ。マルチロール機でその二人を蹴け散ちらしつつ対地攻撃するって感じでいいんじゃないかしら？」

　瀬せ名な先生と杉すぎ鹿しかの提案に、反はん対たい論ろんは出なかった。充分な説得力があったし、現時点でそれ以上の綿密な作戦を立てられる情報もなかったためである。

「とにかく最初が肝かん心じんだ、みんな。マルチロール機は充分足が速い。速攻で赤ＴＧＴターゲツトを破は壊かいし、一気にＨＱに攻撃を仕掛けよう」

　天道が議ぎ論ろんを締しめくくり、一応の作戦は成立した。

『お待たせしました！　ではこれより決勝戦を開始します！　〈伊い豆ず野の宮みや学がく園えん現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶ〉チーム、および〈駿する河が坂ざか学がく園えん電でん子し遊ゆう戯ぎ研けん究きゆう部ぶ〉の皆さんはどうぞステージに上がってください！』

「え」

　聞こえてきた鷹たか三み津つのアナウンスに、岸きし嶺みねは思わず息を吞のんだ。

　見ればステージの上には四台と四台、計八台のゲーム機きとモニターがセットされている。

「け、決勝ってあそこでやるんですか!?」

「そのようだな。八人までなら全員上がれるようだ」

　先週のガーディアンヒーローズのときは、一二人対戦ということで決勝戦もステージ下でのプレイだった。しかし今日きようの決勝はまさに衆しゆう人じん環かん視しでのプレイということになるらしい。

　今いま更さら逃げるわけにもいかず、岸嶺はステージに上がった。

　少しばかり右を向けば、百人以上のゲーマーたちと視し線せんを合わせることになる。

　意い識しきせずにはいられない。これまでの人生でこれほど多くの人前に出たことが果たしてあっただろうかと。

「まさかあんた、柄がらにもなく緊きん張ちようしてんじゃないでしょうね？」

　左ひだり隣どなりにいた杉すぎ鹿しかが相変わらず核心を突いてくる。

　情なさけないが否定できる顔をしているとは思えなかった。

「だ、だってこんなに人が見てる中でゲームするんだよ？　なかなかちょっと……」

「岸嶺、あまり意識するな」と、右隣の天てん道どう。「どうせゲームが始まれば、外野などすぐに気にならなくなる」

「そうよ。それに、瀬せ名な先生って壁かべがいるじゃない」

　そうだった。一番右の観かん客きやく側がわにいるのは白衣を身にまとった瀬名先生である。その白衣のおかげか、だいぶ観客たちとの視界が遮さえぎられているのは事実だった。

『それでは本日のＪＧＢＣチーム戦決勝戦！　〈伊い豆ず野の宮みや学がく園えん現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶ〉チーム対〈駿する河が坂ざか学がく園えん電でん子し遊ゆう戯ぎ研けん究きゆう部ぶ〉チーム！　スタートです！』

　鷹三津は長ったらしい二チームの名を嚙かむことなく見事に言い切った。
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　首都攻防戦が始まった。

　実在の首都──パリを舞ぶ台たいにしたマップに、八機の航空機が現れ、一斉に画面中央へと向かう。

　マルチロール機は充分に速く、岸嶺ら四人は一気にマップ中央へと詰め寄った。

「さて、敵がどう出てくるか、お手並み拝見だな」

「いくらなんでも、序じよ盤ばんでそう変なことはできないと思いますけど」

「だから岸嶺、あんたがそういうこと言うのやめて！　変なフラグ立つから！」

　フラグ。なんとなくその言葉の使い方が分かってきた岸嶺だった。

　そして杉すぎ鹿しかの言葉を裏付けるように、いきなり敵てきに動きが生じた。

「む、ミサイルアラートだ！」

「あ、僕ぼくもです！」「げ、あたしもよ！」「違う、全員にだ！」

　何が起こったのかはすぐに分かった。

　敵の戦せん闘とう機きが一機全速で近づいてきていた。そして４ＡＡＭを放ったのだ。岸きし嶺みねら四人全員をロックオンして。

　ミサイルは正面から飛んでくる。

「仕方ない、散開！」

　天てん道どうの号令と同時に、岸嶺たちは横に旋せん回かいしてミサイルをやり過ごした。

　だがすかさずそこへ敵戦闘機が喰くらい付いてくる。

「あははは、このときを待ってたわよ！」

　向こう側の対戦台からあの一いち条じようという女子高生の声が響ひびいてくる。

　マルチロール機はその名の通り対地、対空攻こう撃げきをこなす汎はん用よう性せいのある機体だ。しかし空戦では戦闘機に劣り、対地戦では攻撃機に劣るという欠点もある。

　その欠点を突くように、突っ込んできた敵戦闘機は俊敏な機動で味方機の一つに喰らい付いた。

「げ、ＤＦＭをかまされたぞ！」

　悲鳴は瀬せ名な先生のものだった。

「ど、どうしましょう、援えん護ごします!?」

「そんな時間はない！　私はいいから早く赤ＴＧＴターゲツトの攻撃を！」

「りょ、了解！」

　岸嶺ら三機はマップ中央へと急いだ。

　どうやら敵は先ほどの戦闘機以外は鈍どん重じゆうな攻撃機らしく、まだ中央へ到達する様よう子すがない。

　すかさず岸嶺たちは攻撃に移った。まず手近な赤ＴＧＴをロックオンし、通常のミサイルを連続発射。さらにミサイル再さい装そう塡てんの間に特殊兵装の投下型爆弾ＵＧＢに切り替え、投とう擲てき。

　だがそのとき、残る敵三機が中央へ到達した。やはり三機とも攻撃機である。

　岸嶺は一いつ瞬しゆん迎撃すべきか迷ったが、今は赤ＴＧＴへの攻撃に専念すべきと機体を旋回させ、次の目標への攻撃コースに入った。

　しかし、その目もく論ろ見みは甘かった。敵攻撃機が一斉に４ＡＧＭを放ったのだ。攻撃機にのみ発射することのできる、四つの目標を同時にロックオン可能な空対地Air-to-Groundミサイルだ。

　三機の攻撃機が計一二発の空対地ミサイルを放ったのだ。爆ばく弾だんと標準ミサイルしか持っていないマルチロール機とは雲うん泥でいの火力である。

　その破は壊かい力りよくは凄すさまじく、攻撃が遅れたハンデを簡かん単たんに覆くつがえした。

『おっと、まずＨＱへの攻撃が可能となったのは〈駿する河が坂ざか学がく園えん電でん子し遊ゆう戯ぎ研けん究きゆう部ぶ〉チームだ！』

　男性声せい優ゆうの解説が響ひびき渡る。

「くっ、後ご手てに回ったか」

　悔くやしそうに天てん道どうが呟つぶやく。

「案ずるな、まだゲームは始まったばかりだ！　天道くん、その攻こう撃げき機き群ぐんに喰くらい付くんだ、私と共にＨＱへの攻撃を阻止するぞ！　岸きし嶺みね君と杉すぎ鹿しかくんはそのまま赤ＴＧＴターゲツトへ攻撃を！」

「先生、敵は攻撃機３に戦せん闘とう機き１という構成です、こちらも誰だれか一人ひとり戦闘機に乗のり換かえるべきではありませんか？」

　天道がそう提案する。

「いや、まだその必要はないだろう！　攻撃機相手ならマルチロール機でも落とせるし、そのまま敵への対地攻撃も可能だからな！」

「なるほど、了解です」

　こうして岸嶺たちはフォーメーションを変えた。

　ＨＱへＡＳＭを仕し掛かけるべく接近してくる三機の攻撃機を天道と瀬せ名な先生が迎撃しようとする。一方、岸嶺と杉鹿は赤ＴＧＴへの攻撃を続行した。

　しかし、今回ばかりは敵の戦略が上回っていた。
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　事が思い通りにいっていることに、一いち条じようはほくそ笑えんでいた。

「いいわ、今のところ作戦通りね」

　残念だが味方に強いメンバーはあまりいない。だからこそ攻撃機三機という物量で攻めようとしたのだ。

「三人とも、まず進路上のＢＡＳＥを破は壊かいしてそのままＨＱに攻撃しなさい。一人でも生き残ってＡＳＭが仕掛けられば御おんの字よ！　あたしはこのまま迎撃戦を続けるわ！」

「分かりました、お任せを」

　泉いずみが力強い返事をしてくれる。妹と顧こ問もんの二人ふたりはいささか不安だったが、彼女がいればどうにかしてくれるだろう。

　やがて三人はＢＡＳＥへの攻撃を開始した。首都攻防戦にのみ存在する特殊な建物である。ＢＡＳＥを破壊すると、以後その場所からリスポーンできるようになる。当然敵ＨＱに近いＢＡＳＥを破壊すれば、以後の攻撃が有利になるのだ。

　ＢＡＳＥは非常に耐久度の高い建物だ。しかし三機の攻撃機による山のようなミサイル攻撃に耐える術すべはない。

　すぐにＢＡＳＥの破は壊かいに成功。そのまま三機きは敵ＨＱにＡＳＭを仕し掛かけようとした。

「うわ、お姉ねえちゃん、敵にＤＦＭされたー！」

「私もだ！　喰くらい付かれた！」

　珠たま美みと赤あか山やま先生が悲鳴を上げた。彼女たちは知る由よしもなかったが、ＨＱの防ぼう衛えいに回っていた天てん道どうと瀬せ名な先生の二人ふたりに攻こう撃げきを仕掛けられたのである。

「逃げなさい！　少しでも時間を稼かせいで、いっそ敵もろとも死になさい！」

「うう、お姉ちゃん物ぶつ騒そう過ぎ……」

　苦情を言いつつも、珠美は役割を果たした。

　鈍どん重じゆうな攻こう撃げき機に敵ＤＦＭから逃のがれる術すべはないが、珠美は素人しろうとなりに激はげしい運動を繰くり返し、そして──。

　意図的かあるいは初心者ゆえなのかは分からなかったが、ビルの谷間をくぐり抜けようとして操そう縦じゆうを誤り地面に激げき突とつしたのだ。ＤＦＭでついてきた敵もろとも。

　赤山先生もさすが旧作とはいえエースコンバットに慣なれているせいか、最終的には撃げき墜ついされてしまったものの、小刻みな機動を繰り返して時間を稼ぐことに成功した。もともと攻撃機は鈍重だが、とにかく丈夫にできている。そのこともプラスに働いたのだろう。

　その間に一いち条じようも中央を攻めていた敵マルチロール機を一機撃墜することに成功した。やはり一条が知る由もなかったが、それは杉すぎ鹿しかの機体だった。

　空戦ならば戦せん闘とう機きはマルチロール機に勝まさるし、敵は地上の赤ＴＧＴターゲツトを攻撃しているところだった。そこに後ろからＤＦＭを仕掛けて撃墜するのは難むずかしくなかったのだ。

「ＡＳＭエアストライク・モードに入りました、敵ＨＱを攻撃します！」

　副部長の泉いずみから待ちに待った報告が上がった。

　ＡＳＭの最中は兵器の装そう塡てん速度が一気に速まる。泉の乗った攻撃機は、通常ミサイルと４ＡＧＭを交互に連続発射し、敵ＨＱの耐久度を大きく減らすと共に、周辺に設置された地対空ミサイルなどの守備部隊を一気に壊かい滅めつさせた。
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「くっ、やられたわ！」

　岸きし嶺みねと一いつ緒しよに中央に攻撃を仕掛けていた杉鹿が悲鳴を上げた。どうやら敵戦闘機に落とされたらしい。

「まずい、こっちのＨＱが攻撃を受けてるぞ！」

　天道の悲鳴も上がる。見れば画面左上のＨＱの耐久度を示すバーがかなり減っていた。

「やられたな！　序じよ盤ばんは完全に向こうの作戦勝ちだ！」

「どどどどどうします、先生!?」

「慌あわてるな、まだ序じよ盤ばんだ、逆転のチャンスはいくらでもある！」

「そうよ、もう中央の赤ＴＧＴの殲せん滅めつも終わるはずでしょ!?　そうなれば攻守逆転よ！」

「りょ、了解！」

　岸きし嶺みねは気を取り直して地上施設への攻こう撃げきを開始した。

　ロックオン。ミサイル二発発射。杉すぎ鹿しかの言った通り、赤ＴＧＴターゲツトはもう数えるほどしかない。

　だがそのとき、ミサイルアラームが鳴なり響ひびき始めた。

　レーダーを確かく認にんすると、ミサイルが後方から迫ってくるのが分かる。航こう空くう機きの姿は見えない。恐らく地上からの地対空ミサイルだ。

　スロットル全開、右旋せん回かい。ミサイルはまだ追ってきているのか、あるいは他ほかの敵に攻撃されているのか、未いまだにミサイルアラームは鳴り止やまない。レーダーに映るミサイルの軌き道どうは明らかに直撃コースであり、回かい避ひが必要だった。

　急旋回する。と、そのとき、目の前に敵機が飛び込んできた。先ほど杉鹿をやった敵戦せん闘とう機だ。

　岸嶺は反射的にミサイルを発射していた。

　それは脅おどしだった。角度的に見て、当たらないことは明白だ。しかしミサイルアラームが鳴り響けば多少は動どう揺ようしてくれるはずである。敵が無む駄だに回避行動でも取ってくれればそれで充分だった。

　その間に別の赤ＴＧＴに攻撃を仕し掛かける。

　ターゲット・インサイト。ロックオン。ミサイル発射。

　破は壊かい。さらに機体減速、次の地上ターゲットに照準をあわせ、機関砲を叩たたき込む。

　その瞬しゆん間かん、画面中央に新たな赤ＴＧＴが出現した。

「ＲＡＤＡＲが出現しました！」

　首都攻防戦に出てくるもう一つの特殊な地上施設。それがＲＡＤＡＲだ。この施設を破壊すれば、攻守は逆転する。すなわち、味方ＨＱへのロックオンおよびＡＳＭが不可能になり、反対に敵ＨＱへの攻撃が可能になる。

　だが岸嶺にＲＡＤＡＲ攻撃をしている暇ひまはなかった。

　速度を落として対地攻撃に専念していたためか、再びロックオンされ、ミサイルが発射されたのだ。

　無視はできなかった。レーダーを見ればミサイルは真まっ直すぐこちらに向かってくる。やむを得ず速度を上げて回避行動に移る。

「まずい、敵攻撃機が次々近くのリスポーン地点から出現している！　とても抑おさえきれないぞ！」

　自軍ＨＱの防ぼう衛えいに専念していた天道が悲鳴を上げる。

　落としても落としても現れる頑がん丈じような攻撃機による波状攻撃。それはまさに悪夢のような光景だろう。

　さらに岸きし嶺みねの画面にも、見るのも嫌いやな二つのマーカーが表示された。

「げ、僕ぼくもＤＦＭされた!?」

「あたしをやったヤツね！　カウンターしなさい！」

「そうだ、そいつさえ撃げき墜ついできれば中央の航空優ゆう勢せいは我われらのものだ！」

「や、やってみます！」

　分不相応だ、とも思ったが、どうにか仲間たちの期待に応こたえたいという思いの方が強かった。

　敵に後ろを取られたまま、スロットル全開でどうにか逃げ切ろうとする。

　激はげしい攻防戦が続いた。岸嶺は上下左右にこれでもかと細かい機き動どうを繰くり返し、どうにか敵を振り切り、あるいはカウンターマニューバを仕し掛かけようとする。

　しかし敵も送り狼おおかみのように喰くらい付いてきて離はなれない。
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「やるわね、こいつ！　あたしが撃墜できないなんて！」

　一いち条じようは舌打ちしながらＤＦＭドツグフアイト・モードを続けていた。

　相手は戦せん闘とう機より機動力に劣るマルチロール機である。しかしよほどの集中力の持ち主なのだろう、自在に動くその敵機はなかなか攻撃サークルに収めることができない。

　それどころかこのとき一条の持つコントローラに異変が生じようとしていた。

「あ!?」

　汗でスティックを動かす指が滑ったのだ。

　ＤＦＭでは一いつ瞬しゆんの油ゆ断だんが命取りとなる。その瞬間、敵機は画面から消え去り、そのままＤＦＭモードが解消される。

「やるわね、わたしから逃のがれるなんて……」

　このとき、レーダーが破は壊かいされた旨むねのメッセージが表示された。どうやら一機の敵に気を取られている間に別の一機が攻撃を続けていたらしい。

「部長、敵ＨＱへのＡＳＭエアストライク・モードができなくなりました！」

「分かってるわ、こっちもＲＡＤＡＲへの攻撃を開始、攻撃権を奪うばい返しなさい！　大丈夫、一度優勢に立てばもう勝ちは揺ゆるがないわ！」
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『さあ、本日のＪＧＢＣチーム戦、いよいよ大詰めとなってまいりました！』

　と、黒くろ岩いわの解説が会場内に響ひびき渡った。

『戦せん闘とう機き一機で牽けん制せいしつつ攻こう撃げき機き三機で押しまくる戦術が功を奏そうし、〈駿する河が坂ざか学がく園えん電でん子し遊ゆう戯ぎ研けん究きゆう部ぶ〉チームの優ゆう勢せいが続いています！　〈伊い豆ず野の宮みや学がく園えん現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶ〉チームのＨＱ耐久度は残り三割といったところでしょうか！』

『とはいえ現代遊戯部チームも決して負けていません！　あ、ここで再びＡＳＭエアストライク・モードを仕し掛かけました！　駿河坂のＨＱの耐久度が減っていきます、こちらも五割を割っています！　しかしここで駿河坂がまたＲＡＤＡＲの破は壊かいに成功、攻守が入れ替わります！』

　鷹たか三み津つの声も聞こえてくる。彼女は劣勢のチームを応援しているフリをして、自分たちを応援してくれているのではないか。そんな風ふうに思えた。

「でもこのままじゃ、届かない……」

　序じよ盤ばんの劣勢が未いまだに響ひびいていた。首都攻防戦は基本的にＲＡＤＡＲを破壊し合い、ＨＱを攻撃し合うという流れだ。一度陥おちいった劣勢はそう簡かん単たんに覆くつがえらない。二割近くの差はあまりに大きかった。

「まずいですよ先生！　このままじゃ削られて終わっちゃいます！」

「問題ない、逆転の手立ては考えている！　このまま全力を尽くしたまえ！」

　瀬せ名な先生はあっさりとそう言ってのけた。

　何を考えているのかは分からないが、こうなったらその逆転の手段に賭かけるしかない。

　間もなく岸嶺たちのＨＱの耐久度ゲージは、二割を割り込んだ。

「もういいだろう。爆ばく撃げき機き、出るぞ」

　珍しく小さな声で、瀬名先生は言った。

　声を潜ひそめた理由は、岸きし嶺みねたちにもすぐに理解できた。

（そうだ、それがあった！）

　爆撃機。味方のＨＱが大きなダメージを受けているときのみ出撃できる奥の手だ。その名の通り強力な爆撃ができ、敵ＨＱに甚じん大だいなダメージを与えることができる。

　ただし、動きは鈍どん重じゆうな上に対空攻撃は何もできない。防御手段はフレアと高い耐久度だけだ。

　しかも、爆撃ができるといってもマルチロール機のようにひねりこんでの爆弾投下といった器用なことはできない。ＡＳＭを使用して爆撃コースに乗らないと爆撃すらできないという有あり様さまだ。

「援えん護ごした方がいいんでしょうか、僕ぼくたち」

「いや、待つんだ」と答えたのは天てん道どうである。「どのみちまず中央のＲＡＤＡＲを落とさないと爆撃機も攻撃できないし、このままではこっちのＨＱが落とされそうだ」

「そうだ！　まず大前提として私が敵ＨＱに接近するまでにＲＡＤＡＲを破壊してもらわねばならん！　しかし中央へ攻勢をかけるとなると、こちらのＨＱの守備が疎おろそかになってしまうのだが──」

「ねえ。提案があるんだけど。ＨＱの守りはあたし一人ひとりに任せてくんない？　うまくいけば時間を稼かせげるはずよ」

　敵てきは攻こう撃げき機き三機でＨＱに攻撃を仕し掛かけてくるのだ。その守りを疎おろそかにするなど、本来ならできない。

　だがこの局面で、しかも杉すぎ鹿しかが意味深に提案してきたのだ。それを却下できるメンバーは、伊い豆ず野の宮みや学がく園えん現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶにはいなかった。

「分かった、なら守りは託そう。岸きし嶺みね、瀬せ名な先生が敵ＨＱに接近するまでに中央のＲＡＤＡＲを落とすぞ」

「が、がんばります」
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「部長、敵のフォーメーションが変わりました。ＨＱの守備が一機しかいません」

　副部長泉いずみが何を言わんとしているのかを、一いち条じようはすぐに悟った。

「爆ばく撃げき機の前兆ね」

「ええ、それしかないでしょう」

　ＨＱの守備を薄うすくしてその間に残る二機でＲＡＤＡＲを破は壊かい、そのまま爆撃機による爆撃を敢かん行こう。もはや敵に残された手はそれしかない。

「押し切るわ、三人は敵ＨＱを叩たたいて。うまくいけばそれで落とせるはずよ。わたしは万が一に備えて爆撃機に備えるわ」

「分かりました、それが最善でしょう」

　攻撃機三機による攻撃なら、二割足らずの耐久度など一気に吹ふき飛ばせる。よしんば失敗しても、爆撃機さえ落とせば敵に逆転の目はない。

「あ、お姉ねえちゃん、敵ＨＱの真ま上うえに何かいる！　あれって……ヘリ!?」

「でしょうね。一機で防ぼう衛えいするならそれしかないわ」

　ヘリはその鈍どん重じゆうさから首都攻防戦におけるアタッカーとしては使えない。しかし、ＨＱの真上にヘリが陣取るというのは、卑ひ怯きよう者もの扱いされるほど有効な防御攻撃なのだ。ＨＱにＡＳＭを仕掛ければ必然的に速度が落ち、敵の攻撃に対しては無防備になる。ヘリが正面から空対空ミサイルＡＡＭでも撃うってくればもう回かい避ひの方法はない。

「く、ダメだ、撃げき墜ついされた！」

　予想通り、ＡＳＭを仕掛けていた赤あか山やま先生の攻撃機が撃墜された。

「構うことはないわ、呼吸を合わせて敵ＨＱに飽和攻撃よ！　それで落とせるはずよ！」




　　　　◆




「通さないわよ……！」

　アメリカ製攻こう撃げきヘリに乗り、ＨＱの守備についていたのは杉すぎ鹿しかである。
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　二機きの攻撃機が一斉に攻めてくる。４ＡＧＭを同時発射。八発の空対地ミサイルが、ＨＱ目め掛がけて襲おそい来る。

「落ちなさい！」

　杉鹿はヘリ搭とう載さいの機関砲の狙ねらいを定め、トリガーを引いた。

　スナイパーライフルで手しゆ榴りゆう弾だんを撃うち落とす杉鹿である。連射が効きき、かつ反動のないヘリの機関砲でミサイルを撃げき墜ついするのはたやすい芸当だった。




　　　　◆




「う、噓うそ!?　信じられない！」

　冷静なはずの泉いずみが悲鳴をあげた。

「何よ、どうしたの!?」

「敵ヘリが……八発の空対地ミサイルＡＧＭを、全部撃破しました！」

「な、なんですって!?」

　敵ながら見事というべきだった。さすがに決勝まで進出したのは伊だ達てではないらしい。

「構わないわ、繰くり返し波状攻こう撃げきしなさい！　いくらなんでもそう全部撃げき墜ついできるわけじゃないでしょう！」

　一いち条じようの指摘は正しかった。ＡＳＭエアストライク・モード中の攻撃速度は段違いに上がる。二機の攻撃機きは４ＡＧＭと通常ミサイルを連射しまくった。敵ヘリも相当な手て練だれのようだが、さすがに撃うち漏もらしが出て耐久度が減っていく。

「いけます、もう少しです！」

　泉いずみが快かい哉さいを上げる。しかし、その直後、妹の珠たま美みから異常が報告される。

「……って、あれ？　おかしいよ？　ＡＳＭが終わって攻撃できなくなっちゃった」

「え……？　あ、部長、ＲＡＤＡＲが破は壊かいされてます！　敵ＨＱのロックオン不能！」

「なんですって!?」




　　　　◆




「よし、ＲＡＤＡＲ破壊に成功！」

　岸きし嶺みねと共に中央を攻撃していた天てん道どうが快哉を上げた。

「いいタイミングでＲＡＤＡＲを破壊してくれたな！　こっちももうＡＳＭに入る！　とはいえ爆ばく弾だん投下までまだかかる、援えん護ごしてくれ！」

　見れば瀬せ名な先生の爆撃機はまだトロトロ飛んでいた。ヘリよりも遅いのではないかと思える速度である。

「守るぞ岸嶺、恐らくすぐに敵戦せん闘とう機が寄ってくるはずだ！」

「りょ、了解！」

　ここで爆撃機が守れないとすべて終わってしまう。まさに大詰めであった。こうなればもう観かん客きやくの視し線せんなど気にもならない。岸嶺の意い識しきは、すべてゲームへと向けられていた。

　それは岸嶺だけではない、八人の全プレイヤーに言えることではあった。観客さえもスクリーンに映し出される激げき戦せんに魅み入いっていた。

　しかし、すべての参加者の中でも、こと岸嶺の集中ぶりだけは飛び抜けていた。それは比ひ喩ゆではなく、文字通りゲームに意識が吸い取られるほどの集中だった。




　　　　◆





　僕ぼくは全力で瀬名先生の爆撃機を守ろうとしていた。難むずかしいことではない、瀬名先生の後ろに取り付き、やってくる敵にミサイルを撃ち込むだけの簡かん単たんな仕事だ。

　しかし、敵がフレアを散らしながらダメージ覚悟で攻撃を強行してくれば、とても防ぐ術すべはない。僕は機関砲とミサイルを撃ち尽くすつもりで撃ちまくり、何度も追い払ったが、それでも爆ばく撃げき機きは次々とミサイルを浴びていった。まだもっているのは高い耐久度のおかげだろう。

「よし、ＨＱを捉とらえた！　爆弾投下開始！」

　爆撃機がついに爆弾投下を開始する。

　しかし、そうはさせじと敵てきが遠えん距きよ離りミサイルを発射した。

「だめだ、墜つい落らくする！」

　瀬せ名な先生の悲鳴が聞こえる。敵の歓声までも聞こえたような気がした。

「だが爆弾はかなり投下したはずだ！　あとは任せたぞ！」

　僕ぼくたちの視し線せんは自然ＨＱの耐久度ゲージへと向けられた。

　数秒の時間を置いて、投下された爆弾が着弾。ゲージがみるみる減っていく。

　誰だれもが固かた唾ずを吞のんだ瞬しゆん間かんだ。敵ＨＱの耐久度はもうほとんどない。充分な数の爆弾が落ちていれば、陥かん落らくは必死である。

　しかし、

「止まった[image: ][image: ]!?」

　耐久度がなくなる瞬間、あと一ミリといったところでゲージの減少が止まったのだ。

　あと少し、あと少しで敵ＨＱを陥落させられる！

　もうＡＳＭを仕し掛かけるために方向転換をしている時間はない。僕は全力で愛機をビルの谷間に突っ込ませた。

　襲おそい来る対空砲火に敵戦せん闘とう機き。がなりたてるミサイルアラーム。

　僕は激げき突とつ寸前のギリギリのタイミングでビルの谷間をくぐりぬけ、敵の火砲を突破した。

　無誘導爆弾ＵＧＭを装備。画面にレティクルが表示される。その間も各種警けい報ほうは鳴りっぱなしだ。

　敵戦闘機が放ったミサイルが接近する。これはフレア射出でしのぐ。しかし一発二発では済まず、続けてさらに接近。僕も狭せまいビルの谷間でできうる限りの回かい避ひ機動を行う。

　だが、すべては回避できない。直撃。

　機体は瓦が解かい寸前だ。先ほどからビービービービーと警報が鳴なり止やまない。

　それでも僕は敵ＨＱのマーカーから目を離はなさなかった。

　やがて無誘導爆弾ＵＧＭの射程に入る。しかしあまりに複ふく雑ざつな回避機動を行っているためか、狙ねらいが定まらない。左右上下に複雑な機動を繰くり返しながら無誘導爆弾ＵＧＭを狙った場所に落とすなど至し難なんの業わざなのだ。

「ここまでよ！」

　まるで僕の進路を妨害するように、斜め後方から機関砲弾が降り注いだ。敵戦闘機パイロットの声まで聞こえたような気がする。

「まだだ！　まだ終わらない！」

　僕は機を左へスライドさせる。攻撃は回避できたものの、もちろん爆撃コースからずれてしまう。

　ここで僕ぼくは機きを再び右へ移動、無む理り矢や理りＨＱへの爆ばく撃げきコースに乗ろうとする。

「今だ！」

　視界の中央にＨＱを捉とらえ、フルスロットル。

「だ、誰だれか！　そいつを止めて！」

「いっけええええ！」

　爆弾をもっとも簡かん単たんに目標に当てる方法。そんなもの、とっくの昔に編あみ出されている。

　爆弾を抱えたまま限界まで近づけばいいのだ。

　僕は激げき突とつコースに入り、爆弾を投下した。ゼロ距きよ離り射撃ならぬゼロ距離投とう擲てきだ。もちろん僕は地面との激突を余よ儀ぎなくされるだろう。だが投じられた爆弾は、もはや外れる道理もなくＨＱへ吸い込まれる。

　それが長かった戦いに決着がついた瞬しゆん間かんだった。

『ゲーム終了！　ＨＱが破は壊かいされました、勝利したのは〈伊い豆ず野の宮みや学がく園えん現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶ〉チームです！』




　そんな声をどこかに聞きながら、僕は意い識しきを失っていた。
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「あ、あれ？」

　岸きし嶺みねが目覚めたのは、どこかの部へ屋やだった。

「…………」

　見たところ、何の変哲もない和室だった。大きさは八畳ぐらい、テレビがあり、冷れい蔵ぞう庫こがあり、壁かべには大きな鏡かがみがある。

　どこかの控え室だろうか、と思った。テレビでときどき役者や芸人が待たい機きしている部屋が映し出されることがあるが、まさにこの部屋がそんな感じだったのだ。

　とにかく誰だれもいないのが不ぶ気き味みだった。しかしどこからか人の気け配はいもする。

　ひとまず部屋を出る。部屋の外は無機質な通路だった。遠くから何やら騒さわぎ声ごえが聞こえてくるのだが、やはりこの近辺には誰もいない。

「…………」

　なんとなく不気味で仕方なかった。

　と、そのとき。すぐ隣となりにあったドアから、物音がした。どうやら人がいるらしい。

　今はとにかく人に会いたい。岸嶺は迷うことなくその隣りん室しつのドアを開あけた。

「あの、すいません」

「え──」

　聞き覚えのある少女の小さな悲鳴が聞こえた。

（ああ、もう……これ何度目だっけ）

　岸嶺はもうあまり驚おどろかなかった。それどころか思わずこの世には神か何かが実在して、自分の運命を弄もてあそんでいるのだろうかと哲学的なことさえ考えてしまう。

　一体いかなる偶然が重なってそうなったのかは分からない。確たしかなのは、部屋の中にいたのが幼おさな馴な染じの鷹たか三み津つであり、そして彼女が着替えの最中だったということだけである。

　身に着つけているのは、下はスカート一枚、上はブラジャーだけだった。

「…………」

　分かっている。それは見てはいけないものなのだと。相手は男が苦にが手てな鷹三津なのだ。偶然とはいえ、その柔やわ肌はだをただの幼馴染が見ていいはずがない。

　しかし、凍こおりついたように体が動かなかった。

（お、大きくなったんだなあ）

　自分のオヤジ臭くさい発想に自じ己こ嫌けん悪おしたくなる。

　ついこの間まで、記き憶おくの中にある鷹三津は幼稚園児だったのだ。そのときの面おも影かげを残しているとはいえ、今目の前にいる鷹三津とは何もかもが違う。

　まず否いや応おうなく目に飛び込んでくるのは、ピンクのブラジャーに包まれた胸だった。

　大きい。着やせする天てん道どうよりも一回りは大きい。サイズだけなら杉すぎ鹿しかをも超えるだろう。もっとも、杉鹿の場合は体そのものが小さいので比率でいえば同じぐらいかもしれないが。特に杉鹿の場合はその体つきのせいでアンバランスさというか幼さがあったが、鷹たか三み津つには子供っぽさと大人おとなっぽさが半々で同居しており、また違った魅み力りよくがある。

　そして大きな胸と同じぐらい惹ひかれるのは、綺き麗れいな脚だった。ステージの上にいたときは長い靴下を穿はいていたのでよく見えなかったが、今やその素す足あしが露あらわになっている。太すぎもせず、細すぎもしない、白く柔らかそうな太もも。しかも身に着つけている衣服がアイドルっぽい可愛かわいらしいミニスカートだけということもあって、一層魅み力りよくを引き立てている。

　無限にも感じられる長い時間が経過したように思えたが、実際にはそこまで分析するのにかかった時間はわずか一秒ほどだった。
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「い、いやあああ!?」

　鷹三津が悲鳴を上げた。慌あわてて岸きし嶺みねも視し線せんを逸そらすため後ろを向く。

「ご、ごめん！」

　最近似たような出来事を何度も体たい験けんしているにもかかわらず、相変わらず咄とつ嗟さに目を逸らせなかった自分が嫌いやになる。そのせいか、天道や杉鹿に続き、鷹三津の裸ら体たいもすっかり脳のう裏りに刻まれてしまっていた。

「え？　あ、けんごくん？　よかった、目が覚めたんですね。と、とにかくちょっと待ってください」

　慌あわただしく着替える気け配はいがした。その衣きぬ擦ずれの音も岸きし嶺みねの煩ぼん悩のうを搔かき立てるに充分だったが、幸いなことにあまり長くは続かなかった。

「ど、どうぞ、もういいですよ」

「う、うん」

　岸嶺が振り返ると、そこにはステージの上にいたのと同じ衣い装しようを着た鷹たか三み津つがいた。眼鏡めがねをかけていないその姿は、何度も見ても新しん鮮せんである。

「ご、ごめんねみやびちゃん。ノックぐらいすればよかったよ」

「い、いえ、いいです。わたしも鍵かぎぐらいかけておくべきでしたし、それに、けんごくんでしたから」

「……え？」

「……え？　あ、いえ、違います！　変な意味じゃなくて、けんごくんなら気心が知れてる人だから、赤の他人に見られるよりはっていうか……、ああもう、その、全部忘れてください、全部！」

「あ、うん。とにかく忘れるよ、全部」

　鷹三津はすっかりテンパって顔を赤くしている。ステージに上がっていたときとは違う、自分にだけ見せてくれるその素そ振ぶりが、なぜか可愛かわいく見えて仕方ない。

「そ、そうだ、それよりけんごくん、体の方は大丈夫なんですか？」

「え？　ああ、問題ないけど。そうだ、ここどこなの？　なんか目が覚めたら控え室みたいな場所にいたんだけど……」

「ここはわたしたち運営スタッフの控え室です。覚えてませんか？　けんごくん、決勝戦が終わると同時に倒れちゃったんです。でも休ませればすぐ回復するって瀬せ名な先生が仰おつしやったこともあって、隣となりの部へ屋やに……」

「ああ……」

　それで理由を察した。

　天てん道どうの言うところの《魂転生ソウル・トランス》が出てしまったのだ。うっすらと覚えている。決勝戦の最後の最後で、敵てきＨＱに向かって突っ込み、爆ばく弾だんを投下したことを。絶対に外すわけにはいかないと、完全に衝しよう突とつコースに入って。その結果、地面に激げき突とつしてそのまま意い識しきを失ってしまったのだろう。

　我われながら恥はずかしい。百歩譲ゆずってゲームの中のキャラと一体化するのはいい。しかし、いちいちゲームで負ける度たびに気絶するのはどうにかならないものかと本気で思う。

「ご、ごめん。驚おどろかせちゃったかな？　僕ぼくってゲームに集中するとよくああなっちゃうらしくてさ……」

「いえ、大丈夫ですよ。ＪＧＢＣではよくあることですから」

「そっ、そうなの!?」

「はい。やっぱりみんな夢中でやってますから」

　多くの大会で司会を務つとめてきたであろう彼女がそう言うのなら、本当にそうなのだろう。つくづく、深い世界だった。

「そ、そうだ！　それより試合の結果はどうなったの!?　勝ったのは!?」

「安心してください、けんごくんの最後の攻こう撃げきでＨＱは破は壊かいされました。現げん代だい遊ゆう戯ぎ部ぶの勝利ですよ」

　それを聞いて体全体から力が抜けた。

「そうか……良かった、勝てたんだ」

　最初から最後まで、みんなと力を合わせて戦い続けた一日だった。そして見事に優ゆう勝しようしたのだ。自分一人ひとりだけ倒れてしまったというのはいささか情なさけないが、少なくともゲームの中では多少なりともチームに貢こう献けんできたのだ。そのことが純粋に嬉うれしい。そして何より、これで鷹たか三み津つとの約束を守ることにも繫つながったのだ。

「本当に、優勝してくれたんですね」

　同じことを考えていたらしく、鷹三津が言った。

「けんごくんたちが勝ってくれたおかげで、今日きようは男性にヒーローインタビューせずに済みました。瀬せ名な先生は杉すぎ鹿しか先せん輩ぱいが止めてくれましたし」

　その情景がなんとなく目に浮かび、思わず苦笑する。

「うん。このまま世界大会まで出場して、みやびちゃんに密着取材してもらえるよう頑がん張ばるよ。僕ぼくもちょっと嫌いやなんだ。みやびちゃんが僕以外の男にインタビューするって」

「え──」

　鷹三津は目を白黒させた。なんだか顔も少し赤い気がする。

　そして彼女の反応を見て、岸きし嶺みねもようやく自覚する。今自分はかなりとんでもないことを口にしてしまったのではと。

　穏おだやかならぬ沈ちん黙もくが、部へ屋やを満たした。ただでさえ誰だれもいない空間に、女の子と二人ふたりっきりなのだ。しかもその女の子は気心の知れた幼おさな馴な染じで、文字通りアイドルのように可愛かわいいのだ。

　今、ひょっとして自分は何かすべきことがあるのではないか──と、そんな疑問が浮かんだときのことだった。




「あれ？　岸嶺、どこにいるんだ？」




　ドアの外から聞こえてきたのは、天てん道どうの声だった。

　先ほどまでの雰囲気が瞬しゆん時じに霧む消しようする。

　どうやら自分を捜しにきてくれたようだった。なんとなく惜しいという気がするが、いないフリをする理由もない。

　ドアを開ける。

「部長、ここですよ」

「ああ、そこにいたのか。ん？　鷹たか三み津つも一いつ緒しよか」

「ど、どうも、天てん道どう先せん輩ぱい」

　鷹三津はどこか居い心地ごこち悪そうだった。

「迎えにきたぞ。その分だと体は大丈夫そうだな」

「あ、まあ僕ぼくにとってはいつものことですから」

「そうか。聞いてるかもしれないが、試合はわたしたちが勝ったんだぞ」

「ええ、聞いてます。やりましたね、とうとう」

「ああ、これもキミが最後に爆ばく撃げきを決めてくれたおかげだ。体たい調ちようは問題ないんだな？　よかったら昼飯がてら祝勝会をやろうと瀬せ名な先生が言ってるんだが」

「分かりました、大丈夫です。あ、でも鷹三津さんは……」

　振り返ると、鷹三津は少し寂さびしげに笑った。

「すいません、わたしは午後の個人戦の司会もやることになってるんでちょっと。あ、気にしないでください、これはわたしの仕事ですから」

「そうか。こればかりは頑がん張ばってくれとしか言えないな。午後になったらわたしたちも見学に行くから」

「はい、そう言ってくださると心強いです。じゃあ岸きし嶺みね先輩もまた」

「う、うん、また」

　天道と一緒に通路に出ると、会場へと戻る。

「そうえば鷹三津の様よう子すが少しおかしいように見えたが……キミとの間に何かあったのか？」

「え!?」

　不意打ちだった。動どう揺ようを隠かくそうとして、完全に失敗する。

「い、いえ、何も心当たりはありませんけど……」

「そうか、ではわたしの気のせいかな？　まあ同じチーム同士、仲がいいのは結構なことだ。キミはなんだかんだで杉すぎ鹿しかともうまくやってるしな。今後ともその調ちよう子しで頼むぞ」

「は、はい。頑張ります」

　力強く答えつつも、岸嶺はふと内心であることを考えていた。

　たとえば仮に自分が杉鹿や鷹三津と仲良くやっているとして、そのことに天道は嫉しつ妬とを覚えたりするようなことはないのだろうか、と。
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　秋あき葉は原ばらでエースコンバットの大会が行われた次の月げつ曜よう日び。

　駿する河が坂ざか学がく園えん電でん子し遊ゆう戯ぎ研けん究きゆう部ぶの部長一いち条じようは、眠たげな目を擦こすりながら学校へと向かっていた。

「お姉ねえちゃん、目の下にクマできてるよ？　まだ試合のこと忘れられないの？」

　一いつ緒しよに登校している妹の珠たま美みに、そんな指摘をされる。

「当たり前でしょ、あんな絵に描かいたような逆ぎやく転てん劇げきをされたのよ？　夢にだって出てくるわよ……」

　しかも試合が始まる前には伊い豆ず野の宮みや学がく園えんの生徒たちをあれだけ挑発していたのだ。その挙あげ句く負けるなど情なさけなくて仕方ない。

　さらに嫌いやなのは、試合の後の天てん道どうの態度だ。いっそ「あれだけでかい口を叩たたいておいてその程度か？」などと嘲あざけってくれればまだよかった。しかしよりにもよって天道はこう言ったのだ。

「実に楽しい勝負だったな。機き会かいがあればまた是ぜ非ひ戦いたいものだ」と。それも、子供のように無む垢くな笑え顔がおで。こうなると粋いきがってるように見えたからという理由で勝負を挑いどんだ自分がとてつもない小物のように思えてならない。

「おはようございます、部長。ずいぶんと寝不足のようですが」

　と、校門前でばったり会ったのは、副部長の泉いずみだった。

「ああ、おはよ。分かるでしょ、こないだの試合が悔くやしくて全然眠れないのよ。ああもう、思い出したらまた腹が立ってきたわ！　まさかあんな最後の最後で逆転されるなんて！」

「仕方ありませんよ、勝敗は兵へい家かの常だと偉えらい人も言ってましたし。まあテストが終わったらまたリベンジを挑みましょう」

「えー、でもあの人たち強かったよ？　あたしもっと弱い人と戦う方がいいなー」

「もうっ、何言ってんのよ！　俺おれより強いヤツに会いに行くってのがゲーマーのモットーでしょ！」

　とりあえず妹を叱しかってから、口く調ちようのトーンを戻して続ける。

「でもま……あいつらのチームとしてのまとまりは見事だったわ。チーム戦でリベンジするにはちょっと骨が折れるかもね」

「同感です。しかも昨日きのう見ていて気付いたんですが、あのチームは決して全員の腕が立つというわけではありませんでした。にもかかわらず、あの強さです」

「ええ、そうね。強かったのは天道と杉すぎ鹿しかとかいう女子だけで、白衣を着た顧こ問もん教師とか、あの男子なんかは……少なくとも目立ってはなかったわね。最後を除いてだけど」

「それだけチームとしてはよくまとまっていたということでしょうね。調しらべてみたんですがあの岸きし嶺みねという男子なんて、撃げき墜つい数すうは一〇機にも達してませんでした。しかし生存率が極きわめて高く、決勝まで勝ち抜いてほんの数回しか撃げき墜ついされてなかったんです」

「……それは興きよう味み深ぶかいわね」

　仮に生き残ることだけがうまいゲーマーがいるとする。しかしそれだけでは、決してＪＧＢＣの個人戦などでは勝ち抜けないだろう。スコアを稼かせげないからだ。

　しかしチーム戦なら話は変わる。ひたすら囮おとりになるなり陣地を確かく保ほするなりフラッグを奪うばうなりと、敵てきを倒さずともいくらでも勝利に貢こう献けんできるからだ。

「言われてみればあのチーム、暴あばれてたのはあの女子二人ふたりだけど、要所要所をあの男二人が抑おさえてる、そんな感じだったわね」

「恐らく本当にチーム戦のみにターゲットを絞しぼって普ふ段だんから練習しているんでしょう。初出場で四位になったのも分からないではありません」

「……泉いずみ。あなたがそういうもったいぶった言い回しをするときって、大抵何か考えてることがあるのよね？」

「はい。わたしなりに勝つ方法を考えてみたんです。ようはチームとしての連携よりも、個人の技量が重視されるゲームで勝負すればいいんです」

「そりゃ、それができれば簡かん単たんでしょうけど。でもチーム戦でやっている以上、どこかで連携する機き会かいは出てくるでしょう？」

「それはそうですが、あるにはあるじゃないですか。今でこそＦＰＳやＳＬＧなど様さま々ざまなジャンルがありますが、一昔前までは対戦ゲームといえばあるジャンルの代名詞だったと聞きます。実際、そのジャンルの隆盛は凄すさまじく、今でもＪＧＢＣではよく競きよう技ぎ種目とされてます」

「……ああ、そういうこと」

　そこまで言われれば、一いち条じようも何のことか分かった。

「つまり──格ゲーで勝負を挑いどめってわけね？」

「あ、やったー。お姉ねえちゃん、それならあたしも得意だよー」


つづく









　　あとがき




　最近はめっきり機き会かいがなくなってしまいましたが、私が子供の頃ころ、ゲーム大会というものにちょこちょこ参加したことがありました。

　最も寄よりのデパートで夏休みに開かれたマリオカート大会、近所のゲームショップ主催のストⅡ大会、ある日町にやってきたゲーム全国キャラバンなどなど。

　ネットを介した各種マルチプレイも個人的には大好きですが、やはり同好の士だけで集まって一つのゲームに興きようじるという雰囲気も大変いいものです。一ゲームファンとしては、日本でももっとゲームが流は行やってそういったゲーム大会が増えていけばいいのに、と思わずにはいられません。




　……などと適当な話から入ってみましたが、それはそれとして申もうし訳わけありません。また前巻からちょっと間が開いてしまいました。もう少し早く出せればと思わずにはいられないんですが、あれやこれやそれやと本シリーズ特有の様さま々ざまな事情がありましてこうなってしまいました。いやもう私が苦労する分にはどうでもいいんですが、担当さま及び電でん撃げきグループ様にはいつも余計な仕事を増やしてしまい、真まことに申し訳ない限りでございます。




　でもその甲か斐いあってと言うべきなのか、今日きようは一つ面おも白しろい発表をお届けすることができます。

　いわゆる『○○○化決定！』というヤツです。そうです、マンガ化です。この『僕ぼくと彼女のゲーム戦争』シリーズが、丁ちよう度ど今月二六日発売の『電でん撃げきマオウ』誌上よりコミカライズされることが決まりました。

　作画担当は、ヤングチャンピオンで『ヤング　ブラック・ジャック』を連載されている大おお熊くまゆうごさん。私にとっては作家業十年目にして初めてのコミカライズです。そりゃもう初めて漫画原稿見たときの感無量さといったら言葉で表現できるものではありません。もし機き会かいがありましたら、お手に取って頂けましたら幸いです。




　ではこの辺りで次巻のお話をば。

　二巻ではＦＰＳやＴＰＳ、三巻では日本ならではの様さま々ざまなマルチプレイゲームを扱ってみたつもりですが、四巻では本書でもちらっと書きました通り、格ゲーを中心に扱ってみようと考えております。

　発売は九月前後を予定しております。ご期待頂ければ幸いです。

　それでは、またこうして会える日を心より祈りつつ。
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　謝しや辞じ




　昨年末行われた電撃文庫の忘年会において、

「『ロウきゅーぶ！』のＰＳＰで出たゲーム、作中でネタにしていっすかね？」

　……などと初めてお会いした場でいきなり提案したにもかかわらず、快くご承しよう諾だくくださった蒼あお山やまサグ先生にこの場をお借りして御おん礼れい申し上げます。







　追伸：




　今まで本シリーズで登場したすべてのゲームに言えることですが、最近のゲーム、とりわけネット対戦可能なゲームは、バランス調ちよう整せいのためにバージョンアップされることがよくあります。ですので、たとえば本書にあるゲームテクニックについても、本書が発売される頃ころには何らかの修正が入っている可能性もありますのでご注意ください。

（よく考えたら一巻のときに書いておくべき説明でした。今更ですいません）
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これを書いている頃はちょうど冬真っ盛り。こう寒いと遠出する気にもなれず、もっぱら引き籠もる日々。




かくいう私も昔は冒険者だったのだが、膝に矢を受けてしまってな。
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八はっ宝ぽう備び仁じん

作中出てくるファミリーフィッシングには僕もハマったクチですｗ

ハイネリアやリュウグウノツカイを釣り上げるのには難儀しました。川魚好きとしては、今後、イトヨや鮎、オイカワなんて放流されると嬉しいなぁ～♪
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